
竜　北壁の中央部に付設され，袖部の一部が残存している。焚口から煙道部まで120cm，袖部最大幅120cmで，

煙道部は壁外へ50cmほど掘り込まれ，緩やかに傾斜して立ち上がっている。第8・9層は袖部と基部で，ロー

ムで台形状に基部を作り出し，その上に粘土・砂を積み上げて袖部を構築している。火床部はあまり火熱を受

けていない。

寵土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量　　　　　　　　6　黒　褐　色　焼土ブロック・粘土粒子・砂粒微量
2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子・砂粒微量　7　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土ブロック微量
3　褐　灰　色　粘土粒子・砂粒少量，ロームブロック・焼土ブロック微量　　8　褐　灰　色　粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化物微量
4　黒　褐　色　粘土粒子・砂粒少量，ローム粒子・焼土ブロック微量　　9　褐　　　色　ロームブロック中量
5　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量

ピット　1か所。深さは15C皿で，南壁寄りの中央に位置しており，出入り口施設に伴うピットである。

覆土　6層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　4　黒　褐　色　砂粒少鼠ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量　　　5　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂粒微量

3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量　　　　　　　　　　6　黒　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

造物出土状況　土師器片172点（杯類15，嚢類157），須恵器片34点（杯類27，甑類7）が出土しており，土器

片の中で底部片などから推定される個体数は，土師器嚢2点，須恵器杯2点，須恵器甑1点である。これらの

遺物は，全体的に覆土上層から下層にかけて出土している。

所見　本跡の時期は，覆土中の土器から8世紀中葉と推定される。

第119図　第48号住居跡出土遣物実測図

第48号住居跡出土遺物観察表（第119図）

監7
0　　　　　　　　　　10m
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番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　考

436 土師器 嚢 ［26．4］（7．4）－ 石英・雲母橙 普通口緑部内・外面横ナデ 東部下層 5％

437 須恵器 要 ［25．4］（6．5） 長石・スコリア暗灰貴 普通口緑部内・外面横ナデ 東部下層 5％

第49号住居跡（第120図）

位置　調査I区北部のI4gO区に位置し，低台地上の平坦部に立地している。

重複関係　第512号土坑を掘り込み，第8号掘立柱建物跡に掘り込まれている。

規模と形状　床面が露出した状態で検出され，西壁だけが確認されたが，主柱穴の配置や床面の状況などから，

長軸5．50m，短軸4．75mほどの長方形と推定され，主軸方向はN－820－Wである。

床　ほぼ平坦で，中央部の南寄りと北西部が踏み固められている。

竜　西壁の中央部に付設され，天井部や袖部は残存していない。煙道部は壁外へ40cInほど掘り込まれ，外傾し

て立ち上がっている。火床部は第8号掘立柱建物跡に掘り込まれて残存していない。

ピット　4か所。主柱穴はPl～P3で，深さは20cmほどである。Plと対応する主柱穴を北東コーナー部で
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精査したがタ　確認されなかった。P射深さ諏cmほどで　東南壁寄　の中央に位置しており，出入り口施設に

伴うピットである。

遺物出藍状況　須恵器片1点（杯類）が出土しているが，細片のため図示できない。

所農　本跡は出土土器が細片であるためタ　時期判断が困難である。須恵器片が出土しているため，8世紀から

9世紀代の可能性も考えられる。

第帽図　第舶号住居跡実測図

第5の号住居跡（第且2且図）

位置　調査‡区中央部のJ4a9区に位置しタ　低台地上の平坦部に立地している。

ノこご′上・．：・．ノト声．　∴：．′　、′ノ言ノ′上　・：一一一′′・∴、＼．　∴、つ了ノJ・一．．．圧∴＝－∴　二日；．ゝ二量

傾して立ち上が′・Jている、、

床　ほぼ、上田で，竃の左袖部の周辺が踏み囲められている、

竃　北壁の中央部からやや東寄りに付設され学　友袖部の－一部が残存している。規模は焚打から煙道部まで80cm

で　磯部凝太幅は鏡cm前後と推定される。煙道部は壁外へ舗cmほど掘　込まれ　緩やかに傾斜して立ち上がっ

ている。袖部はロームの粘土の砂で構築されタ　火床部は地山を掘りくぼめて作られているが，あまり火熱を受

けていない、

竃土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子少鼠　焼土ブロック微量　　　　　　　4　暗　褐　色　ロームブロックも焼土ブロック少量，炭化物微量
2　暗　褐　色　ロームブロックe廃土ブロック少量夕　炭化物微量　　5　黒　褐　色　ローム粒子少量，廃土粒子微量
3　暗　褐　色　ロームブロック・炭化物少量ク　焼土ブロック微量
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覆土　5層からなるが，覆土が薄く，堆積状況は不明である。

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック中最，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子少量

4　褐　　　色　ローム粒子中遺，炭化物微量

5　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片74点（杯類3，棄類71），須恵器片30点（杯類3，斐類27）が出土している。いずれ

も細片で図示できるものはない。

所見　本跡は，出土土器が細片のため，明確な時期判断が困難である。出土土器がいずれも8世紀から9世紀

代と考えられるため，その時期と推定されるが，主柱穴が伴わない小形の住居跡であることから，新しい時期

が想定される。

④）
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第121図　第50号住居跡実測図
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第51号住居跡（第122図）

位置　調査I区中央部のJ4b5区に位置し，低台地上の平坦部に立地している。

規模と形状　床面が露出した状態で検出されたが，床面の状況などから長軸3．25m，短軸3．10mの方形と推定

され，主軸方向はN－220－Wである。

床　ほぼ平坦で，中央部から竃前にかけて踏み固められている。

竜　北辺の中央部から東寄りに付設され，袖部の下部がわずかに残存している。規模は焚口から煙道部まで85

cmほどと推定され，袖部最大幅は125cmである。煙道部は壁外へ20cmほど掘り込まれていたと推定されるが，

立ち上がりの形状は不明である。袖部はローム・粘土・砂で構築され，火床部はほぼ平坦に作られ，赤変硬化

している。

竃土眉解説
1暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量　　　　2　暗赤褐色　焼土ブロック中呈，炭化物少量，ロームブロック・砂粒微量
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遺物出土状況　土師器片6点（賓類），須恵器片1点（杯類）が出土している。いずれも細片で図示できるも

のはない。

所見　本跡は，出土土器が細片のため，明確な時期判断が困難である。出土土器がいずれも8世紀から9世紀

代と考えられるため，その時期と推定されるが，主柱穴が伴わない小型の住居跡であることから，新しい時期

が想定される。
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第122図　第51号住居跡実測図
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第52号住居跡（第123図）

位置　調査I区中央部のJ4e9区に位置し，低台地上の平坦部に立地している。

重複関係　第279～281号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3・80m，短軸3・60mの方形で，主軸方向はN－320－Wである。壁高は18～24cmで，各壁と

も外傾して立ち上がっている。

床　軟質で平坦である。

ピット　3か所。主柱穴はPl～P3で，深さはPl・P2が20cmほど，P3が50cmである。P3と対応する主

柱穴を北西コーナー部で精査したが，確認されなかった。

覆土　9層からなり，レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微量

2　極暗褐色　ロームブロック微量

3　極暗褐色　ローム粒子少量

4　黒　褐　色　ロームブロック微量

5　褐　　　色　ローム粒子多量

6　褐　　　色　ローム粒子中量

7　褐　　　色　ロームブロック中量

8　極暗褐色　粘土ブロック少量，ロームブロック微量
9　黒　褐　色　ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片17点（嚢類），須恵器片10点（杯類5，嚢類5）が出土している。いずれも細片で図

示できるものはない。

所見　本跡は，住居跡として扱ったが，床が軟質で，竃が設けられておらず，遺物の出土点数もわずかである

ことから，居住以外の機能を果たした施設の可能性も考えられる。時期は，出土土器が細片のため明確な判断

が困難であるが，いずれも8世紀から9世紀代と考えられるため，その時期と推定される。
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位置　調査ヱ区中央部のJ4aO区に位置し，低台地上の平坦部に立地している。

重複関係　第3日吉勘二握り込まれている、、

規模と形状　長軸305飢恥　短軸3045mの方形で，主軸方向はN－300…Wである。壁高は蟻～鋼cmで　各壁と

も外傾して立ち上がっている

床　ほぼ平坦で，中央部から各室柱穴にかけて踏み固められている。

竃　北壁の中央部に付設されている。袖部が残存し芳　焚日から煙道部まで105cm　袖部品太幅摘紋孤である。煙

道部は壁外へ摘cmほど掘　込まれ　緩やかに傾斜して立ち上がっている。第11の且2層は袖部で，地山を基部と

しタ　その上に粘土の砂のロームを積み上げて構築されている。火床商はあまり火熱を受けていない。

竃土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量プ焼土ブロック8粘土粒子・砂粒微量

2　極暗褐色　ローム粒子や廃土ブロック少鼠粘土粒子の砂粒微量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量，廃土ブロック微量

4　極暗褐色　ローム粒子の焼土粒子の粘土凝子の砂粒微量

5　黒　褐　色　ローム粒子の廃土ブロック微巌

6　極晴赤褐色　焼土ブロック中鼠ローム粒子・粘土粒子・砂粒微量

7　晴赤褐色　ローム粒子の焼土ブロック中叢，粘土粒子の砂粒少量

8　暗　褐　色　ローム粒「・焼上ブUlソシ・粘上粒J∴・砂粒微量

9　暗赤褐色　砂粒少量，ローム粒子0焼土粒子微量
摘　暗赤褐色　焼土粒子中量

は　暗　褐　色　廃土粒子0砂粒少鼠　ローム粒子の粘土粒子薇還
i2　暗　褐　色　ローム粒子微量

ぽッ睦　　か所。主柱穴はP　～P　で　深さは鋼～朝cmである。P　は深さはcmで　商壁寄りの中央に位置

しており，出入りIl施設に伴うピットである．＿

覆土　事層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である

土層解説

ユ　暗　褐　色　ロームブロックの焼士粒子微量　　　　　　　　　3　黒　褐　色　ロームブロック微量
2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子の炭化粒子微量　　　　4　暗　褐　色　ローム粒子少量

遺物出豊状況　土師器片蟻軋夜　襲類）須恵器片邦点　棒類2説　鷺類の　石器の石製品2点　砥石　浮予）

が出土してお酌　土器の底部片などから推定される個体数は，土師器嚢温点夕　須恵器棒3点である。これらの

一一一…1・．18－－－－…－．一一



遺物は中央部を中心に覆土上層から床面にかけて出土している。

所見　本跡は，出土土器が細片のため，明確な時期判断が困難であるが，須恵器杯片で体部下端手持ちへラ削

りの幅が狭いものや，土師器整片で口緑端部が外上方につまみ上げられているもの（常総棄）が出土している

ことから，8世紀後半と推定される。

＿旦＿18．6m

‾1⊆＝吐二二二二三三タ‾‾‾‾‾

第124図　第53号住居跡・出土遺物実測図
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第53号住居跡出土遺物観察表（第124図）

番 号 器　　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 畳 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出 土 位 ‘匿 備　　 考

4 38 砥 石 （3 ．1） （4，3） （2 ．3） （40 ．6 ） 凝 灰 岩 砥 面 5 面 覆 土 中

4 39 浮 子 （5 ．2） 5，2 （2 ．9） （18 ．1） 流 紋 岩 片 側 面 に挟 部 P 3 内

第54号住居跡（第125・126図）

位置　調査I区中央部のJ4d8区に位置し，低台地上の平坦部に立地している。

規模と形状　床面が露出した状態で検出されたが，主柱穴の位置や床面の状況などから，長軸3・80m，短軸3・60

mの方形と推定され，主軸方向はN－520－Eである。

床　ほぼ平坦で，竃前が踏み固められている。

竃　北辺の中央部に付設されている。火床面と床面に混じる粘土が残存するだけで，規模は不明である。火床

面は赤変硬化している。

篭土層解説

1暗赤褐色　焼上ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量

2　暗赤褐色　焼土ブロック中量，炭化物微墓

3　にぷい褐色　焼土ブロック・砂粒中量，ローム粒子・炭化物微量

4　極暗赤褐色　炭化粒子少量，焼土ブロック微量

／く＞

／ヽ5　暗赤褐色　焼土ブロック少量，砂粒微量

6　極暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子微量

7　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
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第125図　第54号住居跡実測図
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ピット　6か所。主柱穴はPl～P4で，深さは14－25cmである。P5は深さ15cmで，西辺寄りの中央に位置

しており，出入り口施設に伴うピットである。P6の性格は不明である。

遺物出土状況　土師器片54点（杯・椀類33，整類21），須恵器片8点（杯類3，斐類5）が出土しており，土

器の底部片などから推定される個体数は，土師器杯・椀2

点，高台付椀1点，須恵器璧1点である。これらの遣物は

竃内とその周辺部から出土している。出土状況から，440

は本跡に伴う土器と考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から10世紀後半と考えられ

る。

第54号住居跡出土遣物観察表（第126図）

0　　　　　　　　　　　　　10m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

第126図　第54号住居跡出土遺物実測図

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位 置 備　　 考

44 0 土師器 高封寸坪 ［14．4］ 5 ．4 ［7 ．2］ 石卦雲母・スコリア にぷい褐 普通 高台貼 り付 け後， ロクロナ デ 竜火抽 ・焚口 7 0％　 P L 5 5

第55号住居跡（第127・128図）

位置　調査I区中央部のJ4C5区に位置し，低台地上の平坦部に立地している。

規模と形状　長軸3・75m，短軸3・50mの方形で，主軸方向はN－50－Wである。壁高は2～17cmで，各壁と

も外傾して立ち上がっている。

第127図　第55号住居跡実測図
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床　ほぼ平坦で，中央部と竃前面が踏み固められている。

竃　北壁の中央部に付設され，右袖部の一部が残存している。焚口部から煙道部まで140cmほどで，煙道部は

壁外へ50cmほど掘り込んでおり，緩やかに傾斜して立ち上がっている。火床部は地山を掘りくぼめて作られて

いるが，あまり火熱を受けていない。

竜土屑解説

1　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量，粘土粒子・砂粒微量　　5　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土ブロック・粘土粒子・砂粒微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・粘土粒子・砂粒微量　　　6　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・粘土粒子・砂粒微量

3　極暗褐色　ロームブロック少量，壌土ブロック・粘土粒子・砂粒微意　　7　極暗褐色　ローム粒子少鼠焼土粒子・粘土粒子・砂粒微量

4　暗　褐　色　ローム粒子中鼠焼土ブロック少量，粘土粒子・砂粒微量

ピット　1か所。深さは30cmほどで，南壁寄りの中央に位置しており，出入り口施設に伴うピットである。

遺物出土状況　土師器片81点（賓類），須恵器片31点（杯・高台付杯28，蓋2，嚢類1），石器1点（砥石）が

出土しており，土器の底部片などから推定される個体数は，土師器嚢1点，須恵器杯1点，須恵器高台付杯1

点，須恵器蓋1点，須恵器斐5点である。これらの遺物は南西部の覆土上層から下層にかけて出土している。

所見　本跡の時期は，覆土下層の出土土器から9世紀前半と推定される。

：　　；　　：

第128図　第55号住居跡出土遺物実測図

第55号住居跡出土遺物観察表（第128図）

0　　　　　　　10m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

441土師器嚢［21．6］（25．1）－長石・石英・雲母にぷい橙普通口縁部内・外面構げ．榔内面指頭圧痕・給積み痕南部下層・床40％

番号器　　種長　さ幅厚　さ重　量材　　質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置備　　考

442砥石9．8 8．62．4 321 凝灰岩砥面6面，目細かい 南西部中層100％　PL66

第56号住居跡（第129図）

位置　調査I区北部のI5fl区に位置し，低台地上の平坦部に立地している。

規模と形状　長軸4．60m，短軸3．40mの長方形で，主軸方向はN－420－Wである。南コーナー部の壁は残存

しないが，他の壁高は5cmほどで，外傾して立ち上がっている。

床　竃前面や中央部が部分的に踏み固められている。
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竃　北西壁の中央部からやや北東寄りに付設され，火床部と床面に混じる粘土が残存しているだけである。火

床部は地山を掘りくぼめて作られているが，あまり火熱を受けていない。

竃土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量　　　　　　　3　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　黒　褐　色　焼土ブロック少量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒微量　4　暗　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化物・粘土粒子・砂粒微量

覆土　3層からなるが，覆土が薄く，堆積状況は不明である。

土層解説

1黒　褐　色　焼土ブロック少量，ロームブロック・粘土粒子・砂粒微量　3　黒　褐　色　ローム粒子少量
2　黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック微量

遺物出土状況　土師器片50点（杯類9，嚢類41），須恵器片15点（杯類14，藍1）が出土しており，土器の底

部片などから推定される個体数は，須恵器杯3点である。これらの遺物は，全体的に覆土下層から床面にかけ

て出土している。出土状況から，443は本跡に伴う土器と考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から8世紀後葉と考えられる。
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第129図　第56号住居跡・出土遺物実測図
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第56号住居跡出土遺物観察表（第129図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

44 3 須 恵 器 珂こ ［1 3 湖 4 ．8 ［8．8］ 礫・石英 ・雲母 灰 黄 普 通 底 部 外 面 二 方 向 の ヘ ラ 削 り 電 内 下 層 30 ％

第57号住居跡（第130・131回）

位置　調査I区中央部のJ4e5区に位置し，低台地上の平坦部に立地している。

規模と形状　長軸4．25m，短軸4．00mの方形で，主軸方向はN－320－Wである。壁高は5－15cmで，外傾し

て立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，出入り口部周辺に高まりがあり，中央部から各コーナー部にかけて踏み固められている。

竃　北壁の中央部に付設されている。袖部が残存し，焚口から煙道部まで95cm，袖部最大幅110clnである。煙

道部は壁外へ30cmほど掘り込まれ，緩やかに傾斜して立ち上がっている。袖部は粘土・砂・ロームで構築され，

火床部は地山を掘りくぼめて作られているが，あまり火熱を受けていない。

第130図　第57号住居跡実測図

可　　　凸l
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竃土層解説

1灰　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘上粒子・砂粒少量　5　極暗赤褐色　焼土ブロック少鼠　粘上粒子・砂粒微量

2　暗赤褐色　焼土ブロック中鼠ロームブロック湖上粒子・砂粒微量　　6　黒　褐　色　ロームブロック少鼠焼十ブロック・粘土粒子・砂粒微量

3　赤　黒　色　焼土ブロック中量，ローム粒子少量　　　　　　　7　褐　灰　色　粘土粒子・砂粒中量，焼土ブロック微量

4　褐　灰　色　粘土粒子・砂粒中量，焼土ブロック微量　　　　　8　暗赤褐色　焼1二ブロック中墓

ピット　5か所。主柱穴はPl～P4で，深さは30～35cmである。P5は深さ20cmほどで，南壁寄りの中央に

位置しており，出入り口施設に伴うピットである。

覆土　6層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量　　　　　　　4　黒　褐　色　ロームブロック・粘土粒子・砂粒少鼠

2　暗　褐　色　ロームブロック中量　　　　　　　　　　　　　5　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・粘土粒子・砂粒微量

3　黒　褐　色　ロームブロック・粘土粒子・砂粒少量，焼七粒子微量　6　黒　　　色　ローム粒子・焼土ブロック・粘土粒子・砂粒微量

遺物出土状況　土師器片161点（杯類3，嚢類158），須恵器片68点（杯・高台付杯33，蓋3，嚢類32），鉄器1

点（不明）が出土しており，土器の底部片などから推定される個体数は，土師器襲6点，須恵器杯8点，須恵

器高台付杯2点，蓋1点である。これらの遺物は，竃周辺を中心に覆土上層から床面にかけて出土している。
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第131図　第57号住居跡出土遺物実測図
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出土状況から，4舶～4460448845は本跡に伴　土器と考えられ，舶複の底部外面には「田」の墨書が記され

ている、－、

所農　本跡は芦　墨書土器を伴っている。また，煮炊具や貯蔵具に比べて比較的多数の俵膳具を伴う点は，他と

は異なる様相を皇している。彰鵬記された　打　の墨書は字形が整わず，字義を理解してではなも　なかば

記号化した文字として記された可能性も考えられる。本跡の時期はタ　出土土器から9世紀中葉と考えられる。

第㍍号住居跡出土遺物観察表　第1別図）

番号 軒　 別 器　 楯 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出士位置 備　　 考

44 4 須恵器 林 13 。4 5．9 6．0
長有 ・有薬 ・

雲母
灰 黄褐 普通 底部回転へ ラ切 り離 し 北東部 中層

80％　底部外面

墨書「軋 PL 56

44 5 須恵器 棒 13 ．0 4諸 6 ．3 轢・有薬・1 母 灰 普通 底部回転へラ切り後，一一ムーtA方向のヘラ削り 電中層 8 0％　 P L 55

4 4 6 須恵器 埠 12 。8 4 ．8 6 ．1． 礫・石英さ雲母 灰 普通 底部回転へラ切り後善一一一一一一方向のヘラ削り 北部下層 6 0％

4 4 7 須恵器 林 白3．1］ 4 ．5 7 ．0 砂粒・パミス 灰 普 通 底部 回転 へ ラ削 り 北 部中層 50％

4 48 須 恵器 林 ［1 3．8］ 4 ．9 ［6 ．1］ 長石さ石英受母 赤褐

【

普通 底部一一一止方向のヘラ削 り 竃 上層
［
40％

4 49 須 恵器 棒 白3．0］ 4 ．7 8誹
長石 ・バミ

ス
灰黄 普通

底部 回転 へラ切 り後，一方向

のヘ ラ削 り

西 部中層 ・

床面

購％　郎 桝面

へラ記号　仁」

4 50 須恵器 蓋 18 ．5 （2．3） … 長石・石英濱母 灰 普通 天井部外面三 回転 のヘラ削 り 東部床面 4 0％

45 1 土師器 小形聾 ［1 1．4］ 11。8 6月 礫 ・石英 にぷい赤褐 不良 日縁部内・外面横ナデ，底部木葉痕 竃 中層 7 5％　 P L 55

45 2 土師器 婆 ［19 ．6］ （1 2．2） － 石製雲母潮載 橙 普通 口献 納 一外面横ナデず体部内面へラナデ 北部中層 1 0％

番号 器　　 楯 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 ！　 特　　　　　 徴 出土位置 i 備　 考

453 鉱カ （13 ．3） †．寸 0．8 （42．6）
鉄 ！茎部先端潮 路 損瀾 砲の可能性 も有り 北西部床面　 巨0％　 P L67

第別号健腰掛（第132囲）

位置　調査I区中央部のI・ld（‾）区に位置し．低台地上の、印刷日二立地している、．

重複関係　第・l主＼・17I「号仕居跡，第51再．‖二坑に握り込まれている、、

規模と形状　一辺。鮒mほどの方形で　主軸方向はN－420－Eである。壁高は摘～鋼cmで　緩やかに傾斜し

て立ち上がっている．、．

床　ほぼ、即日∴　中央部から憲前にかけて踏み固められている・．

竃　北壁の中央部に付設されタ左裾部が残存している。焚日から煙道部まで摘娠mで，壁面に混じる粘土の範

囲から推定される磯部凝太幅は芦　は紋mほどである。煙道部は壁外へ購cmほど掘　込まれ　緩やかに傾斜して

立ち上がっている。磯部は粘土の砂のロームで構築され，火床部はほぼ平坦に作られているが，あまり火熟を

受けていない．－．

竃土層解説

1．灰　褐　色　粘土粒子を砂粒中鼠ロームブロックの焼土ブロック少量　6　黒　褐　色　ロームブロックや焼土ブロック微量
2　黒　褐　色　ロームブロック微量　　　　　　　　　　　　　　7　暗　褐　色　ローム粒子中量

3　極暗赤褐色　焼土粒子中亀ロームブロック0粘土粒争砂粒少量　　8　黒　褐　色　ロームブロック少鼠焼土ブロック0粘土粒子も砂粒微量
4　褐　灰　色　粘土粒子も砂粒多量，焼土ブロック少量　　　　　9　極暗赤褐色　ロームブロックの焼土ブロックも粘土粒子e砂粒少量
5　暗　褐　色　ローム粒子中鼠　粘土寿子の砂粒微量

覆土　7屑からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

4　黒　褐　色　ロームブロックも炭化物微量

5　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼士粒子微量

6　暗　褐　色　ロームブロック少量夕　粘土粒子の砂粒微巌

7　暗　褐　色　ロームブロック少数焼土ブロック0粘土粒子・砂粒微量
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遺物出土状況　土師器片91点（杯・椀類17，襲類74）が出土しており，土器の底部片などから推定される個体

数は，土師器杯・椀2点，土師器高台付杯1点，土師器嚢3点である。これらの遺物は全体的に覆土上層から

床面にかけて出土している。出土状況から，454は本跡に伴う土器と考えられる。

所見　本跡は出土している杯類は細片であり，時期判断が困難であるが，竃内から出土した嚢から10世紀代と

考えられる。

旦＿18．6m

第132図　第58号住居跡・出土遺物実測図

第58号住居跡出土遺物観察表（第132図）

田岡
0　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿」

0　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

454土師器襲［10．5］（9．3）－長石・石英・雲母明赤褐普通口緑部内・外面横ナデ火床面5％
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位置　調査II区南部の1日目〕（う区に位置し．低台地上の、I川用吊二立地している、また，本跡の南西約2Hlの距

離には，本跡と同時期と考えられる第（甘引骨調亦が位iiIIHノている

重複関係　第7号溝跡に握り込まれている、

規模と形状　北畔の竜の南側は．北側よ恒血111ほど奥へ握り込まれてお：）言竜の南側には，地両のロームを握

り残して棚状施設が付設きれているつ日朝力招）規槙は言竜の北側の束酋長が十（う5111．南側では3．伸111．南北長

は：上・1（）mで，巨柚方向はN－（音．－11’である　畔高は二月＼∴浴し、I11で，拝唯ともほぼ直立する　棚状施設の視梢は．

帖1・10川1，奥行き7（）川1，痢［’liからの高さは：眈i11ほどである　棚の屈山女び曜面を．粘上などで化粧した痕跡は

検出されていない、

床　ほぼ半」廿で言竜前から束畔にかけての南側が踏み回められ、北側はやや軟質である、、また．断面しつ雄三の

畔溝が伸桂卜及び北畔上の　亮1；を除いてI刷＝lしている

竃　両壁の中り周吊二付設されている，規模は，焚11部から母道部先端まで1」引用1．1両袖部帖肛血1．壁外への拙

i‖ムみは出川である　天メロ邦は崩落しており，定日再断面図の，第（i・7層が崩落した大作部の・部である

柚部は．床面と同じ高さの地山面上に砂質粘上で構築されている　左柚部は，棚状の施設の唯面を伸旧ノてお

り言句畔は最大l（‾）川ほど赤変している∴　火床面は．竜の握り方を暗褐色上で床面とほぼ同じ高さまで理め扇し

て経られて折るが　赤変硬化した部分は認められない。火床部の奥には　土師器婆の体部片が据えられ　その

上！制二は上器片が重ねられていたが，これr）はその状況から友榊として佃IJきれたと推測される　また，畑道

は火床部から外傾して立ち上がる、・

竃土層解説

1　黒　　出　　色lトー∴位J′一・規上位「少：l：

ご　黒　田　色　tトー！、ブし「、ノン・炭化粒子徹り

：；黒　　田　　色　規上骨丁・・炭化粒自明量

4　暗　赤　褐　色　廃土ブロック中還ラ　粘漣厳守漆瑠

1　黒　　田　　色　tトー∴－／“、l「ノン・焼上位」′・・炭化粒J雄描

6　灰　褐　色＋粘土粒子中量，焼土フロブク少量

にぷい赤褐色　廃土フロック中軋　炭化粒㌢微量

バ　吠　　岨　　邑　「トー∴粒J’・・焼上位「・炭化粒J’朝川

9　暗　赤　褐　色　廃土フロック中最プ　炭化粒子微量

1（l　暗　　出　　色　「トー∴粒J∵・焼l∵′’「71リン・揖化粒「微量

ii　にぷい赤褐色　焼まフロック中簑

12　灰　褐　色　粘二「ブロック㍉砂粒中量夕　焼ヒフロブク微量

13　灰　褐　色　粘土フロックの砂粒中量　焼L粒デー微巌

Ⅲ　にぷい赤褐色＋粘土粒子も砂粒中農夕　焼土ブロック微澄

11黒　　田　　邑　址上位つ’・・炭化粒J∵・持出、lイム微量

川　暗　　出　　色　母上粒J∵・炭化粒「微弱

1γ　情　F　　色　目－ムー1し「ノン・焼上打つ′・・炭化打つ’・根ll；．

蟻　にぷい赤褐色　焼士フロック微量

ピット　1か所　Plは深さ2：五、111で，来朝拙二位置しており、出入りl幌識工作うど、ソトである

覆土　吊’引二分層きれる　堆桔状況は、全体的に周囲から日砂が流入した枝川Iを呈してお亘主l′！然世情である

土層解説

1　黒　褐　色lトー∴粒J’・・焼上位自微量

2　灰　褐　色　ロームフロノク少巌，焼土粒守磯慮

3　灰　褐　色　ロームフロック少瑠上廃土綻守弓浄化粒子刃隊士粒子磯遽

4　暗　褐　色　ロームフロック少巌

5　畷　褐　色　ロームブロック少巌サ　焼土粒子微慮

遺物出土状況　士師器片78点　画こ類1生：裏類5リ主　須恵器片12点（悪類、）が．全域から散在した状態で出上し

ている、

所見　本跡は芯の脇に棚状施設を存する仕互引躯であり，当遺跡では．棚状施設が付設きれた唯が竜を挟んで投

違いになる形態は，本跡のみである、また本跡は，出トト器の様相から！月帰己後葉には廃絶きれ、隣接する第

柚号仕居跡と同時期と考えられるが、この2軒が具存していたとは考えにくく言旧二上器の様相から見ても．

時期差があ／ノ）たと推測される
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第133図　第59号住居跡・出土遺物実測図
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第59号住居跡出土遺物観察表（第133図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

3 84 土 師 器 杯 ［1 3 ．4］ 4．5 ［6．3］
雲 母 ・赤 色

粒 子
橙 普 通

ロ 緑 部 ・体 部 外 面 ロ ク ロ ナ

デ ， 底 部 一 方 向 の ヘ ラ 削 り
中 央 部 上 層

20 ％

4 89 土 師 器 褒 （17 ．3 ） 雲母・長石・石英 にぷ い 褐 普 通 体部外 面へラ削 り， 体部内面ナ デ 竃 火 床 部奥 10 ％

第60号住居跡（第134・135図）

位置　調査Ⅱ区南部のE9a7区に位置し，低台地上の平坦部に立地している。

重複関係　第7号溝跡に掘り込まれている。

規模と形状　長軸2．93m，短軸2．78mの方形であり，主軸方向はN－530－Wである。壁高は20～25cmで，各

壁ともほぼ直立する。

床　ほぼ平坦で，床質は全体的に軟質であり，硬化面は見られない。また，壁溝は検出されていない。

竃　西壁の北寄りに付設されている。遺存状況は悪く，地山のロームを掘り残した袖部の基部が残存するだけ

である。規模は，焚口部から煙道部先端まで100cm，壁外への掘り込みは40cmである。火床面は床面とほぼ同

じ高さの面を使用しているが，赤変硬化部分は認められない。また，煙道は火床部から緩やかに立ち上がる。

埴土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量

2　暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量

4　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子微量

5　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量

6　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

7　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量

ピット　Plは深さ10cmで，東壁寄りのほぼ中央に位置しており，出入り口施設に伴うピットである。覆土は

ロームブロックを中量含む黒褐色土の単一層である。

覆土　3層に分層される。堆積状況は，全体的に周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積である。

第134図　第60号住居跡実測図
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土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子・煉土粒子微量
3　黒　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片49点（杯類27，尭類22），須恵器片2点（襲類）が出土している。図示した遺物のな

かで残存率の高いものは，北部の上層から中層にかけて出土し，これらは本跡の埋没の過程で投棄されたと考

えられる。第135図387は竃付近の覆土上層から出土し，体部外面及び底部にそれぞれ「内」と墨書されている。

389は火床部の奥から，逆位の状態で出土している。体部下半は撹乱により失われているが，被熱痕が認めら

れることから，支脚に転用されていたと考えられる。

所見　本跡は，出土土器から9世紀後葉には廃絶されていたと考えられる。

第135図　第60号住居跡出土遺物実測図

第60号住居跡出土遺物観察表（第135図）

‾TT‾
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L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

385須恵器坪13．44．86．4
雲母・長石・

石英
黒褐普通
磨耗のため休部下端の調整不

明，底部一方向のへラ削り北壁際中層80％　PL56

386須恵器杯14．44．65．8雲母・長石にぷい褐不良底部雑な一方向のヘラ削り北部中層90％　PL56

387土師器
高台付

杯15，25．78．0雲母にぷい褐普通
底部回転へラ削り，高台貼り

付け後，ロクロナデ竃前上層

60％　体部・

底部外面墨

書「内」PL56

388須恵器高台付皿［14．3］4．1［7，2］雲母・赤色粒子にぷい褐不良高台貼り付け後，ロクロナデ北部下層20％

389土師器小形聾［10．8］（11，2）長石・石英赤褐普通□緑部朴外面横ナデ，体部内面へラナデ塩内20％二次焼成

第61号住居跡（第136図）

位置　調査I区西部のJ2a3区に位置し，低台地上の平坦部に立地している。

重複関係　第321号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　南北軸3・85mで，東西軸は西部が調査区城外のため3．30mだけが確認され，主軸方向はN－200

－Wの，方形または長方形と推定される。壁高は20～26cmで，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，全体的に踏み固められている。壁溝が周回している。

竃　北壁の中央東寄りに付設されている。袖部が残存し，焚口から煙道部まで60C恥　袖部最大幅105cmほどで

ある。煙道部は壁外へ5cmほど掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。第5－7層は袖部であり，平坦な地
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山の上に粘土と砂，ロームを積んで構築されている。火床部は平坦で，あまり火熱を受けていない。

寵土層解説

1　黒　褐　色　焼土ブロック・粘土粒子・砂粒少量

2　暗　褐　色　粘土粒子・砂粒中量，焼土ブロック・炭化物微量

3　明　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・粘土粒子・砂粒微量

4　褐　　　　色　ロームブロック中量，粘土粒子・砂粒少量

5　にぷい黄褐色　粘土粒子・砂粒中量

6　暗　褐　色　粘土粒子・砂粒中量，ロームブロック少量

7　褐　　　　色　ロームブロック多量，粘土粒子・砂粒微量

ピット11か所。Pl・P2は深さ25cmほどで，南壁寄りの中央に位置していることから，出入り口施設に伴

うピットと考えられる。P3・P4の性格は不明であるが，他は壁柱穴である。

覆土　6層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。第5層は壁溝の覆土である。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　4　暗　褐　色　ロームブロック・粘土粒子微量

2　極暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量　　　　　　　　　　5　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
3　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量　　　　　　　6　暗　褐　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片98点（杯類11，嚢類87），須恵器片4点（杯類）が出土している。いずれも細片で，

図示できるものはない。

所見　本跡の時期は，出土土器はすべて細片であり，明確な判断は困難であるが，すべて8世紀から9世紀と

考えられるため，時期は8世紀から9世紀代と推定される。

3　　3

第136図　第61号住居跡実測図

7　6　　　　　3
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第62A号住居跡（第137・138図）

位置　調査I区西部のI2j5区に位置し，低台地上の平坦部に立地している。

重複関係　第62B号住居跡の上に構築し，拡張されている。また，第14号掘立柱建物跡に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3・70m，短軸3・50mの方形で，主軸方向はN－20－Wである。壁高は20C皿ほどで，外傾し

て立ち上がっている。各壁とも第62B号住居跡の壁溝から20cmほど外方に作られている。

床　ほぼ平坦で，全体的に踏み固められている。壁下には壁溝が確認されている。

竜　北壁の中央に付設されている。袖部が残存し，焚口から煙道部まで110cm，袖部最大幅110cmほどである。

煙道部は壁外へ40cmほど掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。第11～13層は袖部と基部であり，地山を掘

りくぼめてから第12・13層を埋め込んで平坦な基部を作り出し，その上に第11層で袖部を構築している。第9・

10層は火床部の埋土である。火床面は，第62B号住居跡の竃火床部の上に灰やローム混じりの黒褐色土を埋め

込んで，作り出しているが，あまり火熱を受けていない。

埴土層解説

1　暗　褐　色　焼土ブロック少量，炭化物微量

2　黒　褐　色　粘土粒子・砂粒少量，焼土ブロック・炭化物微量

3　黒　褐　色　粘土粒子・砂粒少量

4　黒　褐　色　炭化物中量，粘土粒子・砂粒少量

5　黒　褐　色　粘土粒子・砂粒少量，ローム粒子微量

6　にぷい黄褐色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
7　暗　褐　色　炭化粒子中量，焼土粒子少量

④）　　　日

8　暗　褐　色

9　黒　褐　色

10　窯　褐　色

11黒　褐　色

12　暗　褐　色

13　暗　褐　色

炭化粒子少量，ローム粒子微量

灰少量，ロームブロック微量

ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
粘土粒子・砂粒中量

ローム粒子多量

粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子少量
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ピット　1か所。深さは16C皿で，南壁寄りの中央に位置していることから，出入り口施設に伴うピットと考え

られる。

覆土　8層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。第5～8層は貼床の埋土で，第62B号住

居跡の床上に貼られている。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　5　暗　褐　色　ロームブロック中呈，炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・砂粒微量　　6　黒　褐　色　炭化物多量，焼土ブロック少量，ローム粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量　　　　　　　　　7　暗　褐　色　ロームブロック少量，壌土ブロック・炭化粒子微量

4　暗　褐　色　ローム粒子・砂粒少量　　　　　　　　　　　　　8　黒　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子微量

遺物出土状況　土師器片152点（杯類4，嚢類148），須恵器片78点（杯・高台付杯36，賓類42）が出土してお

り，土器の底部片などから推定される個体数は，須恵器塔9点，須恵器高台付杯1点、須恵器賓3点，土師器

嚢4点である。これらの遺物は，竃内や竃周辺を中心に覆土下層から床面にかけて出土している。出土状況か

ら，455・457～460は本跡に伴う土器と考えられる。

所見　本跡は第62B号住居跡の上に四方に20cmほど拡張して構築され，竃を共有している。本跡の時期は，出

土土器から9世紀前葉と考えられる。
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第138図　第62A号住居跡出土遺物実測図
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ち上がっている、、

床　軟質で、印tである、－、壁溝が周回している．二1、．

・、′！・′′ノ　ノ‘′　C．工、・・：j　∴、、′　一．′：∴．ソト　÷：．十′、ヘノ′‥′・′‾ノJ　∴′、∴∴二了　一′′て．・∴

㊨＋＋＋‖

r′・；　　　　　り

0　　　　　　　　　　　　　　2m

－　‾　二l　‾　－1‾二‥　∴‾

第臓図　第寝選考住居跡⑳出土遺物実測図
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ある。火床部は地山を掘りくぼめて作られているが，あまり火熱を受けていない。

遺物出土状況　土師器片29点（杯類4，嚢類25），須恵器片22点（杯類16，聾類6）が出土している。これら

の遺物は南西コーナー部の床面を中心に出土している。出土状況から，463は本跡に伴う土器と考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から8世紀後葉と考えられる。

第62B号住居跡出土遺物観察表（第139図）

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

4 63 須 恵 器 杯 13．0 4 ．7 6 ．5 砂粒 ・パ ミス 灰 普通 底部一方 向のヘラ削 り 南西壁際床面 80％　 P L 5 6

第63号住居跡（第140図）

位置　調査I区西部のJ2d6区に位置し，低台地上の平坦部に立地している。

規模と形状　南西部が調査区城外のため，東西軸2．90m，南北軸2．60mだけが確認され，主軸方向はN－50

－Wの，方形または長方形と推定される。壁高は23～28cmで，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，竃前から東壁際にかけて踏み固められている。

竃　北壁に付設されている。袖部が残存し，焚口から煙道部まで75cm，袖部最大幅110C皿である。煙道部は壁

外へ10cmほど掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。袖部は粘土・砂・ロームで構築されている。火床部は

地山を掘りくぼめて作られているが，あまり火熱を受けていない。

‾塩7

C

忘「二
第140回　第63号住居跡実測図
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電土層解説

1　暗赤掲邑　鳩目＼白′中量∴　粘‖11′守・少量．し7－∴粒J∵・砂粒微Il；：　ご　榊音′八潮色　焼上ゾU、ソク少量，粘‖二、1イ一つ蘭に微量

′　ノ′一ノ　ヽ　／ノ　′‥′・′ノ　　　′　′　ノ　　　　　　′ノ　　ヽ　′．／ノ　　′I　　　　　′．・－　′　　′′

ムで床を貼り，踏み出められている．－、

土層解説

l　暗　褐　色　ロームプロ、ソク・焼目白’一・歳化粒召粧Ii：　　　　　　：j　暗　褐　色　ロームプロ・リク少量

？　暗　褐　色　ロームプロ、ソク・焼廿日つ糾Ii：　　　　　　　　　　　11暗　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク少量

・り　　　　－　　　　　1′　、．　’　′　　　　二）　　∴、　′・　　′ノ　　′　′．　′　、　　　　　　一　　　　　一　く　　一

．　　　　．．′　　ウノ．、　′　　　　・　　．　　　　　　′．　　　　　′　　ノ、　　　ノ　！　　　　　ノ　　　．′ノ　　　　．！

示できるものはない、、、．

′　　　′′　　　　、　　　　一′′′、・・、、∴　′’、　　　　　　′′．．　、　　　　′′・∴∴　′

定きれる、、－

′　　　　　　　　′　′　　一　　　　　　′

′′　　　－、′　　　′　′、　′　　一　　　　　　＼　　′　　′　　′

ご　　　　　　　　・　・　　　　　ノ　　　二、　・ノ　　　＼　ノ　　、　．・・　　　．　　、、　・

て立ち上が／Jている、、

床　ほぼ平川で，全体的に踏み回められている

′、．．　　′′　　　　　∴　　　　′、′′．′　　　　ノ、　ノ　′ノ′　　　　二、．こ　　　　　．、　　　、　一、　′

‘、　′ゝ　′　′　．　　　′　　　　‥．′、‥′　　′　二　　　、．　′　　、′′　　′．、、　′　　　′、′　′　　′′　′、．．∴′

ノ．　　　　　　　　　　・‘　　　．′ノ　　　　　．′・′　　．∴　ノノ　′　　　　　　　　′′′／ノ　　ー．．、　ノ　′　′ノ　　′　　．′ト′　’

り　　　　　　　′　　　　、ノ　　　　　　　　′　　′　　′・l　　　　　′′　　′　　∴　　．′　　　一　′′　　ノ　′

まれておi）言竜の作り替えが行われている．∴、火床部は，あまl）火熱を受けていない、、

竃土層解説

1　暗　褐　色　ロームプロ・ソク・焼上プロ㌧ソク少量

ゴ　黒　　褐　色　ローム粒J’・・焼巨位千・歳化物微量

：i　黒　　褐　　色　ローム粒J’・・焼上ブl二Jい′ク微量

l　吠　粧　陽　色　焼上ブLJいノク・粘‖位「・砂粒少量

5　黒　褐　色　焼士ブロック少量

（i　暗　褐　色　ローム粒J’一・焼‖位「少量

7　暗　　褐　色

8　暗　褐　色

t）暗　　褐　色

川　吠　星　田　色

11にぷい甚褐色

焼上プロ・ソク・炭化粒J∴・粘目白’・・砂粒少：li：

炭化物中量，ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク少量

ロームプロ、ソク少［‡l：

焼士ブロックぁ粘土粒子を砂粒中農

lr7－ノノ、プロ！！ケ・焼日章！・・炭化粒r・粘‖三Jつ’l

砂粒少量

、一、　　　・　′　　　　　　　　　　　　　　‾　．、　′、　　　′ニ　′．　　　一　　′　　′．・、　　　　、、′　′′　　ノ

しており，出入り1時由設に伴うピットである－、＿

覆土　3層からなるが，覆上が薄く，堆積状況は不明である＿＿－．

土層解説

l　黒　褐　色　ロームブt」、ソク少結　焼上プロ、ソク微：tl：

2　暗　褐　色　焼土ブロック滅達粒子磁場少数牒－ムブロック微量

：1　暗　褐　色　ローム粒J’・少：l；：

．　、‘　　′′、、　　t　′．　　：　　　，　　一ノ　ー・　　　　　　′　　　　　　　　　　　ハ

‾　　　　　！ノノ、　　　．．．　′　　・・′．　′、′　．　　　　　　　　　：　　　　　　　三一

点，須恵器甑2点である　これらの遺物は，電周辺を中心に覆lつ、‘層から床面にかけて出上している　出巨状

況から，・・16∴上氷浦は本跡に伴う　上器と考えられる

所見　本跡の時期は，出目二器から8世紀後葉と考えられる．

一一一つ（i7‥ノーVl′一
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第141図　第64号住居跡実測図
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L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

第142図　第64号住居跡出土遺物実測図

第64号住居跡出土遺物観察表（第142図）

0　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿」　　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

464須恵器杯［12諸］3．7［7．6］長石・石英リ〈ミス灰普通底部多方向のヘラ削り北西部床面10％

465土師器嚢［20．2］（9．3）礫・石英・雲母橙普通口緑部内・外面横ナデ竃左袖上5％

番号器　　種長　さ幅厚　さ重　量材　　質特　　　　　　　　　徴出土位置備　　考

466支脚（15．2）（9．2）－（970）土製外面ナデ，胎土に長石・パミス含む竃中層

第65号住居跡（第143・144図）

位置　調査I区西部のI3il区に位置し，低台地上の平坦部に立地している。

重複関係　第527号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3・90m，短軸3・35mの長方形で，主軸方向はN－150－Wである。壁高は10～20cmで，外傾

して立ち上がる焼失家屋である。

床　軟質で平坦である。掘り方は，中央部が不整楕円形状に10cm，壁下が溝状に5cmほど掘りくぼめられ，ロー

ムブロックで厚さ10cmほどの床が貼られている。

竃　北壁の中央に付設されている。天井部や袖部は残存せず，わずかに火床部と煙道部が残るだけである。焚

口から煙道部まで90cmであり，煙道部は壁外へ60cmほど掘り込まれ，媛やかに傾斜して立ち上がっている。火

床部は地山を掘りくぼめて作られているが，あまり火熱を受けていない。

竃土眉解説

1　暗　褐　色　焼土ブロック・粘土粒子・砂粒少量

2　黒　褐　色　焼土ブロック中量，炭化物・粘土粒子・砂粒微量

3　黒　褐　色　焼土ブロック少量，炭化物微量

4　暗　褐　色　焼土粒子少量，炭化物微量

5　暗　褐　色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量

6　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

ピット　4か所。主柱穴はPl～P4で，深さは10～30cmである。

覆土　4層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。第4層は貼床の埋土である。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗、褐　色
ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微呈
3　暗　褐　色　炭化粒子中量，焼土ブロック少量，ローム粒子微量

4　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

－169－
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第143図　第65号住居跡実測図
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．　　　　　　　．　　　、　′　　　．　，　三′　　　、　　一　　　　　　　　．　、　‘．　　　　　′

・・′1　　　　　　　、′　　ノ．∴′、，′．　′′　′　、　J　、′、．　　　　∴　　　工　　、　　ニー

′、ノ　　‥：．・・一　　　　′．′　　　　　　ノ′　　′・ノ′　　′・．、　　・∴　ンノ　ノ＼1・　　　′　　　　　　′′、

，、　　　　＿、　′．　∴一　　′　　　′　′、′　′　　　ノ、′∴′　　　　′　　、　　′′、、　　　　　　∴

ノ、　二　′　　　′　　′・ノ　　、、′　　′、′、　　∴　　′　′　′　′、′　、一　ノ　ノ．　　　　　．、、ノ

・＼　　・．ニー′　′　　　　こ　．、、　　′・′′1′：：　て　、、∴、　ノ　∴、ノ′　年　ノ　　．　　′　′

ノ　　　　・・・′ノ　　・ノ′、　　　′　ノ　′、　　　′′　㌧　　′　、　　　・′　′　　　′・、・、　　　　′　′、　′

、・・；′　　㌧　　′　　　　ノ、・、　　′ノ　　　ノ　　　・ニノ　　ノ　ー、　　・・　　′′・、′－　‥　　．

、′　　　′、ノ　ーシ・　′　、　′′、・・′′　　′二　　　　　　／′　　ノ＼．　　　　　　　　′　　　　・∴　　　ノ　．′′．　　　ハ

紀前半と推定される、．

′　・　　　　、　′　　　　　　　　　　与．　・・

‘′　　　　　11㌦　ノ、′、‘．　　　ミ

ご遜堵68減車潤
0　　　　　　　　　　　　　　10cm

獲≡意

番号 種別極 種恒 径極 高底径i胎　 士 色　 調！焼成i 手法の特徴 出士位置 備　　考

467 舶載「蓋　圧闘月摘 桓勝周 灰　　　　 普通　天井部桁函二回転のヘラ削り将士中 舶％

番可器　橙長さi 幅i厚さi重義i 材　質i　 特　　　　　 徴 出土位置i 備　考

購8　　　鎌 纏・郎巨も中　 部　 鵬　　 銑　 刃部先端欠損曲璃 錫臓か） 離膠欄　桓％　㌘描

摘！鎌 如中 もおいや　恒誹　　 鉄　 刃部先端の基部欠損曲刃鎌刈鎌か）酋壁断層　巨弼　若悌

摘i 鍍 約 日減圧3　鵬　　 鉄　 整失式茎部欠損 離瞳南　 極％　㌘描

∴　ご′l、、　一く　　′・′　、．く

－　　／、、ノぐ　′　．・′．・・、′ぐ　′　・／．、‾　　　′ノ′ノ　二一　’′　　　　、　′′ノ

・′　ニー　、　　　　　′、′　‘　∴ノ　二　　、／′　∴＼＼　　　　、．．′′　　　・（／ぺ　二　、　′

て立ち上がっている、、

床　ほぼ、「鋸で，中央部から竃前面や各主柱穴にかけて踏み囲められている、＿・・、

・一　′ノノ　ノ　ノ　∴∵㍉　　　ノ二．　′‘二／一′∴、′　　　ノ、．′1ノ，　′・、一　ノ、　′：ノ、　和、・　　∴

、、l　∴　∴　　つ　′二一・・．ノ．＼、、　完ノミ　′′　′：・∴　ノ、　′ノ　′’ノ、　′′．ノ、、・∴．、′l′！、、′ノつ　′了

ている、、二．

ノ　　　言・　　・1了．、∴　　　　＼一　′′、一て′一、・い．つ　、′ノン′．　′′、‘、ノ　＿、、　　　′、′・′．－　ノ　！、．

しており，出入りIl施設に伴うピットである、一

覆土　2層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である、

土層解説

1極暗褐色　焼上プロ・ソク少星　ローム粒j’－・炭化粒自微量　　2　暗　褐　色　焼上プロ∵！ク・炭化粒自微量

－鼠7温－
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第145図　第68号住居跡・出土遺物実測図
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‾言　　＿　′、り　　・言・′∴・、′f　∴　　　′　・　　′、∴′　　　　！　′　　三・、：、　二、、　′、一　　　、′　∴

蓋勘短頸義信盤2　聾e甑摘釦が出土してお酌土器の底部片などから推定される個体数は　土師器杯

・、・＼‘　＿′、1－て－ノ、j　　　＿－．ノ・′‥一　　　工・ノー′′・′‥　主、・′．－’＼「ノ＼＿、上、′

′　上、／工　一　三、、ノ・r・′、、こ言′、∴ノノ・㍉、′、′＼′′ノ　F．・′ノ′′．′∴・′′　、　　＿、

いる。475は出目心規から本跡に伴う　上器と考えられる、＿、

一‾　ノ、十・′ノ　∴∴一二　　　　＿′、；・ノ．・・∴　　工ユーイ′こ　ノ′　′、ノ

第礪号任屠跡出土遺物観察表　第摘図）

朗十陸別極 橙 口径！器高座 径 胎　 土！色　 調i焼成！ 手法の特徴　 恒朗潤 日清　壷

・汀5　　須恵器　　林 13．0　　　寸．寸　　　6．1
票 禁英の灰　 不良掛 方向の纏へラ削り 違憲書芸棋 ≡ぎ吾堅≡

4閥 土師器麿 付 持紺 中 細 豊 撒 褐　 普通語鍔畿誓 譜結納 南東部下層ト％PL猶

4車 師中 形嚢 ［l車 中 讐 石英の 船 褐　 普通 口縁部内8 滴檎ナデ　 霊譜 北 郷％

鮮車 師器三恩納錮 恒可掴 露摘車 瀾普通詣部内瀾桟ナデ外面i霊票北i諏％PL野

∴圭∴∵　　＿　：二‘1′、′・

一　　㌧′＼　′・　二C′；　。　′ノ、＿′　　一　′、′　　　′ノ′）、′ノー　′二　　′　一　、／′ノ

重複関係　第329号上坑に握り込まれている．、二、

二．幸一　、！．＼1、′．∴・t．．　ノノ、′′言　く　　　ノ　′∴＼　ノ・）　　・′ン：．・・　言∴′♪一　　㌦・、

‾l軒立している、「

床　軟質で平川である、、

磯　北壁の中央に付設されている。天井部や磯部は残存せず　わずかに火床部と煙道部が残るだけである。焚

十′諒・、′‥言、′′上、′、ノノ′　ノ∴・、∴∴。：ノ′＼・つ＿、′∴ノー∴′　′、1こノ。言・二・り－ノ、、ニ：）′∴　　ノ．工・ハノ，ノ、

‥ノノ′∫－了′ノ∴　　　－・′　ハ・了′ご‘ニ）′∴ノ′・′ノ．・h㍉′i　一、′′1、．て　′し∴′ニ′、ノア　∴・ノ．ノ、了・ノ言ノ′一′り　∴∴∵、、ノノ

火床部はあまり火熱を受けていない。二、

電土層解説

1　黒　褐　色　焼上プロ・ソク中量．炭化物少：l呈二 2　暗　褐　色　ロームプロ・ソク・焼1プロ、ソク少量言封じ物微量

1－　　日　吉ン．′．′　／／′′／、リ、′′・ノ′！∴、言′バー′、一・・′リ、ノ∴．一、㌧′ノ′：

土層解説

l　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上ブロック微量　　　　　2　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク少量，岸日ヒ粒J∴微量

一4－、∴ふ　・・－ノ・‥　㍉・‥・′ノ、－　′了・．ノ′ノr j「己！・　上し、イ∴t訂∴，ィ、　了、丁．寸′，！、：恒〉く

義頚瓶2タ　婆類2鋭　鉄器温慮魔タが出土してお酌　土器の底部片などから推定される個体数は　土師器高

台付塚1点夕　土師器婆3鰯夕　須恵器捧2鰯芦　須恵器高畜付塔且点芦　須恵器量思慮夕　須恵器腰3点である。ヱれ

らの遣物は，全体的に覆土中層から下層にかけてr廿上しているご

所農　本跡に伴う土器はないが　覆土中の土器から時期は　倣妃複葉と推定される。

、一一l一一一一1173－一・一一・一



④

0　　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

第146図　第69号住居跡・出土遺物実測図

第69号住居跡出土遺物観察表（第146図）

2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

磨二罷
0　　　　　　　　　　　　10m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　考

479 須恵器 年 ［12．8］3．8 ［7．8］砂粒・黒色粒子灰 普通底部一方向のヘラ削り 覆土中 20％

480 須恵器 蓋 － （4．3） 長石・石英・雲母黄灰 普通天井部外面二回転のヘラ削り南部下層 40％

481 土師器 整 ［23．0］（5．8） － 長石・石卦雲母明赤褐 普通ロ緑部内・外面横ナデ 覆土中 5％

－174－



番号 器　　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

482 閂金具 （5 ．9） （2．5） （0．7） （13 ．2） 鉄 断面形 は長方形 覆土上層 30％

第70号住居跡（第147・148図）

位置　調査I区中央部のJ3b6区に位置し，低台地上の平坦部に立地している。

規模と形状　長軸5・65m，短軸5・60mの方形で，主軸方向はN－50－Wである。壁高は24～30cmで，ほぼ直

立している。

床　軟質で平坦である。

竃　北壁の中央に付設され・撹乱を受けている0天井部や袖部，煙道部は残存せず，わずかに火床部が残るだ

けである。火床部は平坦に作られており，赤変硬化している。

覆土10層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。第6～10層は貼床の土層である。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量・炭化物微量　3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量

2　極暗褐色　焼土ブロック少量・ロームブロック・炭化物微量　4　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量

第147図　第70号住居跡実測図

－175－
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5　黒　褐　色　焼土ブロック・炭化物・粘土粒子・砂粒少量　　8　褐　　　色　ロームブロック中量

6　黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子・　9　暗　褐　色　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土ブロック
砂粒少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　少量

7　暗　褐　色　炭化物・粘土ブロック中量，焼土ブロック・砂　10　にぷい黄褐色　粘土ブロック中量・焼土ブロック・炭化粒子微
粒少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量

遺物出土状況　土師器片473点（杯類14，嚢類459），須恵器片231点（杯・高台付杯115，蓋18，要・甑98），石

器1点（砥石），鉄器3点（鎌1，釘2）が出土しており，土器の底部片などから推定される個体数は，土師

器賓9点，須恵器杯7点，須恵器高台付杯5点，須恵器蓋3点，須恵器甑4点だが，いずれも細片である0こ

れらの遺物は，南東部を中心に覆土上層から中層にかけて出土している0

所見　出土土器はすべて細片であるが，覆土中から出土した土器片から時期は8世紀後半と推定される。

⊂⊃

肝『：5
第148図　第70号住居跡出土遣物実測図

第70号住居跡出土遺物観察表（第148図）

肺
ロ

486 0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

番号器　　種長　さ幅厚　さ重　量材　　質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置備　　考

483砥石（6諸）4．22．4（105）凝灰岩砥面4両 覆土中

484鎌（10．9）（3．2）0．35（41．3）鉄刃部先端・装着部欠損，曲鎌（刈鎌）覆土中50％　　PL67

485釘（11．2）1．40．85（31．7）鉄角釘，先端部攣曲
覆土中90％

486釘（10．1）1．40．8（20．6）鉄角釘，先端部破損 覆土中90％

第71号住居跡（第149図）

位置　調査I区中央部のJ3b9区に位置し，低台地上の平坦部に立地している。

規模と形状　長軸5．05m，短軸4．85mの方形で，主軸方向はN－150－Wである。壁高は18～27cmで，外傾し

て立ち上がっている。

床　軟質で平坦である。

竃　北壁の中央に付設されていたことが想定され，その周辺から焼土や砂粒が確認されている。

覆土　2層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土屑解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量 2　暗　褐　色　ロームブロック少量
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、、・わ、　ハ・一　　l－‥／．、′　ノブ′　・′∴′・一　一：f－古　い・　生一㌔、／∫・′　　一イ＼．′了、t．′∴・）　一　　・一一三　　．・‡∫：

が出上している、つl「上遣物はいずれも細片で，図示できるものはない。・1

‾　　　一　　／∴、Jノ＼、′′　′、‾）、′　　了　′二二　ふ．．．・、ニ′、．、ノン二）・　．・′・一八：＼∴　こ、、′　フ′′　′ノ、’言．1・

えられるため，時期は8世紀から9I目頭己代と推定されるし、、

ノ　′・　∴　㌧′　一一・ノ．、．ふ、了く

0　　　　　　　　　　　　　　　2m獲

一′∴．′　モ　‥　ノ∴　′こ、ノ

ーノ、　ノ　　ノ、’ソ．　三　　　く′　′　　　　一言、ノ　　／ノ‥　’＿　．一‾‾　ら

重複関係　第7∴1別封朋亦に掘り込まれている、．‥、

ハ′　言㍉　＿∴　／、・′、′、′　ノ　ン．＿　′′言　　　　　ノノ　　バ＼、J　　、、パノンこ　′　　ハ′、J　∴．、　∴　一

直立している、二、＿

床　ほぼ、‾「田で，中央部が踏み回められているご　壁溝は北壁以外で確認されている、－

竃　北壁の中央に付設きれていたことが想定され，その周辺から焼上や砂粒がf鋸だされている、

覆土　2層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である∴

土層解説

1黒　掲　色　ロームプロ・ソク・焼上プロ・ソケ・尉ヒ物微；l；：　コ　黒　褐　色　ロームプロ、ソク少量∴　炭化粒自微量

三　　　　　　　　ノ、　′・　∴′′’　′　∴、　三　　ノ　　′　　　　　′　　　　　、、・′′；′′・　　‾、一．．

l一一一一一つ7「一一一一一1



り，土器の底部片などから推定される個体数は，須恵器杯3点，須恵器盤1点，須恵器甑2点である。これら

の遺物は，竃周辺や中央部の覆土中層から床面にかけて出土している。487は出土状況から本跡に伴う土器で

ある。

所見　本跡の時期は，出土土器から9世紀前半と考えられる。

戸≡i
第150図　第72号住居跡・出土遺物実測図

第72号住居跡出土遺物観察表（第150図）

0　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　」　　」

（：（、 487
0　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　　考

487 土師器 要 ［13淵］（4．3）－ 長石・スコリアにぷい赤褐普通口緑部か外面横ナデ，体部内面へラナデ北東部下層5％

488 土師器 嚢 ［20．7］（5．4）－ 礫・石英・雲母にぷい橙普通口縁部内・外面横ナデ 覆土上層 5％

第73号住居跡（第151・152図）

位置　調査I区中央部のJ3f9区に位置し，低台地上の平坦部に立地している。

規模と形状　長軸3・80m，短軸3・70mの方形で，主軸方向はN－100－Wである。壁高は10cmほどで，外傾し

て立ち上がっている。

－178－



床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

寵　北壁の中央に付設されている。左神都の一部が残存し，焚ロから煙道部まで115cmである。煙道部は壁外

へ60cmほど掘り込まれ，緩やかに傾斜して立ち上がっている。袖部は粘土・砂・ロームで構築され，火床部は

地山を掘りくぼめて作られているが，あまり火熟を受けていない。

竜土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・粘土粒子・砂粒微量　　　7　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量，粘土粒子・砂粒微量

2　灰　褐　色　粘土粒子・砂粒中量，焼土ブロック少量　　　　8　暗　褐　色　粘土粒子・砂粒少量，ロームブロック・焼土ブロック微量

3　暗　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・粘土ブロック・砂粒微量　9　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子・砂粒微量

4　暗赤褐色　焼土ブロック中鼠ローム粒子・粘土粒子・砂粒微量10　暗　褐　色　粘土粒子・砂粒少量，ロームブロック・焼土ブロック微量

5　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子少量　　　　　11暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子・砂粒少量
6　褐　　　色　ロームブロック中量，焼土ブロック微量

ピット　4か所。主柱穴はPl～P4であり，深さはPl・P4が20・34cm，P2・P3が60・66cmで，北部の

柱穴が浅く，南部の柱穴は深い。

覆土　3層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

第151図　第73号住居跡実測図

く諭N
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土層解説
1黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量　　3　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物微量

遣物出土状況　土師器片129点（杯類3，襲類126），須恵器片66点（杯類21，長頚瓶2，嚢・甑43），土製品2

点（支脚）が出土している。これらの遺物は，竃内を中心に出土している。490～492は出土状況から本跡に伴

う土器である。

所見　本跡の時期は，出土土器から9世紀後半と考えられる。

魅

第152図　第73号住居跡出土遺物実測図

第73号住居跡出土遺物観察表（第152図）

（⊃
492

0　　　　　　　　10m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　考

490 土師器 慧 ［20．8］31．8 8．0 長石・石卦雲母橙 普通口緑部内・外面横ナデ，休部内面給積み痕奄下層 60％　PL57

491 土師器 斐 ［21．9］（21．8）－ 長石・石英・雲母にぷい橙普通ロ緑部内・外面横ナデ，休部内面射青み痕奄下層 30％

番号器　　種長　さ幅 厚　さ重　量 材　　質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　考

492 支脚 ［23．3］（10．4）7．1 （1170） 土製 胎土に長石・石英含む，外面ナデ 竃中 80％

第74号住居跡（第153図）

位置　調査I区中央部のJ3cO区に位置し，低台地上の平坦部に立地している。

重複関係　第72号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸3．25m，短軸3．00mの方形で，主軸方向はN－390－Eである。壁高は38cmほどで，ほぼ直

立している。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

－180－



篭　北東壁の中央からやや南東寄りに付設さ

れている、「、、天井部や袖は残存せず，火床Irliと

煙道部だけが確認されている．、ご　焚十1から煙道

部まで70cmであり，煙道部は壁外へ二・10cmほど

捕り込まれ，緩やかに傾斜して立ち上がって

いる。、火床部は平川で．あまり火熱を受けて

いない、、

覆土　3層からなり，レンズ状の堆積状況を

示した自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ・ソク・炭

化粒自微量

2　暗赤褐色　焼上プロ・ソク少星　口一一ムプロ、ソク

微量

：ミ　黒　褐　色　ロームプロ、ソク少量．焼上プロ、ソク・

炭化物微量

遺物出土状況　土師器片35点（杯類上　空類

封上　須恵器片6∴1、（（．杯類こ上　空類2）が出

上している、つI「巨状況から，！拍3は本跡に伴

う十器である、一一、

所見　本跡は，士朗偶吊‘と比べて須恵器片の

川上が少なく，出目二器から時期は9世紀後

半と考えられる．、′、

′，・′，ノ　　　∴巨言′　′、工′′，三く・

獲

0　　　　　　　　　　　　　10cm獲
J　ィ　ー　　∴′　′′　‾．∴＿、　　、一桁、′、く

番号 種別極 種桓 径極 義幸溌十始　 土 色　 姉賎 手　法　の　特　徴 出工位置 備　　考

493 土師器　 聾　極上抜目の郎i　 極右磯雲母にぷい褐i普通目線部内・外面横ナデ 南部卜層 10％

′・こ′　二．＿　∴　工）　、声

、′、　ノ′　ノ．1′ノ　：　ノC‾′　′リ　　′　　二　、　′′′・′　・′　　′一　′、．∴

重複関係　第75B号住居跡を拡張している、＿、

・一J，　子、　′　　　′′　；・′　′′ノ　　ブ　　　　ノ　　二＼　′　　、・′了．′　・′′　∴、、　′ノ　′．

一　‾ノ　′′　ノ‾∴　′∴　ソ　∫ハ　ノ＼・ら’‥：′′）′、′．′　一　言′l　ノソノ・ノ′ノ　′ノノ：こ．．弓　′．　‥　言、　ら

床　ほぼ、印tで，1巨火部から各日住穴にかけて踏み出められている．、、

＿　　∴・・男　ノ、′、ノ　∴、　′ノ．ノ　′：∵ノ十ン・′′　　　ノノ、／1′．・　‥′・・、＿・：‾、′；ン′ノ・′、・、ハ　′ノ　ノ、・こ

し：㍉　－′、′、：∴・工J、ノムー　r言、＿∵　′　÷‾．′′1、一ノ‾、・′ら　∴：　・．く　′．！　ノ、：∴、上．‥言′、、′．′ら′　二

万の埋土である。第撒B号住居跡の火床部上に　粘土の砂魯ロームを埋め込んで基部と火床部を平坦に作り出

しタ　さらにその上に粘土の砂のロームを積んで磯部が構築されている。火床部は　あま　火熱を受けていない。

電土層解説

1　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上ブロック微量

2　黒　褐　色　焼上ブロック少量，ロームプロ、ソク微量

：う　黒　褐　色　ローム粒J’l・焼上プロ・ソク・炭化粒自微量

・1黒　褐　色　粘い拉丁‥砂粒少＿＿tL　焼上プロ、ソク微量

5　黒　褐　色　焼土プロッタ少量，粘土粒子や砂粒微量

（う　黒　褐　色　ロームプロ、ソケ・焼上プロ、ソク・粘性圧・砂粒微量

7　暗　褐　色　粘目白’一中量．砂粒少量．ロームプロ、ソクf糾－1：

8　暗　褐　色　ロームプロ、ソケ・焼抑圧・尉ヒ物・粘描イ・砂榊蟻：

－且8皇－



9　黒　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック微量　12　黒　褐　色　ローム粒子・粘土ブロック・砂粒少量，焼土ブロック微量

10　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量　　13　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

11黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子・砂粒少量　14　黒　　　色　焼土粒子・炭化物・粘土ブロック・砂粒少量

ピット　5か所。主柱穴はPl～P4で，深さは27～50cmである。P5は深さ30cmほどで，南壁寄りの中央に

位置しており，出入り口施設に伴うピットである。これらは，第75B号住居跡の柱穴と同じ位置にある。

覆土12層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。第6～12層は貼床部であり，第75B号住

居跡の床上に貼られている。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量　　7　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量

2　暗赤褐色　焼土ブロック少鼠　ロームブロック微量　　　　　8　極暗褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量　9　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

4　暗　褐　色　ロトームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量　10　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

5　黒　褐　色　ロームブロック・粘土粒子少量，焼土粒子微量　11暗　褐　色　ロームブロック少量

6　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量　　　　12　褐　　　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　第75B号住居跡を含めた出土点数は，土師器片225点（杯類11，賓類214），須恵器片80点（杯

類49，蓋8，短頚壷1，嚢類22）が出土している。496は出土状況から本跡に伴う土器である。

所見　本跡は，第75B号住居跡を四方に拡張した住居跡であるが，柱穴は移動せずにそのまま使用しており，

拡張幅も20cmほどであり，上屋の構造は拡張前とほぼ同じであったと考えられる。本跡の時期は，出土土器か

ら8世紀後葉と考えられる。

第154図　第75A号住居跡実測図

－182－
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第155図　第75A号住居跡出土遺物実測図

第75A号住居跡出土遺物観察表（第155図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

494須恵器杯［13．釦4．4［8．4］長石・石英・雲母にぷい赤褐普通底部一方向のへラ削り覆土中40％

496須恵器蓋－（4．1）－礫・砂粒灰黄普通天井部外面四回転のヘラ削り東部下層60％

第75B号住居跡（第156図）

位置　調査I区中央部のJ4el区に位置し，低台地上の平地部に立地している。

重複関係　第75A号住居跡に拡張されている。

規模と形状　長軸3・70m，短軸3・30mの長方形で，主軸方向はN－70－Wである。壁高は10cmほどで，外傾

して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部から各主柱穴にかけて踏み固められている。

竃　北壁の中央に付設されていたことが想定され，第75A号住居跡の竃火床部の下から火床面が確認されてい

る。火床部は地山を掘りくぼめて作られているが，あまり赤変していない。

ピット　5か所。主柱穴はPl～P4で，深さは30～40cmである。P5は深さ30cmほどで，北壁寄りの中央に

位置しており，出入り口施設に伴うピットである。

遺物出土状況　出土点数は，第75A号住居跡で記述した。出土状況から，495は本跡に伴う土器である。

所見　本跡は，8世紀後葉の時期の土器を伴っているが，8世紀複葉である第75A号住居跡よりもやや古い時

期と考えられる。

毎も一ノ均1
了ノ　　＼

I

＼　　　　I

毎／定
＼愈了　495

第156図　第75B号住居跡・出土遺物実測図
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′　）　′．　1・　、ヶ言′′：′．＼！－、　∴　′‥（

番号 種別極 橙＝　律器　高底径！胎　 士 色　調i焼成i 手法の特徴 出土位置i備　考

495 須離つ　塚 ∴12．61 寸．2 ［約日紆描朋 にぷい確　普通　底部回転へラ削り 南東部舶中綿

一一′：∴　．　こ　、′：ノ

・／＼　′く　ノ、くノ′ノ　　＿：′日‘・ノ　＼′′＿　′′　′ノ　．＿、し′　∴　　′：）

重複関係　第33し・掲日出こ握り込まれている．、＿、

二、′　‾上　、、●・；′．：∴l：ブ、．六′ノ・三、　㍉・′．　ハ＼　′　　一二　‾言・・一、・・′こ、㌧、一、一　∴∴、′

て立ち上がっている。

床　軟質であるこ＿、

・′一、∴ノ．　ノ、′　二。∵フ∴し　ノ、／了∴　‾1′、その′　一‥∴　ンノ′、′、．′′声　上、′∴了′．、、‾　′：ノ

覆土　5層からなるが，覆土が薄く，堆積状況は不明である。．

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼上プロ、ソク・炭化粒召机呈：　・1暗　褐　色　ロームプロ・ソク少結　焼上プロ、ソク・炭化物微；，i・

2　暗赤褐色　ロームプロ、ソク・焼上プロ・ソク少結　炭化物微量　1　黒　褐　色　ロームプロ、ソク少量．炭化物微量

：j　褐　　　色　ロームブロック中軋　焼上プロ、ソク・炭化物微量

、．′　　　’．　　．／．．　　ノ′、′　．：－、言　　上　こ、工，，　　′ノ、′　く　　∴、∴　′．ノJ、‘　　　‾、′、′′’　′　言

も細片で，図示できるものはない、－、

／ノ′、‘，／＼、！′　一＼∵ノニ　′　ノ出∫二、言可’：．甘1完了言草、′：．・・ノ、ブ・、一；′＼、、～ミ　■！かし言iら′　て

えられるため，時期は8世紀から9世紀代と推定される、、

②＼

∴　ご言l　二′ノ＝十日．・接∵ノ、打て．

－18∠1－－－

皿I

O　　　　　　　　　　　　　　2m

一　　　　　一　　　　ご　　　l‥



第80号住居跡（第158図）

位置　調査Ⅱ区南東部のEllc8区に位置し，低台地上の平坦部に立地している。

重複関係　第100・101号土坑に掘り込まれている。

確認状況　南部は調査区域外に位置する。

規模と形状　確認されたのは東西軸2・20m，南北軸3・35mであり，平面形は方形または長方形と推定され，主

軸方向はN－470－Wである。壁高は10C皿ほどで，立ち上がり具合は判然としない。

床　ほぼ平坦で，全体的に軟質で硬化面は見られない。また，壁溝は検出されていない。

竃　西壁の中央に付設されている。規模は，焚口部から煙道部先端まで130cm，袖部幅95C恥壁外への掘り込

みは50cmである。袖部は，床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土で構築されている。火床面は北壁ラインの内

側に位置し，赤変している。また，煙道は火床部から外傾して緩やかに立ち上がる。

寵土層解説

1暗赤褐色　焼土ブロック中量，炭化物・砂粒少量

覆土　2層に分層される。層厚が最大で10cmほどと薄いため，堆積状況は不明である。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量 2　黒　褐　色　ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片53点（杯類8，要類45），須恵器片12点（杯類4，要類8），灰粕陶器1点（長頸瓶）

が，主に竃の覆土中及び竃付近から出土している。とくに竃の覆土中からは，土師器嚢類の破片が多く出土し

ている。390は竃の覆土中からの出土である。北壁際の床面で，焼土が検出されている。

所見　本跡の時期は，出土土器から9世紀と考えられる。

∈芦≡≡I‾「拶390

第158図　第80号住居跡・出土遺物実測図
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第80号住居跡出土遺物観察表（第158図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

3 90 灰 粕 陶 器 長 頚 瓶 ［9．2］ （1 ．4） － 緻 密
灰 白 ， 灰

オ リー ブ
良 好
口緑 部 ロ ク ロナ デ ，粕 は 流 し

掛 け か
寵 覆 土 中 5 ％

第81号住居跡（第159図）

位置　調査Ⅱ区南東部のDllj9区に位置し，低台地上の平坦部に立地している。

規模と形状　床面直上まで削平された状態で検出されたため，壁の立ち上がりは明確に確認されていない。竃

の位置や暗褐色を呈した床面の広がりから判断して，N－500－Wを主軸とする3・95m，短軸3・20mの長方形

と推定される。
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第159図　第81号住居跡・出土遺物実測図
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′　／．‘′＼　－∴　　　　　′　　一、′、’．　′一、　　，　　′∴　′　∴　‾　′’ノ

′　′　ノ　∴　＿－：　、‥　　′J　ノ、一　1・　　′ノ　′　　　　　′′′、′′ノ、′　　　　′　　．、′ノ′ノ、　　　一・、　二′．

ノ　！・′・・′　　、．　　　　　　∴ノ　ノ′、′　＿一′　′．、　ノ′　　　　　　′言．′、　′ノ　．一　∴

られる、

竃土層解説

1暗赤褐色　枯吊Il亘小結　焼上プロ・リク・LJ－ム粒J’・・尉ヒ　　二1暗　視　邑Iブームブt▼「ノク・焼「ブt：「′ケ・尉ヒ物少量

粒J’－日射－1少量　　　　　　　　　　　　　　　　　1　褐　　　色　ロームブし「、′ケ少量

ご　極暗′八潮色　尉ヒ物・U一月Jつ∴焼‖三日’一つキロ二位j∴・砂粒′ん㍉；：

一　　　　　′　　　　　　　　　　　′　　′　　一　　′、′　　　　、　　　　　　、　′1．　′　　　、ノ　　　　　′　一

及び出人用l施設に伴うピットは，検出されていない、、・

㌧　　　　　　　　　　′・　一　　　、、　′　′　′′　　　　　′　　　一　　　　′　・・　　　　　　　一′、　　　　　　　　　・一

′　　　　．、　∴′。・　′’ノ　　　、　′　／．＿、t　　　言．　　の一一　　′　′′　　　′．　　　　・′′ノ

所見　本跡の時期は．J廿十上器の様相から生世紀後半と考えられる、1、

、．　　′　　　　　　　　　　　小　′　′　　　　′．　　　√

番可種別i器種恒径i器高！底径i胎　土i色　調i焼成！手法の特徴 出土位置i備　考

諏l士略　称　恒0車可　　 序英　 巨ぷい褐普通　縁部・僻膵臓ロタロナデ覆土中　巨％

誹画報陶器　椀　恒可は可　　 緻密　　 繍親軸良好　舶口碑デ粕は鵬塗か覆土中　位％

諏3　土師器　鉢　恒や中綿！　 長石　 巨ぷい橙普通　縁部摘桟ナデ 酎　 巨％

諏項土師器　聾　恒や中細！　序母蘭朋橙　　普通　舶醐面積轄舶痛へげ竃中　巨％二姻戚

㌦　　　‘　　一′　　　ノ

位置　調査H区南東部のIv）1111（う区に位置し，低台地上の、印刷日二立地している、，

．，・ナ　′・　　・　　′　　　ハ・　′　・　′ノノ　　′一′ノ　　ノ．・　　　　′．　ノ＼、　・・、　l、∵．′′．　　　　・′，　′、

糾拝とも外傾して立ち上がる。．

一　：、′　　　　　ノ　′∴、：一　∴　一　　　声　　工　′‘　　　　l　′　　　′　ノ、　　　‘　　言′ノノ　　！

回している、－

′　　／、・、　ノ　．′　∴′′、、′：、　ノ．．L－　′㌦、、リ、　二′ノ　二ノ′　　　′　　三‾ご：′：、－　f－・′′．，　　　ノ　′

！ノー　′　　′．＼一　′　　　二′∴′　．、　　、．一∴　＿．．、、′　　′　′　ノニ　′　‥．ノ．．、＋！、∵　二、　‥・、．ノ　　′　　′りノー

’∴′∴　　　・′　′　、・′　ノ、′　　　　．ノ　ノ．ノ　　　′　　　　′、・工：　ノ　、こ／ノ′　　′∴一′．　一′

′「．′・′．　′・′′ル　′′　′三く′・′　′′‾　ニ′　‾　′－∴′ニ　‥′、／　　．、′一　・　　ノ、′′；1′．∴ノ∴・．＿　㌧ノく、ノノ．　′　‾．′・トノ′．

電土層解説

鼠　黒　褐　色　焼士プロッタ少量

2　黒　褐　色　ローム粒J’一少：‡l∴　焼上ブロック微量

：1黒　　　色　焼上ブLrリク・炭化物中量∴　ローム粒J’・少量

穫豊　　層に分層される。堆積状況は　全体的に周囲から土砂が流入した梯欄を皇してお酌　自然堆積である。

第　層は粘性が強ら　粘土粒子とと　に焼土プロッタの砂粒が含まれていることから　竃材が流出した　のと

考えられる．、一一．

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量

ご　暗　褐　色　LJ－ムブLJ、ソク少量

3　極暗褐色　ロームブロック少量

11暗　褐　色　ロームプロ、ソク中量

5　暗　褐　色　LJ－ムブLJ∵′ク少量

6　極暗褐色　ロームブロック0焼土ブロック・粘土粒子も砂粒微量

－ま87－



遺物出土状況　土師器片33点（杯類26，嚢類7），須恵器片9点（杯類7，嚢類2）が，主に覆土下層から出

土している。第160図307は，西コーナー部と北コーナー部のいずれも覆土下層から出土した破片が接合した資

料である。308は煙道の立ち上がり部で，逆位の状態で出土し，被熟痕が認められることから，支脚に転用さ

れていたと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から9世紀後葉と考えられる。

㊨　　＼ll
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D　　　　307　　　　　　　308
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第160図　第82号住居跡・出土遺物実測図

第82号住居跡出土遺物観察表（第160図）

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

0　　　　　　　　　　　　　10m

星＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿　　　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　考

307 土師器 珂こ 14．6 5．0 7．2
雲母・赤色

粒子
にぷい褐普通底部一方向のヘラ削り 西部・北部

覆土下層

85％　PL57

308 須恵器 杯 13．6 5．2 5．7
雲母・長石・

石英

にぷい黄

褐
普通底部一方向のヘラ削り 竃内

75％　二次

焼成　PL57

－188－



第83号住居跡（第161・162図）

位置　調査Ⅱ区北部のDllb7区に位置し，低台地上の平坦部に立地している。

規模と形状　長軸3・05m，短軸2・30mの長方形であり，主軸方向はN－650－Wである。壁高は25cmで，各壁

とも外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。また，断面U字形の壁溝が周回している。

竃　西壁のやや南寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部先端まで105C皿，袖部幅110cm，壁外への

掘り込みは65cmである。袖部は，床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土で構築され，壁への取り付け部がわず

かに遺存している。覆土の堆積状況から，火床面は床面と同じ高さの地山面と考えられるが，赤変硬化部分は

認められない。また，煙道は火床部から階段状で立ち上がる。

寵土層解説

1　灰　褐　色　ローム粒子少量，焼土ブロック・砂粒微量

2　灰　褐　色　焼土ブロック・炭化物・ローム粒子少量

3　にぷい栓色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量

4　黒　褐　色　焼土ブロック中量，炭化物・ローム粒子少量

5　暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土ブロック・炭化物少量

ピット　1か所。Plは深さ20cmで，東壁寄りの中央に位置しており，出入り口施設に伴うピットである。

覆土　3層に分層される。堆積状況は，全体的に周囲から土砂が流入した様相を呈しており，自然堆積である。

可　可　　山l

第161図　第83号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　1m
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土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

ロームブロック少量

ロームブロック少量，焼土ブロック微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片110点（埠類13，棄類97），須恵器片55点（杯類11，要類44），石器1点（紡錘車）が

出土しており，嚢類の大半は竃の覆土中及び竃付近からの出土である。土器の底部片などから推定される個体

数は，土師器杯類2点，土師器棄1点，須恵器杯2点，須恵器嚢類3点である。細片は全域から散在した状態

で出土しているが，比較的大形の破片は覆土土層断面図の第3層中に包含されている。第162図395は竃内，396

は東壁際の覆土下層，397は西壁際の床面，398は南壁際の覆土下層から，それぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から9世紀後葉と考えられる。

第162図　第83号住居跡出土遺物実測図

第83号住居跡出土遺物観察表（第168図）

0　　　　　　　10m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

395須恵器杯［13．6］（3．8）雲計赤色粒子にぷい黄橙普通日録部，体部内・外面ロクロナデ奄覆土中30％

396土師器高台付椀18．57．810．0雲母・赤色粒子橙普通底部回転へラ削り後，高台貼り付け東壁際下層80％　PL57

397土師器賓［19．6］（6．9）雲母・石英暗赤褐色普通口緑部内・外面横ナデ，内面ナデ西壁際床面10％

番号器　　種最大径厚　さ孔　径重　量材　　質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置備　　考

398紡錘車5．01．8 0．952．8 凝灰岩側面一部平i骨 南壁際下層PL65

第84号住居跡（第163図）

位置　調査Ⅱ区北部のDllb3区に位置し，低台地上の平坦部に立地している。

規模と形状　長軸3．65m，短軸3．40mの方形であり，主軸方向はNT320－Eである。壁高は12－17cmで，各

壁とも直立する。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。また，北壁の一部を除いて断面U字形の壁溝が周回する。

竃　北壁のやや西寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部先端まで105cm，袖部幅110cm，壁外への

掘り込みは40cmである。天井部は崩落しており，竃土層断面図の第3・4層がその一部である。袖部は，床面

と同じ高さの地山面上に砂質粘土で構築されている。覆土の堆積状況から，火床部は床面をわずかに掘りくぼ

めて作られていたと考えられるが，火床面の赤変部分は認められない。また，煙道は火床部から外傾して立ち

上がる。

－190－



埴土層解説

1　黒　褐　色　焼土ブロック少量
2　極暗赤褐色　焼土ブロック中量，炭化物少量

3　時赤褐色　焼土ブロック中呈，ローム粒子少墓

4　暗赤褐色　焼土ブロック・ローム粒子中量，砂粒少量

5　暗　褐　色　ローム粒子・砂粒中量，焼土ブロック少量

6　褐　　　色　砂粒中量，焼土ブロック少量

ピット　1か所。Plは深さ10cmで，南壁寄りの中央に位置しており，出入り口施設に伴うピットである。

覆土　5層に分層される。堆積状況は，全体的に周囲から土砂流入した様相を呈しており，自然堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量　　　　　　4　暗　褐　色　ロームブロック小量

2　暗　褐　色　ロームブロック少鼠　焼土ブロック微量　　　　　　5　褐　　　色　ロームブロック中量
3　極暗赤褐色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片93点（杯類67，襲類26），須恵器片47点（杯類3，要類44）が，主に竃の覆土中から

出土している。土器の底部片などから推定される個体数は，土師器杯4，土師器襲4，須恵器棄2であるが，

復元できたものは第163図399・400の2個体であり，大半が住居の埋没の過程で投棄されたものと考えられる。

399・400は竃の火床部の奥から，逆位で重ねられた状態で出土している。399は体部外面に焼土が付着し，部

⑥　＼l一

袖、♂　41由＼

第163図　第84号住居働こ・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

－191－

0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　」　　」



分的に二次焼成を受けていることから，400とともに支脚転用されていた可能性がある。また，東コーナー部

から竃の右袖にかけての床面で焼土が検出されている。

所見　本跡は炭化材が検出されていないが，床面から部分的に焼土が検出されており，焼失住居である可能性

もあり得る。時期は，出土土器から9世紀後葉と考えられる。

第84号住居跡出土遺物観察表（第163園）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

3 99 土 師 器
高 台付

椀
［1 5 ．2］ （4 ．6） －

雲 母 ・長 石 ・

石 英
に ぷ い 橙 普 通

ロ 緑 部 ・体 部 外 面 ロ ク ロ ナ

デ ， 底 部 回 転 へ ラ削 り
竃 内

70％　 部分的

に二次焼成

40 0 土 師 器
高 台 付

椀 15 ．0 5 ．5 8 ．1
石 英 ・赤 色

粒 子
に ぷ い橙 普 通

口 緑 部 ・休 部 外 面 ロ ク ロ ナ

デ ， 高 台 貼 り付 け 後 ， ナ デ
奄 内 7 0 ％　 P L 57

第85号住居跡（第164図）

位置　調査Ⅱ区北部のEllc5区に位置し，低台地上の平坦部に立地している。

規模と形状　長軸2．90m，短軸2．80mの方形であり，主軸方向はN－500－Wである。壁高は10～15cmで，各

壁とも外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。全体的に軟質で硬化面は見られない。また，壁溝は検出されていない。

＼l

‥了　　　　凸国 2m

」し19．4m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

0　　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

第164図　第85号住居跡・出土遣物実測図
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篭　西壁の中央に付設きれている、、・．柚部は遣存せず∴世道部の据i主込みが確認できるだけである、、、煙道部の嘩

外への握り込みは50cmと長く，外傾して緩やかに立ち上がる、＿、

竃土層解説

にぷい黄褐色　粘土粒子き砂粒少量　炭化粒子微量　　　　　　　　　暗　赤　褐　色　焼土粒子少量　炭化粒子の粘土粒子の砂粒微量

2　暗　赤　掲　色　炭化粒J’・少：古ローム粒J’－・焼「粒つ’一中古上村つ∴
砂粒微量

覆土．」同引二分層きれる㍉　堆積状況は，覆上が薄いため判断が困雉ではあるが．全体的に周囲から上砂流入し

た様相を呈しており，自然堆積である、－、

土層解説

且　暗　褐　色　炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒日放量

：1　極暗褐色　ロームプロ、ソク少量．炭化粒子微量

・－1　視　　　色　焼上プロ・ソク・ローム粒J’一・歳化粒子微量

遺物出土状況　上師器片9点（悪類主　須恵器片13点（悪類主　鉄洋上真が，全域から散在した状態で出上して

いる、＿、．第1（川、舶（＿‾）1は南部の覆回Iから出上した破片が接合した資料であるし、

所見　本跡からは鉄津が出土しているが，本跡及び周辺の遺構から鍛冶関連施設は検出されていないこ・・本跡か

ら出上している上器片はいずれも細片であるため，時期を明確にすることは薙しい∴つ目上上器はおおよそ！‖牡

紀代と考えられる、．

∴　　　′′　　′　　　、′ヶ′′∴′′、、，‥）・′

番可 種別 器　種日　経器　高底　径 胎　 士i色　 調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置i備　 考

硯恒戦 嚢 ［22。4〕紅潮 －
翫再硝巨浪欄 普通目線部内・外面植ナデ．僻納面ナチ南部穫土中巨％

番可器　 橙長項　両日恒 き極 量 材　　質 特　　　　　　　　　　 徴 出士位置 備　　考

舶可　銑淫 4諸日成「… 「胴 鉄 鍛冶浮夕　銑分有する 覆土上層

第経常健腰妙　第摘囲う

位置　調査Ⅲ区南東部のElOt）～）区に位置し，低台地上の平j廿部に立地している。－．

重複関係　第1揖屈立柱建物跡，第‾121・122号上坑に抽目上込まれている。．

規模と形状　長軸3．50111，紬柚3つ5111の長方形であり．再由方向はN「・ノ15。－Ⅵ∵である、、壁高は8、′10cmで，

壁の立ち上がり具合は判然としない、、－「

床　ほぼ、上田であるが，西側に向か／つて緩やかに傾斜している予床面は全体的に軟弱で∴硬化面は見られない、二

また，北西壁上及び南東壁トの　淵；を除いて断面｛丁字状の壁溝が周回している、、

竃　北西壁のほぼ中央部に付設きれているl・規模は．焚＝部から煙道部先端まで150C乱　袖部幅150e恥　壁外へ

の握り込みは7（‾）elllである－．大作部は崩落しておi主　神部の遺存状況は悪い、＿＿－、袖部は，床面と同じ高さの地両面

∴一′　　　’′　一．′・　　′　・・．　′ノ　ー　′、　′．　　ノ　′　・、　　′　′・′．、㌧，　＿一　　ノ∴′　一′．・‥′．

赤変硬化した部分は認められない、、煙道部から。十l肺器小形悪が逆位で出上している、一　被熱痕が認められ，さ

らにその出巨状況から支脚として使用された可能性がある、また∴細道は火床部から緩やかに立ち上がる、．な

う′　了′ご　く　　　：、‘そ∴′′′ノ　　′　ノ　　ノ　ノ′‥，・′・′　ノノ′　′　′　　　．′　′、　べ．・′、／′月、二、！′　　　ノ　′ノ

に破壊されたことが想定される

竃土層解説

1　極暗褐色　ロー！、粒J’一・歳化粒J’－・砂粒微量

2　極暗褐色　焼土ブロックや炭化物少量タ　ロームブロック微量

：；　褐　　　色　焼上プロいノク中量　し1－ムプロ、、′ク微量

1－－－1ムつt）：うー一一一一一一



4　黒　褐　色　ロームブロック中畳，焼土ブロック少量，炭化粒　　7　暗　褐　色　ロームブロック中墓，焼土ブロック・炭化粒子少
子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　呈

5　極暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・砂粒少量，炭化　8　褐　　色　ロームブロック中量，焼土粒子ブロック少量，炭
物微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　化粒子微量

6　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・粘土プロツ　　9　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物・砂
ク少量，炭化粒子・砂粒微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　粒微量

覆土　3層に分層される。層厚が最大で10cmと薄いため，堆積状況は不明である。

第165図　第86号住居跡・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」
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土層解説

1　にぷい橙色　ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子・
炭化粒子微量

2　にぷい橙色　ローム粒子少量，焼土ブロック・粘土ブロック・

炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片30点（杯類6点，賓類24点），須恵器片8点（聾類）が出土している。第165図309・

329は竃内から出土し，309は前述した土師器小形賓である。310は覆土中から出土している。

所見　時期を推定できる出土遺物が少ないために，本跡の時期を推定することは困難である。出土遺物中に須

恵器杯類が含まれていないことや，休部外面に擬格子目叩きが施された須恵器片が出土していることから，本

跡の時期は9世紀後半と考えられる。

第86号住居跡出土遺物観察表（第165図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

30 9 土 師 器 整 ［12 ．8 ］ 14 ．9 6 ．0 雲母・長石・石英 橙 普 通 口緑部 内・外面横ナデ，底部木葉痕 竃 煙 道 部 40％ 二次焼成

32 9 須 恵 器 鉢 （7．0） － 赤 色 粒 子 にぷい黄橙 不 良 体 部 外 面 擬 格 子 目叩 き 奄 覆 土 中 5 ％

番 号 器　　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考

31 0 砥 石 （8．2） 4．4 2 ．1 （1 12 ） 砂 岩 砥 面 3 面 ， 溝 状 の 擦 痕 2 本 有 り 覆土 中 P L 66

第87号住居跡（第166図）

位置　調査Ⅱ区南東部のElOa7区に位置し，低台地上の平坦部に立地している。

イ　　　　＜二

－「ごIl一一

園F

第166図　第87号住居跡実測図
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確認状況　f舶ヒ面まで削半された状態で検出された、、、

′・一　さ　　　′ノ　　ーt．、　′　ごノ′　　　′．．、′．′　一　ノ　．！ノ！ノ　′′．ノ　∴　　＼，

とする長軸3．調111．蝕柚3．00nlの長方形と考えられる、－、

床　f酎ヒ面や壁溝は検出されていない。、

・　．・　　　′、、′．′′　′一・一ノ　′、′ノ、一ノ「ノ、・．・、、′′、・′　ノ　　・・・．l　′′ノニ1′′＼∴　　　一言．．、：

、㍉しこソ′、　ノごノ　．ノ．－・ノ　′′　ノ　　　　∴　　∴一ノ　バ、一‘、　　一　）、　ノ、′′了．、′　一、　′：ニ

竃土層解説

】　暗赤陽色　焼上プロ・・・′ケ・炭化粒J’一微量 2　暗赤褐色　焼上プロ、ソク・炭化粒自微量

－　　　　　　′　　　　　　　′　　　　　ノ、、・・一、′　　　　　　ノ　′′　　　　′′′、′、′′′

遺物出土状況　出上していない＿．

／＼′∴′　∴　　一ノ言　　・、　′、　　′J、ニ　ノ了．／ら′、、　′：言∴、．、t．　ハ∴．、・一　ゴ、　　言′当　り　′．

′一　、・一′　′　1′′∴　　　　　　　ノ′　′、．‘　∴′．′　　′　′′二、′　′．　ノ＼ノ．、′．　ハ　、　　　．′　∴　－　′　一一

れる、．

ノ　　ー一　　一　　　′′　′一・．

位置　調査IHメ：南部のE仕圧1区に位置し．低台地上の辛川部に立地している、、＿

重複関係　第157号口元に握り込まれている、、一、，

・　　、　　　　　　　　　　　　　′、　′　ニ＼．′）、　　　ノ　　∴、・、　′　　・、ニ′′′　　　　′　　′・、　　′ノ′′

立ち上がり具合は判然としない．、

床　ほぼ、上根で，壁際を除いてよく踏み出められている、、また，壁溝は検出されていない．、一、．

リ・・、、　′　′　J　′　′′　　　′′　　　ノ　　′　　　　　　　　　′′‥　′　′、・、′一　・　　　　　　　′．ノ′　手

′　　一　　′　′′　′　　．・．′　、　　　、－　　．′r．ノブ　‘　′、′　一　・f．′　ィ．′．∴ノ′　　ノ′ト′　　′′ノ′′　ノ．・1　′

一　　　　　　　　　　　ノ・・．′　　　ご　　′　　∴∴　　　′ノ′　　　　′　′、　　　、′　′　′　．　′、、　、　．、′

から緩やかに立ち上がる。、

電土層解説

l　暗　褐　色　U－ム粒J’一・旭日Jつ∴粘上位！－・砂粒微量　　　・1暗　褐　色　U一一ムブLJ㌧′ケ・焼目白′・・粘上粒√・f射描描

？　褐　　　色　ローームブt」、ソク・粘目白’一少量、砂粒微量

：i　暗　褐　色　ローム粒J′一・粘‖位√少量∴焼」」章千・・歳化粒J’一・

砂粒微量

ノ　　　　　　・・一　一　　　　　　　ノ′・　　　　′　　　′　、　　　　．′　′　　′、l

一　　　　・・　　　′　′　　　J　　′　　　　ノ　ノ′、　　　　ノ　′　　J　　　　　　　　　′　　　　　　　　　、′　　　′　′

′　　　　′　　　　　　　　．　　　　　　　′　ノ　ー．　　　　　　　′　　　′　　　一　ノ・；．ら　　　　　／′　　′　㌧

P6土層解説

にぷい黄褐色　粘土ブロック少鼠　廃土ブロックe炭化物微量　　3　暗　褐　色　粘土ブロック少量撃　焼土プロッタ微量

ご　暗　褐　色　帖上プロ、ソク中量焼上プロ、ソク・炭化粒自微量

覆土　3層に分層きれる＿つ覚乱が苦しいうえ，覆l二が薄いため、堆積状況は不明である∴

土層解説

1　黒　勘　色　ロームブし了ソク微；ti：

2　暗　褐　色　ロームY7、、日、ソケ少量∴　炭化粒自徴量

：う　暗　褐　色　ロームプロ、ソケ・焼上プロ・ソク・炭化粒月掛－；：

′　　′　　′、．．、　　そ　　　’　　　一　ノ．　　　　　　　ノ　　ノノ　　　　・

′　′　′　　　　′ノ　　　　　　ノ　　　　′　′　・・ノ　′　′　　　　　′　　　　　　　　　　＝　　′

11（17・」08は心血　∴1両、・t（）（「斗冊は覆1月Iからそれぞれ出上している、

－1一一具）（う1－一一一一．．．－



所見　本跡の時期は，出土土器から9世紀中葉と考えられる。

・∴、
第167図　第88号住居跡・出土遺物実測図

第88号住居跡出土遺物観察表（第167図）
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口　　8　408

㌔蓮十±鑑6　』二二卜＿」㌢

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

403 土師器 坤： ［14．6］ （4．7） － 砂掛赤色粒子 灰黄褐 普通 口緑部 ・体部外面ロクロナデ 北東壁際床面 10％

－197－



番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

404 土師器 珂こ ［13．9］ 4 ．7 ［6 ．6］ 雲 母 ・長石 灰黄褐 普 通 底部一方 向のヘ ラ削 り 覆土中 40％

40 5 灰粕陶器 椀 ［12．6］ （2．3） 長石
灰白，粕

色不明
良好
口緑部 内 ・外面 ロ クロナデ，

粕は刷毛塗 り
覆土中

5 ％　 遠江

産

406 灰寒由陶器 椀 （2 ．3） ［7．6］ 緻密
灰白，灰

オ リー ブ
良好
高台貼 り付 け後 ，ロクロナデ，

粕は刷毛塗 りか
覆土中

5％　続投産（黒

笹90号窯式か）

407 須 恵器 盤 （4 ．3） ［10．0］ 雲母 ・長石 灰 普通 底部回転へラ削り後，高台貼り付け P 5付近床面 70％

番号 器　　 種 長　 さ 帽 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出土位 置 備　　 考

408 刀子 （4 ．7） （1．1） 0 ．3 （2．9） 鉄 刀 身部 ・茎尻部欠損 西コーナー床面 P L 67

4 0 9 不明 3 ．7 3．7 0 ．5 1 2．3 銅 板状　 弧状 の稜を有す 覆土 中

第89号住居跡（第168図）

位置　調査I区南東部のElle3区に位置し，低台地上の平坦部に立地している。

重複関係　第197・198号土坑に掘り込まれている。

確認状況　南部は調査区域外に位置する。

規模と形状　確認されたのは南北軸1．85m，東西軸は第198号土坑に掘り込まれているため推定で3・20mであ

る。主軸方向はN－420－Wで，平面形は方形または長方形と推定される。壁高は20cmで，各壁とも外傾して

立ち上がる。

床　調査範囲内は，ほぼ平坦で軟質である。硬化面は見られず，壁溝は検出されていない。

竃　北壁の中央に付設されていたと推測される。遺存状況は悪く，確認できたのは火床部と煙道部の一部だけ

0　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

第168図　第89号住居跡・出土遺物実測図
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である．、、火床面は北壁ラインの内側に位置し，焼上・炭化物・灰が混じった暗赤褐色上が堆積している、、．

篭土層解説

暗赤褐色　焼土ブロックの炭化物少量　灰微量

覆土　ロームプロ、ソクを含む暗褐色上の攣．1層である．、つ仕桔状況は，人為堆積のl両肘牛が高い、、

遺物出土状況　上師器片：j7点　画∴類18。悪類川上　須恵器片：H点つ譜鱒釦　が，全域から散在した状態で出上し

ている、、第1（刷舶10は北東部，・1111は電前の覆「卜層からそれぞれ出上している＿、、

所見　本跡の時期は．出目二器の様相から！‖I摘己後葉と考えられる、、

、　　　　　′　　　　・ク′　∴丁、ノ、一二∴　∴、、．く

番可 種別 器橙桓 杏小話可底径 胎　 士 i色　 調焼成i 手法の特徴 出士位置 備　　考
掴 恒傭 高鍋捧「…　巨m 中 細 雲母　 恒 噛褐普通i舶纏へラ切り後適地伸す北東部下層 20％
m i須恵器 鉢　巨鋸可触可 雲母蘭を石英極褐 普通i内面ナデタ指頭痕 電前卜層 5％

′′　　　　　　一　′

位置　調査II区南西部のE8r7区に位置し，低台地上の辛川部工立地している∴L

重複関係　第25号溝に握り込まれている．・

・ノ’ノ・　　　　，′　　′　　　∴　∴　　・・′　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　ノ

N－‘150－1野とする長方形と推定される㍉　嘩高は3（ト∴15cmで，外傾して立ち上がる、二，

床　ほぼ、上根で．I恒夫部が踏み出められている、、また，北西壁の・部を除いて断面Uノ拗二三の嘩溝が周回する

竃　北11Li壁のやや南寄りに付設きれている。袖部は遣存せず，天井部は崩落している、、竃日剛断面図の第5・

′日　、・′′　　　’′′．　．　′ノ　、リ、′．子．・　ノ∴′、．∴　　　　　　1．′′∴　　　′′ノ　　　．′　′　ノ′

ン　　　　　ナ　ノ、．、′　　′．ノ　、　．／′．＼，・行か’r～、．．・・∴　　　′′．　　二、′六ノ」）了∴　・′　′　′了′

に転用されていたと考えられる＿＿、また、煙道部の壁外への掘り込みは・用〔mほどで，火床部から外傾して立ち上

がる、1・．

竃土層解説

1　暗　視　色　焼目白’一・歳化粒j’－・粘日清つ’・微量　　　　　　　（う　暗　赤　褐　色　ロームブtJ、ソク・他日粒「・粘土粒J’・・砂粒微：l；：
2　暗　褐　色　焼土粒子微豊

：j　暗　褐　色　ローム粒j’一・鳩十粒「・粘日章「微量‘

l　暗　赤　勘　色　焼目白’一少；古　炭化粒J’一・精上位！・・砂粒微量

う　暗　赤　褐　色　座主ブU、ソク・粘目白’－少；ILロームプロ、ソク・

砂粒微量

丁　にぷい赤褐色　焼上プロ、ソク・粘上ブロック・砂粒少㍑　ロー

8　暗　赤　褐　色

9　暗　赤　褐　色

摘　暗　赤　褐　色

ム粒子や炭化粒子微量

焼十プロ・ソク・炭化粒J’・・粘上位r一・砂粒微量

焼上プロ、ソク少量，粘日章「・砂粒微量

焼士粒子少量　炭化粒子の粘土粒子の砂粒微量

覆土　7層に分層されるつ仕積状況は，全体的に周囲から士砂が流入した様相を呈しており言’l然堆積である．、．

第（抽出ま粘性が強く砂粒が含まれていることから言芯材が流出したものと考えられる∴

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒J’・少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う　黒　裾　色　焼上プロ・リク′1バI一芸∴　ロームプロ、ソク・炭化粒子微

コ　黒　褐　色　ローームプロ・ソク・焼上プロ・ソク微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　量

∴；暗　褐　色　焼上プロ、ソケ少量、炭化物・LJ－ム粒召糾‡；：　　　（；　褐　　　色　粘上位！・少結　砂粒微量

4　黒　褐　色　廃土ブロック少量，ローム粒子微還　　　　　　　　　7　褐　　　色　ロ…ムブロック微量

′　　、、、　　　　　　　　　　　　　　ナ　　ノ　　‥　　　′　′、、　′　ノ　ノ　　　　　　　、′　　　　・・

の大半は竃の覆巨巨からの出上である－．上器の底部片などから推定される個体数は。上師器叫㍉日工　須恵器林

2点，日抽器高台付杯上中∴　上師器悪5点（内上山お震内），須恵器鉢「点である－．第1（う叶舶1（うは．l一打コーナー

付近の覆日、‾層から出i二した破片と電内から出上した破片が接合した資料である、＿　引7は言拍述した支脚転用

lll－1つ倶）－P－ll



と考えられる土師器小形藍である。また，中央部の床面からコーナーに向かって炭化材が検出されている。

所見　本跡は炭化材の出土状況から，住居の廃棄後間もなく焼失した可能性が考えられ，出土土器から時期は

9世紀中葉と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　1m
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二lて＿　』

第169図　第90号住居跡・出土遺物実測図
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0　　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

第170図　第90号住居跡出土遣物実測図

第90号住居跡出土遺物観察表（第169・170図）

0　　　　　　　　　　10cm

：　　；　　：

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　　考

412 土師器杯［12．8］3．8 （7．0）砂粒・赤色粒子にぷい橙普通体部下端・底部回転へラ削り南東壁下下層50％二次焼成

413 土師器 椀［20．0］7．5 ［10．0］砂粒・赤色粒子にぷい橙普通底部多方向のヘラ削り 中央部下層40％

414 須恵器 杯［14．8］4．5 ［6．8］雲母・石英にぷい黄褐普通底部一方向のへラ削り 竃覆土中40％二次焼成

415 土師器高台付杯［14．0］（3．6）－雲母・石英にぷい橙普通底部回転へラ切り 中央部中層30％

416 土師器 要［17．8］（14．5）－雲母・長石・石英にぷい橙普通ロ縁部内・外面横ナデ，休部内面ナデ南部下層・竃内10％

417 土師器 襲 －（13．4）7．4
雲母・長石・

石英
橙 普通
磨耗のため休部外面の調整不

明，休部内面ナデ
竃火床部奥
30％　二次

焼成

418 土師器 襲 －（23．0）8．1雲母・長石・石英赤褐 普通体部内面ナデ，底部木葉痕竃覆土中40％

419 須恵器 鉢［34．4］（13．8） 雲母・長石・石英にぷい褐不良日録部内・外面ロクロナデ竃覆土中5％

第96号住居跡（第171・172図）

位置　調査Ⅱ区南西部のF8a6区に位置し，低台地上の平坦部に立地している。

規模と形状　長軸3・40m，短軸3・05mの長方形であり，主軸方向はN－430－Wである。壁高は10－20cmで，

各壁とも外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。また，北西壁下を除いて断面U字状の壁溝が周回する。

竃　北壁のやや西寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部先端まで80cm，袖部幅105cm，壁外への

掘り込みは40cmである。袖部は床面と同じ高さの地山面上に，ロームブロックを含む暗褐色土を基部とし，そ

の上に砂粒を含む黄褐色粘土を用いて構築されている。覆土の堆積状況から，火床部は床面をわずかに掘りく

ぼめて作られていたと考えられるが，火床面の赤変部分は認められない。火床部の奥では，土師器杯，須恵器

杯，土師器小形嚢などが逆位で重ねられ，支脚に転用されている。また，煙道は火床部から外傾して立ち上が

る。

－201－



埴土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量

2　暗　褐　色　焼土ブロック微量

3　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
4　暗　赤　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子少量

5　暗　赤　褐　色　焼土粒子中量
6　にぷい赤褐色　砂粒多量，粘土粒子中量，焼土粒子少量

7　にぷい黄褐色　砂粒多量，粘土ブロック少量

8　にぷい黄褐色　砂粒多量，粘土ブロック中最，焼土ブロック・

ロームブロック微量

9　暗　褐　色　ロームブロック中量

10　暗　褐　色　粘土粒子・砂粒中量，焼土粒子微量

11にぷい黄褐色　ロームブロック・粘土粒子・砂粒中量，焼土ブ

ロック微量

ピット　1か所。Plは深さ5cmほどと掘り込みは浅いが，南東壁寄りの中央に位置しており，出入り口施設

に伴うピットである。

覆土　3層に分層される。堆積状況は，全体的に周囲から土砂流入した様相を呈しており，自然堆積である。

土眉解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　3　褐　　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片146点（杯類40，嚢類106），須恵器片126点（杯類30，嚢類96）が出土している。細片

は全域から散在した状態で出土しており，比較的大形の破片は壁際の上層から中央部の中層にかけて出土して

いる。土器の底部片などから推定される個体数は，土師器杯7点，須恵器杯2点，土師器高台付杯1点，土師

器要3点，須恵器襲2点，須恵器甑1点である。第172図420～424・426は前述した支脚転用の土器である。423

の上部には，425・427などの破片が確認できただけでも12片重ねられている。これは，杯類や嚢を重ねただけ

第171図　第96号住居跡実測図

－202－

0　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

0　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿　　　」



では不足する高さを補う調整の結果と推測される。

′

し ノ

第172図　第96号住居跡出土遺物実測図

第96号住居跡出土遣物観察表（第172図）

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土 位 置 備　　 考

4 20 土 師 器 杯 12 ．9 3 ．9 6 ．0
雲 母 ・長 石 ・

石 英
橙 普 通

口 緑 部 ・体 部 外 面 ロ ク ロ ナ

デ ， 底 部 回 転 へ ラ切 り
竃 内

98 ％ 二　 次

焼 成　 P L 5 7

4 2 1 土 師 器 杯 13 ．3 5 ．0 6 ．4
雲 母 ・長 石 ・

石 英
橙 普 通

ロ 緑 部 ・体 部 外 面 ロ ク ロ ナ

デ ，底 部 一 方 向 のヘ ラ 削 り
竃 内

95％ 部分的に

二次焼成 PL 57

4 2 2 土 師 器 杯 ［14 ．5 ］ 5．3 5 ．6
石 英 ・赤 色

粒 子

にぷ い黄

橙
普 通
口 緑 部 ・休 部 外 面 ロ タ ロ ナ

デ， 底 部 一 方 向 の ヘ ラ 削 り
竃 内

50 ％　 二 次

焼 成

4 23 須 恵 器 坪 13 ．9 4 ．0 7 ．0 雲 母 ・長 石 ‘に ぷ い 黄 普 通 底 部 一 方 向 の ヘ ラ削 り 竃 内
100％　 内 ・外

面煤付着PL 57

4 24 土 師 器
高 台 付

杯 14 ．4 5 ．5 8 ．8
雲 母 ・赤 色

粒 子
明 赤 褐 普 通

底 部 回転 へ ラ 切 り後 ， 高 台 貼

り付 け
竃 内 95％ 部分的に

二次焼成 PL57

4 25 土 師 器 璽 ［2 1 ．6 ］ （15 ．6 ） 雲 母 ・長 石 橙 普 通 口緑部内・外面梼ナデ，体部内面ナデ 竃 内 2 0％

42 6 土 師 器 小 形 璽 （11 ．0） 6 ．9 雲 母 ・石 英 に ぷ い 褐 普 通 体 部 内 面 ナ デ ，底 部 木 葉 痕 竃 内 50 ％

42 7 須 恵 器 慧 ［18 ．4 ］ （8．8） － 雲 母 ・長 石 灰 普 通 口緑部朴 外面ロタロナデ，内面指頭痕 竃 内 10 ％

－203－



第97号住居跡（第173・174図）

位置　調査Ⅱ区南西部のE8e7区に位置し，低台地上の平坦部に立地している。

規模と形状　長軸3．70m，短軸3．40mの方形であり，主軸方向はN－450－Wである。壁高は35～45cmで，各

壁ともほぼ直立する。

床　ほぼ平坦で，壁際を除いてよく踏み固められている。また，北西壁の一部を除いて断面U字形の壁溝が周

回する。

竃　北西壁の中央に付設されている。袖部は遺存せず，天井部は崩落している。竃土層断面図の第3・4層が

崩落土の一部である。覆土の堆積状況から，火床面は床面と同じ高さの地山面を利用していたと考えられるが，

赤変部分は認められない。火床部の奥には土製支脚が据えられ，上部には土師器杯が伏せられている。被熱痕

が認められることから，土製支脚と一体で使用されていたと考えられる。また，煙道部の壁外への掘り込みは

60cmほどで，火床部から外傾して媛やかに立ち上がる。

埴土層解説

1　黒　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子微量

4　にぷい赤褐色　焼土ブロック・粘土粒子少量，砂粒微量

5　暗　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　粘土粒子多量，ロームブロック・焼土ブロック・　6　暗　褐　色　ローム粒子中量
炭化物粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　7　暗　褐　色　焼土ブロック微量

ピット　2か所。Plは深さ15cmで，南東壁寄りの中央に位置しており，出入り口施設に伴うピットである。

＿L19伽

第173図　第97号住居跡実測図
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P2は東コーナー部に位置する。位置的には主柱穴の可能性があるが，これに対応するピットは検出されてい

ない。

覆土　9層に分層される。堆積状況は，同一色調の土層内にロームブロックが不規則に混入している様相から，

人為堆積と判断される。

土層解説

1　黒　褐　色　炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

4　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

5　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

6　暗　褐　色　ロームブロック少量

7　褐　　　色　焼土ブロック・炭化粒子微量

8　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

9　暗　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片92点（杯類48，嚢類44），須恵器片71点（杯類12，嚢類59），灰粕陶器3点（瓶類）が，

主に壁際の覆土下層から出土している。土器の底部片などから推定される個体数は，土師器杯6点，須恵器杯

4点，土師器賓5点，須恵器賓3点である。第174図428は前述した支脚転用と考えられる土師器杯で，この上

には更に須恵器嚢の体部片が重ねられている。これは煮炊具として使用された要の大きさに合わせて調整した

結果と推測される。430～432は覆土中から出土しているが，胎土及び粕薬の発色などから同一個体の可能性が

高く，猿投産（井ケ谷78号窯式～黒笹14号窯式）と考えられる。433は北東壁際から廃棄されたような状態で

出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から9世紀中葉と考えられる。

罠
第174図　第97号住居跡出土遺物実測図

第97号住居跡出土遺物観察表（第174図）

二llllll＿＿

田I4。1

0　　　　　　　　　　　　10cm
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番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　考

428 土師器 杯 12．9 4．4 5．8
雲母・赤色

粒子
にぷい橙普通
ロ緑部・休部外面ロクロナ

デ，底部一方向のヘラ削り
竃火床部奥
90％部分的に

二次焼成PL58

429 須恵器 珂こ［13．0］4．4 6．1 雲母
にぷい貴

褐
普通
ロ緑部，体部内・外面ロクロ

ナデ．底部一方向のヘラ削り
覆土中
40％　内・

外面煤付着

430 灰軸陶器瓶類 － （2．0） 緻密
灰黄，灰

オリーブ
良好
体部内・外面ロクロナデ，粕

は流し掛けか
覆土中 3％　431，432

と同一個体か

－205－



墾十種別極湖中㌫可器高極 径恒蓬　土「敵　 中 蟻 ！　 手法の特徴　　 出土位置 備　　考
可 瞞 可 舶 「 巨可

緻密
厩 警義欝 タロナデ粕覆土中 3％　4溺パ胤

と同一個体か
可 棚 可 舶 「 巨可

緻密 怨 讐表書 ロタロナデタ職種土中 5％l娼針識別
と同一個体か

蟻 土師器 小形嚢恒 巨 や車 6 慧 蘭 の褐灰　 普通目線部内・外面櫨ナデ，休部　北東壁際申、
両面へラナヂ　　　　　　　 十年「床面

65％内濁滴
煤付着　PL訂

攣 「臓器 i 婆　巨鋸可彼可 雲母茂摘英巨ぷ減褐普通臓的爛接げ滞納かラ項 馴 摘％
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変部分は認められない、、、また，畑道は火床部から外傾して立ち上がる、、

竃土層解説

1　褐　　　　色　粘l二プロ・：′ク中量、ロームブtJ㍉ノク少量

2　暗　褐　色　ロームブロック微量

：う　暗　褐　色　tJ－ムブし了、ソク・炭化粒自微量

i　暗　赤　褐　色　ローームブl」、ソク・焼「プロ、ソク・炭化粒J’・微量

う　暗　赤　褐　色　焼上プロ、ソケ外上しト∴ブtJ、ソク・損じ粒＝微量

（；暗　赤　褐　色　焼上プロ、ソク少量

7　暗　赤　褐　色　焼上ブロック・炭化物微量

8　暗　褐　色

9　にぷい黄褐色

10　にぷい井田色

Ⅲ　褐　　　　色

鼠2　暗　赤　褐　色

ロームプロ・ソク・焼上ブU㌧ソク・炭化物微量

ローームプロ、ソク少量

し1－ムプロ・ソ打微量

「トーム粒「中量、炭化粒Jr・・砂粒微：圭1二

ロームプロ、ソク・焼巨ブし「、ノク・炭化物・机上

プロ、ソク・砂粒少：11：

1：う　にぷい黄褐色　粘上プロ、ソク・砂粒多量
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人拗宜積と判断される、、

土層解説

1　暗　褐　色　ロームプロ、ソク少量

2　褐　　　色　ローームプロ、ソク中；ll：

：1　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒自微量

4　窯　褐　色　ロームブロック中量

5　暗　褐　色　ロームプロ、、ソク少量

6　褐　　　色　ロームブロック少量

ア　暗　視　色　ロームブリ・ソク少量　焼‖∵つ’・・炭化粒自微量
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第175図　第98号住居跡・出土遣物実測図
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離十種 別 極凋中㌫可 器 議極 径 胎　 土i色　 調！焼成i 手法の特徴 出土位置！備　 考

凱5　土師器　 鉢　恒痛 い や3 巨 を6 鍋磯粒子恒 減橙恒 癖 掴 腑 潮 竃内　 巨0％

雲母蘭 にぷい橙回 鷺 鑑 筑ロタロナ竃前下層 i30％
黒。　十師器　　 杯　　 白．車　　十†　言．再

測 上欄器！嚢　巨鋸可他項 雲母繭 摘序ぷい橙！普通恒舶醐綱轄僻的面へラナデ竃内　 巨0％

綾　掘立桂建物跡

‥′、一　ノ　丁‾′　′、て一　　工．・・′

位置　調査I区北西部13e（う区，低台地上の、出肛部に立地している．、一、

、一、′・∴　ノ1∴　二一　‘′・う　ノ　／：：・∵旬‥、　・うー　　∴＼、ミ　　’、′二∴　一、、；ノノ′．　∴′∴　′

、．∴、、′′P　：、、、㌧；′　、－　・ノ、ノい；桁‘：　、ト′′、′′こ、÷　ノ　こ、、，∴言一、′・二．′：．　、言上・、

間はP3、P4田はP（う、P7間が1．LIO・1．50nlと，建物の西部が短い構造である、、

第相聞　第　号掘立櫨建物跡実測図

－208…

議

0　　　　　　　　　　　　　　　2m獲



柱穴　平面形は長径65～107cm，短径60～83cmの円形または不整楕円形で，深さは18～50cmである。第1層が

柱の抜き取り痕，第2層は埋土が崩れた土層で，締まりが弱い。第3～5層は埋土で，褐色土・暗褐色土で互

層に突き固められている。P4～P6には径50～70cmほどの張り出しがあり，柱を抜き取る際に掘り込まれた

跡と考えられる。

土層解説（Pl～P6）
1　暗　褐　色　ロームブロック・炭化物微量

2　褐　　　色　ロームブロック少量

3　褐　　　色　ローム粒子中量

4　暗　褐　色　ローム粒子微量

5　褐　　　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片38点（杯類3，尭類35），須恵器片7点（杯類5，蓋1，嚢類1）が出土している。

Pl内からの出土が多く，土師器片27点，須恵器片5点とその大半を占めている。

所見　本跡は出土土器が細片であるため，明確な時期判断は困難であるが，時期は8世紀後半から9世紀前半

と推定される。

（3）井戸跡

第13号井戸跡（第177図）

位置　調査I区西部のI3f2区，低台地上の平坦部に立地している。

規模と形状　長径1．38m，短径1．10mの楕円形で，円筒状に掘り込まれている。深さは1．40mほどである。

覆土　6層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量
2　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量

4　黒　褐　色　ロームブロック微量

5　褐　　　色　ロームブロック中量，粘土ブロック少量

6　暗　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片10点（杯類1，賓類9），須恵器片8点（杯類2，蓋1，嚢・甑5）が出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から9世紀前葉と考えられる。

0　　　　　　　2m

L＿⊥＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

第177図　第13号井戸跡・出土遺物実測図

第13号井戸跡出土遺物観察表（第177図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

506須恵器甑［24．8］（6．2）－長石・雲母窯褐不良口緑部内・外面ロタロナデ覆土中5％
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位置　調査　区北部の‡3摘区　低台地上の平坦部に立地している。

重複関係　第郡号土抗を掘　込み　第温号掘立桂建物跡に掘　込まれ

一　　　ているご、．

sKお　も　規模と形状径。諏mほどの円形で円筒状に掘込まれている。深さ

斗閤
‥　：ノ・　′．′　＿ノ．ノ　′‥．ノ　工、ズ

は1．35nlほどであるこ、＿

、へ一丁‘身　　リ・こソ　　　－．．．／・）ノ　・一二。言、　上、t、′、、一　＿・．五／ノ′、－　　、

し1る．

新風　出土土器がいずれも綿片で明確な時期判断が困難であるがタ　出土

した土器片から8、1咽己から9世紀代と推定される。

く「弓　∴、′．．4

‘－　ソノ、・ノ、　　　　　つき∴　－′．．－　′‾　′了売：・t・言、‥与．　た　∴．立言ノ、　り一言、言ノ．　●1、′　∴

藩　桑が確認された。これらの内　掘立桂建物跡　井戸跡　土壌墓と　これらとの関連性が深いと想定される

第∠・1・31～33射射二ついて出十遣物とともに記述する．

′．、．t．　′－、・′こノソ＼′′：ノ．∴∴　・、、フ∴・、；㍉′ノ！ノ　・：工　　′　J′　ノJ′ノー、∴′　′二　．二　　　十∴点　ノ

扱わずに，「∴′1　その他の遺構」で一覧表での記述とする、、－，

拍　掘立桂建物跡

二ノ　　．・′、、き　′五一．工′一　らlく′

′　モ　工ノ、　ノく男／・、詔ノ　′上：′　′く　第㍉′′言′1ノ鮒∴∴ノ・．へ　∴・ノ′　′ノ‥　′1ノ工、′′・′　′・′′！・完、ノノ　＿了、

地上の平出部に立地している。

重複関係　第86年虹居跡を据i）込んでいる。

テノ．、′亘ニ＿　′「子＋㍉．′ノこて：亘：∵、、主上ノ　ー了ニ＼；　．し‾：′∴　亘′恒野、シ∴－　工十㌶；一一・く一　ナ∴、

．ノノノ．∴．：・‾∴モノ言　′・、．∴′、・∴十手　7ノ、言′み．了、　ノ．∵、二J′、ソ二、千・存　㍉、二∵芦．／ニ　′∴危定言′ソ′、

妻部よi川l央部がやや長い構造を示しているL、－、

∴．、′・・言工、1ノ∴－′（、、・∴；．′・′、∴　ノノ　′工ノ′　∴　；∴　∴、二二二二）、′、：：、、′だ了．∵′′ノソよ一二．言

は第　層と考えられるが　締ま　は普通である。第　の　層は幾まであるが　強　突　固められてほいな齢。

土層解説（各柱穴共通）

1黒　褐　色　ロームプロ、ソク少結　焼巨拉！・・炭化物微；11：：；暗　褐　色　ロームブロック・尉ヒ粒自微量

2　暗　褐　色　ロームプロ、ソク少量．炭化物微量

所農　本跡には出土遺物がな齢が　構造や桂穴の規模の形状から中健と推定され　位置関係と桁行方向から蟻

世紀の第33号f勘こ区画されていることが想定されるこ．

一一210－
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第相国　第1号掘立柱建物跡実測図
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第3号掘童櫨建物跡（第1800181図）

位置　調査I区北部のI3d9区，第31号溝から18mほど西の低台地上の平坦部に立地している。

重複関係　第31号住居跡e第4号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。また，第5。9参11号掘立柱建物跡とも重

複しているが，第11号掘立柱建物跡は第4号掘立柱建物跡に掘り込まれていることから本跡が新しく，第5e

9号掘立柱建物跡とは柱穴が切り合っていない。

規模と構造　桁行7間，梁行4間の建物跡で，桁行方向をN－730－Wとする東西棟である。規模は桁行長14。70

－211－



第相関　第3号掘立柱建物跡実測図
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第柑図　第3号掘立柱建物跡e出土遺物実測図
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111，梁行長8．10111あi主　柱間寸法は桁行・梁行ともに2．10111ほどで，柱筋と間尺が揃う構造である。構造につ

いては，総柱建物跡や，西南を除く三商あるいは四面に，縁または庇が付属した建物跡と考えられるが，いず

れとも判断しがたい。

柱穴　平面形は長径40、110cm，短径36～72cmの円形または楕円形で，深さは24～48cmである。いずれの柱穴

にもタ　長軸28～35cm，短軸20～25cInの方形または長方形で，厚さ4～8cmの雲母片岩が底面に埋め込まれ，根

石として利用されている。柱の抜き取り痕または柱痕は第1・8層で，締まりが弱い√その他の土層は埋土で，

ローム土を主体とした暗褐色土や褐色十，粘土ブロックで突き固められている．なお，P26では，根石の他

に板状の石が柱の抜き取り痕の側から立てかけた状態で検出されており，柱を支える目的で埋め込まれたと推

定される。また，柱穴掘り方の形状と土層から，P5・P22・P23は北に，P6は西に，P25は南に抜き取

られたと考えられる。

土層解説（各柱穴共通）

1　暗　褐　色　ロームブロック・炭化物微量　　　　　　　　13　褐　　　色
2　暗　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック微量　　　　　14　褐　　　色

3　褐　　　色

4　褐　　　色

5　暗　褐　色

6　褐　　　色

7　褐　　　色

8　暗　褐　色

！）暗　褐　色

10　暗　褐　色

11褐　　　色

12　褐　　　色

ロームブロック・粘土粒子少量
ローム粒f・中量

焼土粒子・炭化粒子少量，粘土ブロック微量

ロームブロック中農
ロームブロック中量，炭化粒子微量

焼士ブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量
ロームブロック・炭化粒子・粘土ブロック微量

粘土ブロック少義，ロームブロック・炭化粒子微量

ロームブロック中量，粘土粒子少量
ロームブロック多量，粘土粒子少量

15　褐　　　色
16　暗　褐　色

17　褐　　　色
18　暗　褐　色

19　暗　褐　色

20　褐　　　色
21暗　褐　色

22　褐　　　色
23　暗　褐　色

ローム粒子中量，粘土粒子少量

ロームブロック中義，粘土ブロック少量

ロームブロック中農（第6層より締まり強）

粘上プロ、ソク少鼠　ロームブロック・炭化粒自微量

ロームブロック多量，粘土粒子少量

粘土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

ロームブロック・炭化粒子・粘土ブロック微量

ロームブロック多量

ロームブロック・焼土粒子。炭化粒子微量

ロームブロック多義（第20層より締まり強）

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土ブロック微量

遣物出土状況　土師質土器片20点（小＿皿），陶器片2点（常滑至上　石39点（柱穴根石），鉄淫5点，亀甲製品

1点（櫛）が出土している。鉄洋はP14・P15の柱抜き取り痕から出土している。、また．P8・P15・P16

・P33の柱抜き取り痕とP16から炭化材が出土している。

所見　本跡は、各柱穴に椒石を持ち．約120Idの面積を有する当遺跡では最大規模の建物跡である。‥「規模と構

造から，＝屋としての機能を果たしていたと考えられるが、その構造については明確にLがたい。∴本跡の時期

であるが，酢行方向から見て13世紀後半、14世紀前葉の第31号溝が，本跡や第4・10・11号据立柱建物跡を区

画する溝と考えられ，その重複関係から，本跡は第31号溝と関連する掘立柱建物跡の中では最も新しく，時期

は第31号溝が機能していた最終期と推定される。

第3号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第1飢図）

番号 種　 別 器　 楯 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

497
土師質
土　 器

小皿 ［11．5］ （2 ．4） －
砂粒 ・スコ

リア
橙 普通

口縁部及び体部内 ・外面横ナ

デ，底部外面指オサエ後ナデ
P lO内 10％

498
土師質

土　 器
小皿 ［7 ．6］ （1．7） …

砂粒・スコリ

ア・パミス
橙 普通

口縁部及び内 ・外面桟ナデ，
底部外面指オサエ後ナデ

P lO内 10％

番号 器　　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

49 9 櫛 （2．0） （1 ．7） 0．2 5 （0 ．8） 亀 甲製 横櫛 ，端部 と歯の基部残存 P 27柱抜き取り痕 P L 7 0

第鵡考擁立櫨建物跡（第182回）

位置　調査I区北部I3e9Lメ＼第31折井から22mほど北西．第1O号据立柱建物跡から約6m北西の底台地工

の平坦部に立地している。
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第瑠82図　第4号掘立柱建物跡実測図
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重複関係　第3号据立柱建物跡に掘り込まれ，第11号据立柱建物跡を掘り込んでいる、、、また，柱穴の切り合い

はないが，第5号掘立柱建物跡とも重複している。

規模と構造　桁行5聞，梁行2間の側柱建物跡で，桁行方向をN－730－Wとする東西陳である。規模は桁行

長12．00111、梁行長4．40111あり，柱間、＝去は梁行2．OO～2．45111で，桁行は2．50、2．80111を－）扇周とするが，P5

～P6間は1。40mで，西妻部の柱間が短い構造である。北西部の隅柱は確認されなかった。

櫨究　平面形は長径38～76C払　短径38～56cmの円形または楕円形で，深さは42－54cmである。柱の抜き取り痕

は第1層，柱の抜き取りに伴う理め戻し工が第11層でともに締まりが弱く，その他の士層は厘上で，ローム士

を主体とした暗褐色土や褐色土などで突き固められている。

土層解説（各柱穴共通）

1　極暗褐色　ロームブロック微量

2　褐　　　色　ローム粒子中量

3　明　褐　色　ローム粒子多量

4　明　褐　色　ロームブロック中量

5　にぷい褐色　ローム粒子多量

6　黒　褐　色　ローム粒子中量

7　暗　褐　色　ロームブロック微量

8　橙　　　色　ローム粒子多量，炭化物微量
9　明　褐　色　ロームブロック多量

10　褐　　　色　ローム粒子多量

11極暗褐色　ローム粒子微量

所農　本跡は，面積が52前と当遺跡では　番目の規模の建物跡である。第10号掘立柱建物跡と桁行方向が一致

しタ　近接することから，同時期と考えられるが，それよりは小規模なため，副屋的機能を果たしていたと推定

される。また，桁行方向から，第31号溝とも関連性が考えられ　第m号掘立柱建物跡を掘り込み，第3号掘立

桂建物跡に掘り込まれているため，時期は，第3号掘立柱建物跡よりも1段階古い時期と推定される。

第5号掘童櫨建物跡（第183図）

位置　調査I区北部のI4dl区，第7号据立柱建物跡の約4111南西の低台地工の平出部に立地している、l

重複関係　第31号住居輝を掘り込んでいる。また，柱穴の切り合いはないが，第38489011号掘立柱建物

跡，第524号士坑とも重複している。

規模と構造　桁行4間，梁行2間の側柱建物跡で，桁行方向をN－240－Eとする南北棟である。規模は桁行

長8．90m，梁行長4．20mで，柱間寸法は梁行2．00。2。20m，桁行は北から2．6002．30e2．30mであり，南部の

P4～P5・P7～P8間は1．70mである。柱筋は揃うが，柱間は北部が長く南部が短いややばらつきのある

構造である。

櫨究　平面形は長径34～70C恥　短径30～50cmの円形または楕円形で，深さは35－55cmである。Pl～P5　e P

8・Pl e PHは　長軸13～25cm，短軸12－15cmの方形または長方形で，厚さ5～7cmの雲母片岩が底面に

埋め込まれ，根石として利用されている。柱の抜き取り痕または柱痕は第1層で締まりが弱く，第2～7012

～摘層は埋士で　ローム土を主体とした黒褐色土や暗褐色土，褐色土などで突き固められている。第8～11層

はP12の土層であり，他の土層とは土質が異なっている。また，P12はP5に掘り込まれており，本跡以外

に柱筋が通る掘立柱建物跡を確認できないため，ここで取り扱ったが，性格は不明である。

土層解説（各柱穴共通）

1　黒　　　色　炭化粒子少量，ロームブロック微量
2　明　褐　色　ローム粒子中量

3　褐　　　色　ロームブロック中量

4　褐　　　色　ローム粒子多量

5　褐　　　色　ロームブロック多量

6　黒　褐　色　ロームブロック微量

7　暗　褐　色　ローム粒子少量

8　極暗褐色　ローム粒子微量

遺物出土状況　石8点（柱穴根石）がJ廿上している、－、

9　明　褐　色

10　黒　褐　色

11暗　褐　色

12　黒　褐　色

13　暗　褐　色

14　褐　　　色

15　黒　褐　色
16　黒　褐　色

－216－

ロームブロック多量

ロームブロック微量

ローム粒子少量

ローム粒子少量

ロームブロック微量

ロームブロック中量

ロームブロック微量

ローム粒子少量



第相聞　第5号掘立桂建物跡実測図
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所凰　本跡では，第3号掘立柱建物跡と似た形状の根石が確認されており，本跡との密接な関連性が考えられ

るが，桁行方向が第31号溝の長軸方向と若干のずれがみられるため，時期は第31号溝の機能が停止した後の14

世紀中葉以降と推定される。また，近接する第㍗掛掘立柱建物跡とほぼ直交しており，本跡は第7号掘立柱建

物跡と一体的な機能を果たしていたことが想定される。

第6号擁立櫨建物跡（第184図）

位置　調査I区北部のI4bl区，第5号掘立柱建物跡からL5m北の低台地上の平坦部に立地している。

重複関係　柱穴の切り合いはないが，第7号据立柱建物跡と重複している。

規模と構造　北部が調査区域外のため，確認されたのは長軸2乳　短軸1間で，長軸方向をN－560－Eとす

る東西棟の側柱建物跡と推定される。規模は長軸長3．06m，短軸長2．00mあり，柱間寸法は長軸圭50mほどで，

短軸は2．00mである。

柱穴　平面形は長径34～50cm，短径32～40cmの甘形または楕円形で言宗さは23～58cmである。P2・P4は，

長軸24e30cm，短軸15cmの長方形で，厚さ5cmほどの雲母片岩が底面に埋め込まれ，根石として利用されてい

る。柱の抜き取り痕または柱痕は第1層で締まりが弱く，第2、5層は理工で，ローム士を主体とした黒褐色

土や暗褐色土，褐色土などで突き固められている。

土層解説（各柱穴共通）

1　極暗褐色　ロームブロック微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量

3　褐　　　色　ロームブロック多量，炭化物少量

4　褐　　　色　ローム粒子多義，炭化物少量

5　暗　褐　色　ロームブロック少量

遺物出藍状況　土師質土器片　点　小皿上　着　点　柱穴根石）が出土している。小皿はP2内から出土して

いるが，細片のため，図示することができない。

所凰　本跡は，第385号掘立柱建物跡と同様に根石を持つ建物跡で，それらとの関連性が考えられるが，軸

方向がどの掘立柱建物跡とも異なり，対応関係が不明である。P2内から出土している土師質土器小皿片が，

非ロクロ成形で，整形方法から，時期は13世紀から14世紀代と考えられる。14世紀前葉の第3号掘立柱建物跡

とは3m，14世紀中葉以降の第5号掘立柱建物跡とは1．5mしか離れていないためこれらとは同時期と考えら

可

第相関　第6号掘立柱建物跡実測図
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れず，第31号溝とも軸方向が異なることから，溝が構築される前の13世紀前半欝　または廃絶後の14世紀中葉か

ら後葉と考えられ，第5号掘立柱建物跡とは異なる時期と推定される。

窮ア考擁立櫨建物跡（第185図）

位置　調査I区北部のI4b3区，第5号据‾立柱建物跡から・4mほど北東の低台地上の平坦部に立地している．

重複関係　柱穴の切り合いはないが，第6号掘立柱建物跡・第1号柵列跡と重複している。

規模と構造．西部が調査区域外のため，確認されたのは桁行4間，発行2間の側柱建物跡で，桁行方向をN…

第柑図　第7号掘立柱建物跡実測図
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580－Wとする束西棟であるし、規模は桁行長8．60m．梁行長3．80111あり，柱間寸法は桁行2．1O～2．30m．梁行

主70・2．＿10111である．柱筋と間尺がほぼ揃う構造である．

櫨宍　平面形は径35～54cmの円形で資　深さは26～46cmである。柱の抜き取り痕は第1魯　2層で締まりが弱く，

第3、8層は厘上で，ローム士を主体とした黒褐色士や暗褐色土．褐色士などで突き固められている。

土層解説（各柱穴共通）

1　暗　褐　色　ロームブロック微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量

3　橙　　　色　ロームブロック多量

4　暗　褐　色　ロームブロック少量

5　極暗褐色　ローム粒子中量

6　褐　　　色　ローム粒子多量

7　黒　褐　色　ローム粒子・炭化物微量

8　黒　褐　色　ローム粒子微量

遺物出土状況　土師質土器片1点　い卜IIID　がP4内から～l「I二しているが，細片のため図示できない亡

所見　本跡は，位置や桁行方向から，第5号掘立柱建物跡と密接な関連性をもつ施設であることが想定され，

同時期の14世紀中葉以降に機能していたと推定される。

第＄号掘立櫨建物跡（第186図）

位置　調査I区北部のI4119区，第31号溝から3111ほど内側の低台地上の平出部に立地している。

8　　　　　　　　　　2

4

第相関　第8号掘立柱建物跡実測図
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重複関係　第4、5・48・49号住居跡，第512号上坑を掘り込んでいる、、

規模と構造　桁行3軋　梁行2間の側柱建物跡で，桁行方向をN－740－Eとする東西棟である。規模は桁行

長5・20m，梁行長4・30mあり，柱間寸法は桁行1諸0～1。84m，梁行2．00e2．30mである。柱筋が揃い，桁行の

柱間が短く．桁行柱間と梁行柱間が異なる構造である、、

櫨究　平面形は長径50～76cm，短径44～68cmの円形または楕円形で，深さは14～52cmである。柱の抜き取り痕

は第1⑳5層で締まりが弱く，第2～4。6～8層は埋土で，ローム士を主体とした黒褐色士や暗褐色土，褐

色土などで突き固められている。

土層解説（各柱穴共通）

1　黒　褐　色　ロームブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量

3　黒　褐　色　ロームブロック微量

4　黒　褐　色　ロームブロック少量

5　黒　　　色　ロームブロック微量

6　暗　褐　色　ローム粒子中量

7　極暗褐色　ロームブロック少量

8　褐　　　色　ロームブロック中量

遺物出藍状況　土師質土器片3点（小皿）がP3のP6内とP9の柱抜き取り痕から出土しているが，いずれ

も細片で図示できない。また，土師器片42点と須恵器片2点も出土しているが，これらは奈良◎平安時代の住

居跡を掘り込んでいる柱穴から出土しており，本跡に伴うものではない。

所農　本跡の時期は　第凱号港の区画内に位置しているが桁行方向が異なることや，出土している土師質土器

小皿片が非ロタロ成形ではあるものの　第凱号溝や第　号掘立桂建物跡のものより調整が雑で新しい様相を示

していることなどから　第凱号溝廃絶後の14世紀中葉から15世紀中葉の間と推定される。

第9号掩蓋櫨建物跡（第187図）

位置　調査I区北部のI4C　区　第m号掘立柱建物跡から約4m北の低台地上の平坦部に立地している。

第相国　第9号掘立柱建物跡実測図
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重複関係　柱穴の切り合いはないが，第3・5・10号掘立柱建物跡と重複している。

規模と構造　桁行2間，梁行1間の側柱建物跡で，桁行方向をN－30－Eとする南北棟である。規模は桁行

長4。50m，梁行長3．30mあり，柱間寸法は桁行2。00～2。50m，梁行3．30mである。南東部の確認面を精査した

が，隅柱を検出することができなかった。

柱穴　平面形は長径32～50cm，短径30～38cmの円形または楕円形で，深さは26～40cmである。Pl・P5は，

長軸15C恥　短軸10cmほどの長方形で，厚さ5cmほどの雲母片岩が底面に埋め込まれ，根石として使用されたと

考えられる。柱の抜き取り痕は第1・6層で締まりが弱く．第2・・～5・7・8層は埋土で，ローム土を主体と

した黒褐色土や暗褐色土，褐色士などで突き固められている。

土層解説（各柱穴共通）

1　極暗褐色　ロームブロック微量

2　褐　　　色　ロームブロック多量
3　黒　褐　色　ローム粒子少量

4　褐　　　色　ローム粒子多量

5　暗　褐　色　ロームブロック少量

6　暗　褐　色　ロームブロック微量

7　極暗褐色　ロームブロック少量

8　褐　　　色　ロームブロック多量

遺物出土状況　柱穴の根石4点が子甘土している。

所農　本跡は，柱穴掘り方の規模や構造と根石を伴うことから，中世の建物跡と推定される。第3ゆ5。10号

掘立柱建物跡と重複し，第6e7号掘立柱建物跡と接しているためタ　これらとは異なる時期で，13世紀前半ま

たは14世紀中葉以降と推定される。

第頂の号擁立櫨建物跡（第188回）

位置　調査I区北部のI4e3区，第4号掘立柱建物跡から6．5m南東，第31号溝から10mほど北西の低台地

上の平坦部に立地している。

重複関係　第40号住居跡を掘り込んでいる。また，柱穴の切り合いはないが，第9号掘立柱建物跡と重複して

いる。

規模と構造　桁行5間，梁行1間の身合に，南北2面に庇が付属する建物跡で，桁行方向をN－750－Eとす

る束西棟である。庇部を含めた規模は桁行長12．24Ill，梁行長6．36nlあl主　柱間寸法は桁行2．40～2．50nl，梁

行3．40mで，庇の間は南1．輌m，北面1．40mの間尺を示し，柱筋が揃う構造である。

櫨究　平面形は長径32～80C恥　短径30～60cmの円形または楕円形で，身合と庇の柱穴規模に明確な違いは認め

られないが，深さは身合が36～60C恥　庇が25～40cmで，概ね身合の方が深い。柱の抜き取り痕または柱痕は第

1層で締まりが弱く，第2～9層は埋士であり，第769層は強く突き固められているが，他層の締まりはさ

ほど強くない。

土層解説（各柱穴共通）
1極暗褐色　ロームブロック微量　　　　　　　　　　　　　6　暗　褐　色　ロームブロック少量
2　黒　褐　色　炭化物少量，ロームブロック微量　　　　　　　7　暗　褐　色　ローム粒子微量
3　極暗褐色　ロームブロック少量　　　　　　　　　　　　　8　暗　褐　色　ロームブロック微量
4　暗　褐　色　ロームブロック中量　　　　　　　　　　　　　9　明　褐　色　ロームブロック多量
5　暗　褐　色　ロームブロック微量

遺物出藍状況　土師質土器片3点（小皿）がP6の柱抜き取り痕とPlO e P12内から出土しているが，いず

れも細片で図示できない。また，P4の柱痕からは炭化材が出土している。

所農　本跡は，庇部を含めた面積は約78感であり，第3号掘立柱建物跡に次ぐ規模である。桁行方向が一致し，

近接することから，第4号掘立柱建物跡と同時期で，主屋的機能を果たしていたと推定される。
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－223－

2m

ヒ一二二ユニ二l－1三！



第醐考掘童櫨建物跡　第189図）

位置　調査I区北部のI4el区，第31号溝から17mほど西の低台地上の平坦部に立地している。

重複関係　第4号据立柱建物跡・第254号土抗に振り込まれ，第30・31号住居跡，第1‘蟻∵井戸跡，第260・515

号士抗を掘り込んでいる。また，柱穴の切り合いはないが，第30　5号掘立柱建物跡とも重複している。

規模と構造　桁行6間，梁行1間の身合に，東西2面に庇が付属する建物跡で，桁行方向をN－160－Eとす

る南北棟である。庇部を含めた規模は桁行長8．94Ill．梁行長6．50Illあり．柱間寸法は桁行1．20、2．50Ill，梁行

3。2083。40mで，庇の柱間は上側mほどである。桁行は北部の柱間は長いが9　中央部から南部の柱間が短く，

梁行と比べて庇が短い構造である．
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櫨究　平面形は長径68～74cm，短径34～40cmの円形または楕円形で，深さは21～59cmである。身合と庇の柱穴

規模に明確な違いは認められない。柱の抜き取り痕または柱痕は第1の3e7層，柱の抜き取り痕は第5813

～15層で締まりが弱く，第2e4。688～温3層は埋士であり9第2魯6。9層は強く突き固められているが，

他の締まりはさほど強くない．二、

土層解説（各柱穴共通）
1　黒　褐　色　ロームブロック微量

2　極暗褐色　ロームブロック微量

3　黒　褐　色　ローム粒子少量

4　暗　褐　色　ロームブロック少量

5　黒　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

6　褐　　　色　ローム粒子多量

7　窯　褐　色　ロームブロック少量

8　暗　褐　色　ロームブロック中量

9　褐　　　色

10　＝黒　褐　色

11暗　褐　色
12　褐　　　色

13　黒　褐　色

14　暗　褐　色

15　暗　褐　色

ロームブロック多量

ロームブロック少量

ローム粒子中量

ロームブロック多量

ロームブロック微量

ロームブロック微量

ロームブロック少量

遺物出蓋状況　土師質土器片1点（鉢類）がP4内から出土している。また，土師器片19点と須恵器片4点も

出土しているが，本跡に伴うものではない。いずれも細片で図示できない。

所凰　本跡は，鹿部を含めた面積は約58感であり，第3魯10号掘立柱建物跡に次ぐ規模であり，規模や構造か

ら主屋的機能を果たしていたと考えられる。桁行方向から見て第31号溝が本跡の区画溝と考えられ，第4号掘

立柱建物跡に掘り込まれていることからタ　時期は区画溝が機能していた初期段階の1諏摘後半と推定される。

第帽号撼童櫨建物跡（第190図）

位置　調査I区中央部のI4j5区，第31号港から約1m南の低台地上の平坦部に立地している。

規模と構造　桁行3間，梁行2間の建物跡で，桁行方向をN－370－Eとする南北棟である。規模は桁行長6。40

m　梁行長・渕mあり，柱間寸法は桁行2．00～2。20m，梁行1。80～2。45mである。桂筋が揃い，南西部の屋内

柱が省略されている構造である。

櫨究　平面形は長径46～57cm，短径45～52cInの円形または楕円形で，深さは12～50cmである。柱の抜き取り痕

は第1層で締まりが弱く，第2～7層は埋士であるが，ローム混じりの黒褐色士が主体であり，締まりはさは

ど強くない。

土層解説（各柱穴共通）

1　黒　褐　色　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量

3　黒　褐　色　ローム粒子少量

4　黒　褐　色　ロームブロック少量

5　黒　褐　色　ロームブロック微量

6　極暗褐色　ローム粒子中量

7　黒　褐　色　ロームブロック微量

遺物出藍状況　鉄製品1点（不明）がP8の柱抜き取り痕から出土している。また，土師器片19点と須恵器片

4点も出土しているが，本跡に伴うものではなく，いずれも細片で図示できない。　　　　　・

所農　本跡は，柱穴掘り方の規模と形状や，屋内柱の一部を省略している構造から，主屋的機能を有する中世

の建物跡と推定されるが，明確な時期判断は困難である。第31号溝で区画された掘立柱建物跡群（3の4010。

H号掘立柱建物跡）とは20mほど離れた区画外に位置し，桁行方向も一致しないため，それらとの関連性は考

えられず，時期も異なるものと想定される。
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第相国　第12号掘立柱建物跡実測図
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第臓号擁立櫨建物跡（第191図）

位置　調査日区中央部のI4j7区，低台地上の平坦部に立地している。

重複関係　第31号溝と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と構造　桁行3間，梁行1間の側柱建物跡で，桁行方向をN－270－Wとする南北棟である。規模は桁行

長5．53m，梁行長3．85mあり，柱間寸法は桁行1。70－1．85m，梁行3．85mである。柱筋は揃うが，南部の梁行

がやや歪む構造である。

櫨究　平面形は長径48～60cm，短径44～48cmの円形または楕円形で，深さは17～50cmである。柱の抜き取り痕

は第1層で締まりが弱く，第2～5層は埋土で，ローム混じりの黒褐色士と褐色土で突き固められている。
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土層解説（各柱穴共通）

1　黒　褐　色　ロームブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロック中量

3　黒　褐　色　ロームブロック少量

4　褐　　　色　ロームブロック多量

5　黒　褐　色　ローム粒子微量

遺物出立状況　土師器片11点が出土しているが混入したものと考えられる。いずれも細片で図示できない。

所農　本跡は，構造や柱穴掘り方の規模と形状から，中世の建物跡と推定されるが，明確な時期判断は困難で

ある。第31号溝に区画された掘立柱建物跡群（3。4弓0。11号掘立柱建物跡）とは桁行方向が異なり，第31

号溝と重複しているため，それらとの関連性はなく，時期も異なると考えられる。

第服開園　第13号掘立柱建物跡実測図
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第掴号掘童櫨建物跡（第192回）

位置　調査I区西部のJ2a6区，第15～17号掘立柱建物跡から約4m西，第3号掘立柱建物跡から約50m南

西の低台地上の平坦部に立地している。

重複関係　第62号住居跡を掘り込んでいる。
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規模と構造　桁行3問責　梁行2間の総社建物跡で，桁行方向をN…740－Eとする東西棟である。規模は桁行

長7．55mタ　梁行長5。00mあ娠　柱間寸法は桁行2。20～3。15mタ　梁行2．45～3。00mである。柱筋と間尺が揃わな

い構造である。

柱穴　平面形は長径36、66C軋　短径3∠‥ト53cmのIl川壬または楕円形で言袈さは17、50cmである。柱の抜き取り痕
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は第1～5⑳17層で締まりが弱も　第　～蟻層は埋土で　ローム土の褐色土やローム混じりの暗褐色士を互層

に理めて突きl古lめられている。

土層解説（各柱穴共通）

1　黒　褐　色　ローム粒子・焼士粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

4　褐　　　色　ロームブロック中量

5　黒　褐　色　ロームブロック微量

6　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

7　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

8　暗　褐　色　ロームブロック少量

9　褐　　　色　ローム粒子中量

10　暗　褐　色

11褐　　　色

12　褐　　　色
13　褐　　　色

14　褐　　　色

15　褐　　　色

16　暗　褐　色

17　窯　褐　色

ロームブロック中量

ロームプロ、ソク中量．炭化粒自微量

ロームブロック中量

ローム粒子多量，炭化粒子微量

ローム粒子多量

ロームブロック多量

ロームプロ、ソク中量

ロームブロック少量，焼土ブロック微量

遺物出立状況　土師器机5点が柱穴の埋士や柱抜き取り痕から出土してお酌　その内8点はP6の柱抜き取り

痕からの出土である。いずれも細片で図示できない．

所凰　本跡は，隣接する第15～17号掘立柱建物跡と桁行方向がほぼ直交しており，それらとの関連性が考えら

れる。埋士や柱抜き取り痕から土師器片が出土しているが，時期は柱穴掘り方の規模と形状や柱筋が不揃いな

構造からタ　中世の建物跡と推定される。また，第31号溝で区画された掘立柱建物跡群（第304の10011号掘

立柱建物跡）からは50mほど離れておりタ　桁行方向も一致しないことから撃　それらとの関連性はないと考えら

れる。

第柑考撼量櫨建物跡（第193回）

位置　調査I区西部のI2j9区，第14号掘立柱建物跡から約4m東，第3号掘立柱建物跡から約40m南西の

低台地上の平出部に立地している、、

重複関係　第17号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。また資　柱穴の切り合いはないが　第蟻号掘立柱建物跡とも

重複している。

規模と構造　桁行3間，梁行2間の側柱建物跡でタ　桁行方向をNつ00－Wとする南北棟である。規模は桁行

長5・00m，梁行長3・20mあり，柱間寸法は桁行1・52～1・90m，梁行は1。50～1。60mである。柱筋が揃わず，柱

間が短い構造である。

櫨究　平面形は長径48～70cm，短径44～63cmの円形または楕円形で，深さは34～57cmである。柱の抜き取り痕

または柱痕は第1層で締まりが弱く，第205層は埋土で，ローム土を主体とした褐色士と暗褐色土，さらに

第3㊧4層は締まりがあまり強くない黒褐色士であり9　柱の抜き取りに伴い流れ込んだ土である。

土層解説（各柱穴共通）

1極暗褐色　ロームブロック少量　　　　　　　　　　　　　4　黒　褐　色　ローム粒子少量

2　褐　　　色　ロームブロック多量　　　　　　　　　　　　　5　暗　褐　色　ロームブロック少量

3　黒　褐　色　ローム粒子微量

遺物出藍状況　土師器片32点，須恵器片6点が出土している。いずれも細片で図示できない。

所農　本跡は，隣接する第14号掘立柱建物跡や重複する第16。17号掘立柱建物跡と桁行方向がほぼ直交または

一致しており，それらとの関連性が考えられる。柱穴内から土師器片と須恵器片が出土しているが，構造や柱

穴の規模と形状から，時期は中世と推定される。また，第31号溝で区画された掘立柱建物跡群（第3e4・100

11号掘立柱建物跡）からは40mほど離れて桁行方向も一致しないことから，それらとの関連性はないと考えら

れる。

－229－



第相聞　第15号掘立柱建物跡実測図

U　　　　　　　　2m
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第柑号擁立櫨建物跡（第194図）

位置　調査I区西部のI2j9区，第14号掘立柱建物跡から約4m嵐　第3号掘立柱建物跡から約40m南西の

低台地上の平坦部に立地している。

重複関係　第15817号掘立柱建物跡と重複しているが柱穴の切り合いはなく，新旧関係は不明である。

規模と構造　桁行3軋　梁行2間の総柱建物跡で，桁行方向をN－80－Wとする南北棟である。規模は桁行

長5言2m，梁行長3．20mあり，柱間寸法は桁行1。50～1．90m，梁行1．50～1．70mである。柱筋と間尺が揃わず，

柱間が短い構造である。

櫨究　平面形は長径30～52C恥　短径26～40cInの円形または楕円形で，深さは屋内柱が10cInほどと浅く，他は22

～38cmとやや深くなっている。柱の抜き取り痕または柱痕は第1層で締まりが弱く，第2－4層は埋士である

があまり突き出められていない．
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0　　　　　　　2m
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第柑図　第摘号掘立柱建物跡。出土遺物実測図

土層解説（各柱穴共通）

1　極暗褐色　ローム粒子・焼土ブロック微量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量

腑
0　　　5cm

j＝二二主二二ヨ

3　褐　　　色　ロームブロック多量

4　褐　　　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片6点，鉄器1点（釘）が出土している。502はP6内から出土している。

所見　本跡は，隣接する第14号掘立柱建物跡や重複する第15。17号掘立柱建物跡と桁行方向がほぼ直交または

一致しており，それらとの関連性が考えられる。柱穴内から土師器片が出土しているが，柱穴掘り方の規模と

－231－



形状や柱筋と間尺が不揃いな構造であることから，時期は中世の建物跡と推定される。また　第別号溝で区画

された掘立柱建物跡群（第3㊧4016は号掘立柱建物跡）からほ40mほど離れて桁行方向も一致しないこと

から，それらとの関連性はないと考えられるご

第16号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第194回）

番号 器　　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

502 刀子 （5 ．1） 0．9 0．4 鉦 4） 鉄 茎部の一部 P 6 穫土中

第膵号掘量櫨建物跡（第Ⅲ95図）

位置　調査I区西部のI2j　区　第摘号掘立柱建物跡から約4m東の低台地上の平坦部に立地している。

重複関係　第67号住居跡を掘り込み，第15号据一正柱建物跡に掘り込まれている。また，柱穴の切り合いはない

第相国　第17号掘立柱建物跡実測図
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が，第16号据立柱建物跡とも重複している√

規模と構造　桁行3間，梁行2間の側柱建物跡で，桁行方向をN－90－Wとする南北棟である。規模は桁行

長7・36m，梁行長4・90mであり，柱間寸法は桁行2・10～2050m，発行2凋0～2。50mである。柱筋が揃わず，北

西にやや歪む構造であるJ

櫨究　平面形は長径34～50cm，短径34～40cmの円形または楕円形で　深さは摘～媚cmである。柱の抜き取り痕

または柱痕は第1層で締まりが弱く，第2～4層は埋士であるがあまり突き固められていない。

土層解説（各柱穴共通）

1　極暗褐色　ロームプロ、ソク・炭化粒自微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量
3　黒　褐　色　ローム粒子少鼠焼土粒子の炭化粒子微量
4　明　褐　色　ロームブロック多量

遺物出藍状況　土師器机0息須恵器片2点が出土しているが，いずれも細片で図示できない。

所農　本跡は，第15㍉蟻号掘立柱建物跡と桁行方向が一致し，重複していることから，建て替えが繰り返され

たと考えられる。また9　隣接する第14号掘立柱建物跡と桁行方向がほぼ直交しており，関連性が考えられる。

桂穴から土師器片や須恵器片が出土しているが，柱穴掘り方の規模と形状や桂筋が不揃いで歪む構造から，時

期は中世と推定される。

（2）柵列跡

第瑠考棉列跡（第且96図）

位置　調査I区の南部のI4C3区，第は号掘立柱

建物跡から6Illほど北東の低台地上の平坦部に立地

している。

重複関係　柱穴の切り合いはないが，第7号掘立柱

建物跡と重複している。

規模　3間（5．80m）で，軸方向をN－160－Eと

し，柱間寸法は北から2．25・1．45・2．10Illである。

柱穴　平面形は長径27～35C乱　短径24～32cmの円形

または楕円形で，深さは20～40cmである。いずれの

柱穴にも，方形または長方形の雲母片岩が底面に粗

め込まれ，根石として利用されている。

遺物出土状況　石生真（柱穴根石）

所見　本跡は，柱穴が4か所に1条しか確認されな

かったので柵列として扱ったが，根石を伴う点や，

第11号据立柱建物跡と軸方向が一致することなどか

ら　第日号掘立柱建物跡と関連する付属建物の可能

性が考えられ，時期も同時期の13世紀後半と推定さ

れる。

0　　　　　　　2m

ヒ＿＝二二丁∵二二二二二ご

第臓図　第1号柵列跡実測図
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（3）井戸跡

第瑠考井戸跡（第197回）

璽／　－

ふ＼　　　皿l

旦19．2m

一一一一一一‾‾

2m

し－＿＿＿＿＿

「一－‾‾l‾‾‾‾

「二二二「Llr二二」

第相聞　第　号井戸跡実測図

第2号井戸跡（第鼠98回）

十

位置　調査Ⅱ区北部のBllg3区，低台地上の平坦部に立

地している。

規模と形状　径1．15mほどの円形で，円筒状に掘り込まれ

ている。深さは1。10mほど掘り下げたが，湧水のために下

部の調査を断念した。

尊皇　4層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆

積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量

3　黒　褐　色　ロームブロック微量

4　黒　　　色　ローム粒子微量

所農　本跡には出土遺物がなく，時期判断が困難であるが，

形状や覆土の色調などから中e近世の時期と推定される。

嶋軸．q一

戦‰　叫ヽ

－

i

∽　l

仁二二二二∴j＿＝1「－‾「二二1．

第相国　第2号井戸跡実測図

位置　調査Ⅱ区北部のBlljl区，低台地上の平坦

部に立地している。

規模と形状　長径2．20m，短径1。55m楕円形で，円

筒状に掘り込まれている。深さは1．60mほどで，底

ノ　商はほぼ平坦である。

覆土　5層からなり，ブロック状の堆積状況を示し

た人為堆積である。

土層解説
1　異　　　色　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子・粘土ブロック少量，炭化物微量

3　黒　　　色　粘土ブロック中量，ローム粒子少量，焼土ブ

ロック微量

4　黒　　　色　ロームブロック少量，粘土ブロック微量

5　黒　褐　色　ロームブロック0粘土ブロック少量

所見　本跡からの出土遺物はなく，時期判断が困難

であるが，形状や覆土の色調などから中e近世の時

鯉一　期と推定される。

第3号井戸跡（第199回）

位置　調査Ⅱ区北部のBlOjO区，低台地上の平坦部に立地している。

規模と形状　長径L20m，短径1．00m不整楕円形で，円筒状に掘り込まれている。深さはL20mほど掘り下げ

たが，湧水のために下部の調査を断念した。

覆土　4層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。
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土層解説

1　黒　田　色　ロームプロ、ソケ少量

2　黒　　　色　焼上プロ・ソク少結　ローム粒自微量

こう　黒　褐　色　ローム粒J’・少量

・l　黒　　　色　ロームプロ、ソク微量

所見　本跡からは出土遣物がなく，時期判断が困難である

が，形状や覆十の色調などからl巨・近世の時期と推定され

る。

団i i

諦～
八　．・．′．　　　　　　　、、

玉

」ふ叫

げ劇

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

l　　‥－　　　‥l

J　∴∴　工、ノノノ　′　ノ．ノ、∴　Y

・：′　′l、l、、　L　′日．、ゾー

位置　調査Ⅲ区北部のCl（）b7区，低台地l二の平士幌IH二、目地して

いる。

規模と形状　律（上90Illほどの円形で言l持出机二掘り込まれている、、、

深さは0．（う5I11ほど据l）卜げたが，湧水のために卜部の調査を断念

した、l、

覆土　3層からなり．レンズ状の堆積状況を示した自然堆積であ

るし、－．

土層解説

1　黒　褐　色　ロームプロ、ソク少量∴1ご【＝二プロ、ソク微；違

2　黒　褐　色　粘上プロ、ソク少量．ローム粒自微量

3　黒　　　色　ローム粒子微量

所見　本跡からは出土遺物がなく言時期I剛新が困薙であるが．形

状や覆上の色調などから時期は中・近世と推定される、－、

撃豪「∵
B

笥＋㌘
i＋＋ダ

0　　　　　　　　　　　　　　2m獲
第謂固　第　号井戸跡実測図

第　号井評跡　第錮固）

位置　調査［区東部のDllと16区，低台地上の、印用吊二立地している、．

規模と形状　長径1．24111，短径1．20111のIl川まで，ll描出机二握り込

まれている、つ果きほ1．10111で，底面はほぼ平j‾llである、、．

覆土　5層からなり，レンズ状の堆積状況を′」こしているが，第、1

ノー　ー　′′ノ　ー’　′‘、・・1　　ノ・・．・′一　　′・、′．．ノ．′′一、′′′　　　　　　、

層は自然堆積で，第4層が人為堆積と考えられる、「

土層解説

1　黒　褐　色　ロームプロ、ソク少量

2　黒　褐　色　ロームプロ・ソク中量

3　黒　　　色　ロームプロ、ソク・粘I二プロ・ソク少量

Ll　にぷい褐色　ローム粒J’・多量

5　黒　　　色　ローム粒j’一少；ll：

遺物出土状況　石製品1点（石臼）と混入した土師器片2点が出

上している．二、
0　　　　　　1m

陵≡蓋≡』

ノ、ノー、・∴・匂・、ソ′ノ＼∴こ‥・、′・、′ノ′ノ′′、・∴・ノ、∴：′′′′・ら、′・；え

石臼片が出上していることや遺構の形状と覆土の色調などから，
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時期は中・近世と推定される。

第6号井戸跡（第202図）

④　も。。

ゐ
第202図　第6号井戸跡実測図

Ll、

。≡／一

0　　　　　1m

王　；　：

位置　調査Ⅱ区南東部のElld3区，低台地上の平坦部に

立地している。

規模と形状　長径1．10m，短径1．04mの円形で，円筒状に

掘り込まれている。深さは0．80mほど掘り下げたが，湧水

のために下部の調査を断念した。

遺物出土状況　土師器片9点が出土しているが，混入と考

えられる。

所見　本跡に伴う出土土器がなく，時期判断が困難である

が，遺構の形状から時期は中・近世と推定される。

第7号井戸跡（第203図）

位置　調査Ⅱ区南東部のElOe7区，第1号掘立柱建物跡から4m西に位置し，低台地上の平坦部に立地して

いる。

規模と形状　径1・45mほどの円形で，円筒状に掘り込まれている。深さは1．80mほど掘り下げたが，湧水のた

めに下部の調査を断念した。

遺物出土状況　土師質土器片1点（小皿），陶器片1点（古瀬戸卸皿），木製品6点（曲物底板），木片2点（不

明）が出土している。木製片は細片のため，図示できない。

所見　本跡の時期は，出土土器から14世紀中葉と推定される。
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l
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第203図　第7号井戸跡・出土遺物実測図
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第7号井戸跡出土遺物観察表（第203図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

5 14
土 師 質

土　 器
小 皿 （1．5） ［6 ．0］ 石 英 ・雲 母 橙 普通

底 部 外 面 右 回転 糸 切 り， 底 部

内 面 一 方 向 の指 ナ デ
覆 土 中 20 ％

5 15 陶 器 卸 皿 ［1 6 ．0 ］ （3 ．8） －
白色 粒 子 ・

気 泡

灰 白 ， 黄

緑 色灰 粕
良好
口 緑 部 内 ・外 面 構 ロ ク ロ ナ

デ ， 刷 毛 塗 り粕 か
覆 土 中

10％ 古瀬 戸

中期　 P L 58

第8号井戸跡（第204図）

位置　調査Ⅱ区南部ElOe6区，第1号掘立柱建物跡から約6m北西の低台地上の平坦部に立地している。

規模と形状　長径2・80m，短径1・70mの不整楕円形で，東部が階段状，西部が漏斗状に掘り込まれている。深

さは2．30mほど掘り下げが，湧水のために下部の調査を断念した。

覆土　4層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色

2　黒　褐　色

粘土ブロック少量，ロームブロック微量　　　3　暗　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック微量

粘土ブロック微量　　　　　　　　　　　　4　暗　褐　色　ロームブロック少量，粘土ブロック微量

遺物出土状況　土師質土器片2点（小皿），果実種24点（桃）が出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から14世紀中葉と考えられる。

第204図　第8号井戸跡・出土遺物実測図

第8号井戸跡出土遺物観察表（第204図）

て‾ニラ‥三＿＿

∈≡∈弐16

10cm

ヒニー＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿一二ゴ

番号 種　 別 券　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

516
土師質

土　 器
小皿 ［8．8］ 2．4 6．3

雲母 ・スコ

リア
橙 普通

底部外面静止糸切 り，スノコ

状圧痕，底部内面指ナデ
覆土中 70％　 P L58

517 土師質土器 小皿 ［8．8］ 2．2 ［5諸］ 雲訃スコリア 橙 普通 底部外面左回転糸切り，底部内面指ナデ 覆土中 40％タール付着

－237－



第9号井戸跡（第205図）

位置　調査Ⅱ区南部のElOh2区，低台地上の平坦部に立地している。

規模と形状　長径2．12m，短径1．76mの楕円形で，円筒状に掘り込まれている。深さは2・00mほど掘り下げた

が，湧水のために下部の調査を断念した。

覆土　4層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色

2　黒　褐　色

ロームブロック少量

ロームブロック・炭化粒子微量

3　黒　　　色　ローム粒子微量

4　黒　褐　色　ローム粒子少量

遺物出土状況　土師質土器片4点（小皿），陶器片1点（古瀬戸所縁深皿），木製品4点（曲物底板）が出土し

ている。

所見　本跡の時期は，出土土器から14世紀中葉と考えられる。

†！√
［

0　　　　　1m

し；：］

第205回　第9号井戸跡・出土遺物実測図

第9号井戸跡出土遺物観察表（第205図）

て∈∃三ク52。

0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

‾‾－　ア二

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

519
土 師質

土　 器
小皿 － （3 ．2） 6．5

雲母 ・スコ

リア
橙 普通

底部外面右回転糸切 り，板状

庄痕，底部内面指ナデ
覆土中 70％
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番号 種別極 種恒 径器可底径中台　土 色　　　　　 手法の特徴 ！出土位置 備　　考

520 土舶用 「購日昌欄 m 巨細 極酢 卿 橙　　 普通恒獅糸切摘部内離 ロナデ覆土中 3錫タール付着

521
瞞 棒 針 酬 項

5％　PL58

可 長 可　 桁中 厚 さ極 量「柑　 質 特　　　　 徴　　 日蝕儲つ　 受緒　 考

崇　 曲物　日 ・中 融 巨　 極 細　 檜 底板言摘姐板転用　　　　　 覆土中　 恒％　 PLm

髭　 曲物　 摘03 日 03 巨 8 巨 木　 檜 壊乱 片醜 板転用　　　　　 穫土中　　 恒 ％　PLm

．．・．J・・　′つ、′、ノ．

一　　一・一こ、　く　、ノ、一・′′ノ．　く　′　ノく　′「、ノ　　ノ・′

J‘l持出二立地している、

規模と形状　長律上72Hl，短律上・18111のイこ侶I川まで．

温牛状に掘り込まれている．、深さは上50nlはど握り

日ナ’たが．湧水のために上部の調布を断念した．＿

覆土　2層からなり．レンズ状の堆積状況を示した

自然堆積である、

土層解説

1　黒　田　色　tトtJ、ゾし「ソ㌢微量

ご　勘　　　色　「1－ム粒「中量

所見　本跡には出上遣物がなく．時期判断が困雉で

あるが，覆上の色調などから時期は中・近世と推定

される
2m

獲≡恵
一，、′　　′′・′・′・′l、ノ　√　く．

ナ　～‥＿．．一　言′′∴’・、′く′

位置　調査Iつズ：東部のI（（1iI13区，南東に緩やかに傾斜し

た斜面に立地している．、

規模と形状　長律1．（i5111，短律1．15111のj割I川まで，北部が

緩やかに傾斜して言鉦部がほぼ直立して握り込まれている、、．

深さは1∴紬11はど握り　日デたが．湧水のために上部の調査

を断念した、

覆土　7層からなる－、ブロック状の堆積状況を示した入れ

堆精と考えられる

土層解説

l　窯　褐　色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

4　黒　褐　色

5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

ア　黒　褐　色

ローム粒子微量

ロームブロック微量

ローム粒子中量

ロームブロック少巌

ローム粒子少量

ローム粒子微量

ローム粒子・炭化粒子微量

牢∵遠
互18，2m　　　　　凛♂㌦

0　　　　　　　　　　　　　　2m獲
一・さ′．ノ‘　′′　　′′　一／‥　ノ　′　、こ

所見　本跡には出上甘物がなく，時期判断が困難であるが，形状や鞍上の色調などから時期は中・近世と推定

される

一一一ll－2：引十…－…



第12号井戸跡（第208図）

位置　調査I区中央部のJ4g9区，低台地上の平坦部に立地している。

規模と形状　長径1・20m，短径1．05mの楕円形で，円筒状に掘り込まれているが，深さは1．20mほどである。

覆土　5層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック微量
2　黒　褐　色　ローム粒子少量

3　暗　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック少量

4　暗　褐　色　ロームブロック少量，粘土ブロック微量

5　灰　褐　色　粘土ブロック中量，ロームブロック少量

遺物出土状況　土師質土器片2点（小皿），陶器片2点（常滑片口鉢）が出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から13世紀前半と考えられる。

iⅧ 0　　　　　　1m

！　；　：

第208図　第12号井戸跡・出土遺物実測図

第12号井戸跡出土遣物観察表（第208図）

∈；主』。4

∈≡　‾‾プ
＼亡＿圭⊆∠

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

503土師質土器小皿7．91．9 石英・スコリア橙普通舶外面指オサエ後ナデ，底部内面指ナデ第5層下層100％PL58

504土師質土器小皿8．12．0 石英・雲訃スコリア橙普通底部外面指オサエ後ナデ，底部内面指ナデ第5層下層95％　PL58

505陶器片口鉢［31．0］［13．4］［14．5］礫・黒色粒子灰良好体部下端・底部外面回転へラ削り第5層上・中層10％常滑3・4型式

第15号井戸跡（第209図）

位置　調査I区北部のI4C5区，第7号掘立柱建物跡から約4m東，第10号掘立柱建物跡から約6m北の低

台地上の平坦部に立地している。

重複関係　　第16号井戸を掘り込んでいる。

規模と形状　長径1・60m，短径1．35mの不整楕円形で，円翻犬に掘り込まれ，深さは1．50mほどである。

覆土11層からなる。第1－3・11層はレンズ状の堆積状況を示した自然堆積であり，第4～10層はブロック

状の堆積状況を示した人為堆積である。全体的に締まりが弱い。

土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　黒　褐　色

4　褐　　　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

ローム粒子・炭化粒子微量

ロームブロック微量

ローム粒子微量

ロームブロック中量

ローム粒子少量

ロームブロック少量

7　褐　　　色　ロームブロック中量（第4層よりも明るい色調）

8　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

9　暗　褐　色　ロームブロック少量（第6層よりも明るい色調）

10　褐　　　色　ロームブロック多量

11褐　　　色　ロームブロック中量（第4・7層よりも締まり強い）

－240－



所見　本跡からは出土遺物がなく，時期判断が困難であるが，覆土の締まりが弱いことなどから，中・近世と

推定され，また位置関係から第7号掘立柱建物跡または第10号掘立柱建物跡に伴うものと想定される。

11

第209図　第15・16号井戸跡実測図

玉言責。－＞
0　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

第16号井戸跡（第209・210図）

位置　調査I区北部のI4C5区，第7号掘立柱建物跡から約3m東，第10号掘立柱建物跡から約6m北の低

台地上の平坦部に立地している。

重複関係　第15号井戸に掘り込まれている。

規模と形状　径1．30mほどの円形で，円筒状に掘り込まれ，深さは1．55mである。

覆土　7層からなり，どの層も締まりが弱い人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

4　暗　褐　色　ローム粒子中屋

5　褐　　　色　ロームブロック多量

6　暗　褐　色　ロームブロック少量
7　暗　褐　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片20点，須恵器片2点，土製品1点（紡錘車），鉄津1

点が出土しているが，いずれも細片で，混入したものと考えられる。

所見　本跡は，時期判断が困難であるが，覆土の締まりが弱く，中・近世の可

能性が考えられ，位置関係からは第7号掘立柱建物跡または第10号掘立柱建物

跡に伴うことが想定される。

第16号井戸跡出土遺物観察表（第210図）

第210図　第16号井戸跡

出土遺物実測図

番号 器　　 種 径 孔　 径 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

5 07 紡錘車 （5 ．1） （1．0） （1．0） （24 ．1） 土製 側面へラ削り，断面逆台形．胎土に長石・雲掛 パミス含む 第 1 層上層 5 0％

－241



第17号井戸跡（第211図）

位置　調査I区北部のI3d4区，低台地上の平坦部に立地している。

規模と形状　長径3．30m，短径3．00mの円形で，漏斗状に掘り込まれている。深さは2．30mほど掘り下げたが，

湧水のために下部の調査を断念した。

覆土10層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック中童

3　黒　褐　色　ロームブロック微量

4　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

5　暗　褐　色　ロームブロック少量

遣物出土状況　土師質土器片1点（小皿），

⑥　　、　五

6　極暗褐色　ロームブロック・炭化物微量
7　極暗褐色　ロームブロック微意

8　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量
9　暗　褐　色　ロームブロック微量

10　褐　灰　色　ローム粒子・粘土粒子少量

陶器片5点（古瀬戸線粕小皿1，常滑片口鉢片1，不明3），石器

「「二二了三二三

『≡ 多『。9

：∴1．

二
⊂］

第211図　第17号井戸跡・出土遺物実測図

〔⊃

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

0　　　　　　　　　　　　　10m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

＼＿

。－／‾
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2慮　自際齢　が出土している。また　土師器片蟻点と須恵器片　点　出土しているが　混入と考えられる。

所見　本跡の時期は言11上目器から1測二紀中葉から後葉と考えられる，

∴　′′ノ′　′　′．・　、・一月ノlノ：′こ′、′∴・・言・

番号 種別極 種日可器可底可 胎　 土 色　 調恒可＋ 手法の特徴＋ 恒土位置 備　　考

508 土腋土器i小皿 ・巨 日　 中 雲掛スコリア橙　 i普通恒楠左纏綿摘部繍旨ナデi穫土中 摘％

509
陥 檀 ［86車 9）恒 ト ス i覆土中 20％古瀬戸後

期後半　PL58

番号 器　　 楯 長　 さ 幅 卑　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　 徴　 i 出土位置
備　　 考

510 砥石 （4．3） 3．3 2。9 浮 。3：） 凝灰岩
砥離 面　　　　　　 i覆土中 i

5H 砥石 紅潮 ご．0 1．い （25。2ラ 凝灰岩
砥離 商　　　　　　 i覆土中 i

了　㍉、．．－・J‘で　言′ノ′・′く

二二　1－．ノ、－　′く　－　ノ　’′／′’、　ノ・ノく　つ　．，　ノ′　′一　部　　∴－．一、／′．

規模と形状　律1．25111ほどの円形で，ll描細こに据i）込まれ，深さは1．・1－0111ほどである、、．

覆豊　　層からなる。　0　層はレンズ状の堆積状況を嘉した自然堆積であるが撃　　e　層は締ま　が弱ら

人糾宜積と考えられる∴

土層解説

l　黒　田　色　U一一ムブ＝∴ソク少甘．旭日こ11′つ′・・炭化物微量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量

3　極暗褐色　ロームブロック少量，炭化材微量

1　暗　視　色　U－ム粒J’一中量

遺物出土状況　日柄器片9JIJ：（悪類主　須恵器片8

点（悪類上　磁器片1点（吉磁椀）が出上している、、

いずれも第1層から出上し．いずれも細片で図示で

きない、一・、

所見　本跡の出目二器はいずれも覆上目再からで，

細片のため明碓な時期判断は困難であるが，覆上の

状況や竜泉窯系の青磁出－が出上していることなどか

ら，時期は中世と推定される、、

海㊨　～

旦潜…￥

0　　　　　　　　　　　　　　2m

：　＿　　　　tl　　＿

第那　図　第摘号井戸跡実測図

第臓考井詳跡　第飢図）

位置　調査l区l呵部のJ2こ13区，第1（昌．用fi立柱建物跡から8111ほど西の低台地上の、上田部に立地している＿、

重複関係　第（う日月日朝亦を掘り込んでいる、＿、

規模と形状　長径2。43m，短径2。05cmの楕円形で　漏斗状に掘　込まれ　深さは。撒nnほど掘　下げたが，湧

水のために下部の調査を断念した。

覆土　6屑からなi主　レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である、、

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子0焼土粒子0炭化粒子微量　　　　　4　黒　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロックを焼土粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロックe焼土粒子か炭化物微量　　　　5　暗　褐　色　ロームブロック少量

3　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量　　　　　　6　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子8粘土ブロック少量

一一一一一一一1∵H3一一一一一



遺物出土状況　土師質土器片1点（小皿），磁器片1点（白磁椀皿類）が出土している。

所見　本跡は，位置関係から第16号掘立柱建物跡に伴う可能性も想定され，出土土器から時期は13世紀後葉か

ら14世紀前葉と考えられる。

旦18伽　　叫

し＼＿　∈豆

／　‾

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

第213図　第19号井戸跡・出土遺物実測図

第19号井戸跡出土遺物観察表（第213図）

‾甘クワー791

0　　　　　　　　　　　10cm

L＝　＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿　」

番号種　別 器　種口　径昔話　高底　径胎　　土 色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　考

718 土師質土器小皿 ［11．4］ 3．6 長石・石英・スコリア橙 普通底部内面一一方向指ナデ，底部外面指オサエ覆土中 35％

791
磁器

（白磁）
口禿皿 （1．3） 黒色粒子

灰白，透

明粕
堅緻口縁部内・外面ロクロナデ 鐙土中 5％

（4）土墳墓

当遺跡では，第208号土抗を除いてすべてが第2号堀の内側に位置しており，墓域を形成しているが，土墳

墓群の様相については「第4節　まとめ」で考察する。

なお，土墳墓については，骨片や副葬品（古銭，煙管等），五輪塔などの石塔が出土している土坑を取り扱っ

た。また，それら出土遣物がないものであっても，人為堆積で形状が楕円形・円形・隅丸方形・隅丸長方形な

どの土坑は土墳墓として，ここで記載する。

第9号土境（第214図）

位置　調査I区東部のL5a3区，南東に横やかに傾斜した斜面に立地している。

重複関係　第21号住居跡・第4号溝・第90号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長径2・60m，短径0・87mの長方形で，長軸方向はN－450－Wである。深さは40cmほどあり，底

面は平坦で，壁はほぼ直立している。

覆土　7層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。
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土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック中畳，焼土粒子の炭化粒子少最
2　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量

3　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　暗　褐　色　焼土粒子少量，ロームブロックの炭化粒子微量

5　暗　褐　色　ロームブロックの廃土粒子か炭化粒子機運

6　黒　褐　色　ローム粒子の焼土粒子の炭化粒子微量

7　暗　褐　色　ロームブロック少量

遺物出藍状況　土師質土器片l点（内耳土器）が出土している。

所農　本跡の埋葬形態は，遺構の形状から臥屈葬と推定され芦　路世紀後半の第4号溝を掘り込んでいることと

出土土器などから　時期は膵世紀前葉と考えられる。

勘　　　　　C〕！

tJ　　慧
2m

l　－ノ　　　　　　＿　－＿＿＿＿　　＿　＿　＿

第割　図　第　号土壌⑳出土遺物実測図

第9号土壌出土遺物観察表（第214回）

‾「溜琵
0　　　　　　　　　　　10cm
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番号 楯　 別 器　 種 口 可 凍 高 底　 径 胎　　 士 色　　 調 焼成 手　法　 の　特　徴 出土位置 備　　 考

524 土師質土器 内耳土器
巨 5・4）

－ 石英受母・スコリア にぷい褐 普通 耳部張り付け後ナデ 覆土中 5％

第臓号豊壌（第215囲）

位置　調査I区東部のK5拍区，南東に緩やかに傾斜した斜面に立地している。

第別　図　第10号土壌◎出土遺物実測図
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重複関係　第21号住居跡を掘り込み，第40号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長径0．84m，短径0．53mの不整楕円形で，長径方向はN－520－Eである。深さは10cmほどであ

り，底面は皿状を呈し，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　覆土が薄く単一層であるが，締まりが弱く人為堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　石塔2点（五輪塔空風輪）が出土している。また，混入した土師器片36点も出土している。

所見　本跡の時期は，17世紀前半の第40号土坑に掘り込まれていることから，17世紀前半以前と考えられる。

第10号土壌出土遺物観察表（第215図）

番 号 器　　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考

5 25 五 輪 塔 （19 ．5 ） 16 ．9 13 ．0 （5 28 0 ） 花 崗 岩 空 風 輪 ， 風 輪 下 部 欠 損 下 層

5 26 五 輪 塔 （20 ．0 ） 15 ．8 （8 』） （2 39 0 ） 花 崗 岩 空 風 輪 の －、一部 下 層

第11号土壌（第216図）

位置　調査I区東部のK5j4区，南東に緩やかに傾斜した斜面に立地している。

重複関係　第21号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長径1．30m，短径0．95mの不整楕円形で，長径方向はN－51。－Eである。深さは30cmほどで，

底面は皿状を里し，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　5層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　褐　　　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量，焼土粒子微量　　4　暗　褐　色　ローム粒子少最，炭化粒子微量

2　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量　　5　暗　褐　色　ローム粒子中屋，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　古銭6点（卓L元重宝，開元通宝，皇宋通宝，至和通宝，治平通宝，淳祐元豊）と骨片が出土し

ている。また，混入した土師器片15点が出土している。

0　　　　　1m

呈　；」

第216図　第11号土壌・出土遺物実測図
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所農　本跡の埋葬形態は芦　遺構の形状から臥屈葬と推定される。副葬銭の大半が北宋銭で豊永通宝を含まない

ことや周囲の土墳墓群との関連性から　時期は蟻世紀後半から膵世紀前葉の間と考えられる。

．　ノ　ー′　　、；∴‘：′＼′、　∴′　　て

番号 銭　　 名 径 孔　 幅 重　量 初鋳年 廿　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出士位置 備　　 考

527 治平通宝 2．3 私議 3。2 1064 銅 北宋銭．無昔銭 底面 PL68

528 車L元重工 2。2
巨 6

2．6 758 銅 出銭、無晋銭 吠面 PL68

529 皇宋通宝 24 い．丁 3牒 1038 銅 北末技，無骨銭 底面 PL猶

530 淳祐元宝 2。4 0。5 2．9 ユノ2射 銅 商宋銭普　無背銭，模鋳銭か 底面 PL68

53ユ 至和通宝 2．4 0．7 2．9 ヱ054 銅 北宋銭，無晋銭 吠面 PL68

532 問元通工 2。5 O．り 2．6 9瞞 銅 南中銭，無骨銭 底面 ㌘L68

一一　　一　　　‥′　　くい

′　　′て　　　′・：＼　∴　ノく　　、’　′‥／′ノ　′－！－　．二　　　　、・′　　′．

・　1・′　　ニノノ　　　　　′　∴′　‥　　　　　二、　　′ノ′・　＼　　　　　　　ノ　　　　ー、、・

底面はlllL状を皇し，畔は外傾して立ち上が／＿〕ている、

覆土　柄層からなり，プロ、ソク状の堆積状況を′」こした人鋸帖Iiで

ある。

土層解説

l　黒　出　色Ilトーム粒J’一少量

2　黒　褐　色　ロームブロック少義

3　黒　褐　色　ロームブロック少義男　炭化粒チ徽鼠

4　暗　褐　色　ロ…ム粒子中凱　旋化粒子微量

5　暗　褐　色　ロームブロック少量

6　褐　　　色　ロ…ムブロック中量

遺物出土状況　′l■川‘2点が出上している

所見　本跡の理井形態は言封廿の彬状から伸展葬または臥屈葬と

′　′′　′′ノ　　　　　　′　′一　′　！′　　　・－・′、一J　　′ノノ′′　　　ノ′ノ

捏舶洋と同時jU拉）1（刷紀後半から18世紀前半の間と推定される．

㌔』藍憲
′　　‥、ノ　　・′．・ノ

、　　　一　　′　′・、．く・

位置　調査　区東部の監5路区　南東に緩やかに傾斜した斜面に立地して齢る。

重複関係　第2号1日吉朗二・第8圭子上坑を握り込んでいる

一、・′：ノ　　　　′　　　　　　′′　　　　′ノ　ー　　三、　　′ノ　′　　、

′ノ　　　　　′　′　ノ　　　　ー　　　、　　　ノ　　　　　′

畔は外伸して立ち上がっている

覆土　1層からなり。プロ、ソク状の堆積状況を′」こした人糾侶量で

ある。

土層解説

1　暗　褐　色　ロふ∵ムブロックを炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少還

4　暗　褐　色　ローム粒子少巌

二月7
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所見　本跡の埋葬形態は，遺構の形状から臥屈葬と推定される。出土遣物はなく，時期判断は困難であるが，

周辺の土墳墓群と同時期の16世紀後半から18世紀前半の間と推定される。

第17号土壌（第219図）

位置　調査I区東部のL5b4区，南東に横やかに傾斜した斜面に立地している。

重複関係　第10号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長径2．10m，短径1．05mの楕円形で，長径方向はN－50－Wである。深さは40cmほどで，底面

は皿状を呈し，壁は外傾して立ち上がっている。

0　　　　　　1m
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第219図　第17号土塀・出土遺物実測図
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覆土　4層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック・骨片微量　　　　　　　　　3　暗　褐　色　ローム粒子少量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，骨片微量　　　　　　　　　4　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

遣物出立状況　土師質土器片4点（小皿3，香炉1），陶器片1点（志野丸皿），石塔1点（五輪塔），古銭12

点（寛永通宝）と骨片が出土している。

所見　本跡の埋葬形態は，遺構の形状から伸展葬と推定される。副葬銭がすべて古寛永であることや出土土器

などから，時期は17世紀中葉と考えられる。

第17号土壌出土遺物観察表（第219図）

番号 種　 別 器　 楯 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位 置 備　　 考

5 33
土 師質

土　 器
小 皿 8．7 2 ．4 4 ．6

長石 ・雲母・

スコリア
橙 普通

底部外面左 回転 糸切 り，底部

内面 ロクロナデ
南部中層 1 00％ P L 58

5 34
土師質

土　 器
小皿 7 ．9 1．5 4 ．3

雲母 ・スコ

リア
赤 褐 普通

底部外面左 回転糸切 り，底部

内面ロ クロナデ 南 部上層 60％

53 5
土師質

土　 器
小皿 6 ．6 2．6 3 ．2

スコ リア ・

パ ミス
灰 普通 底部外 面左 回転糸切 り 南部 中層 100％　 ター

ル付着 P L 58

53 6
土師質

土　 器
香炉 ［10．6］ （2 諸） －

雲母 ・スコ

リア
橙 普通

目線部及 び体 部内 ・外面 ロク

ロナデ，外 面円形の印文
南部上層 5 ％

5 37 陶器 丸皿 － （2 ．4） － 石英
明褐灰，

長石粕
普通
目線部及 び体 部内 ・外面 ロク

ロナデ
覆土中

5 ％　 P L 58

灰志野

番号 銭　　 名 径 孔　 幅 重　 量 初鋳年 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出土位 置 備　　 考

53 8 寛永通宝 2．4 0 ．5 4．0 16 36 鋼 古 寛永，無背銭 ，銅 ヶ一一一一一一文銭 南部 中層 P L 68

53 9 寛永通宝 2．4－ 0 ．5 3．0 1 63 6 銅 古 寛永，無背銭，銅 一一文銭 南部 中層 P L （う8

54 0 寛永通宝 2．3 0．5 3 ．7 1 63 6 銅 古寛 永，無背銭，銅…み一文銭 南部中層 P L 6 8

5 4 1 寛永通宝 2 ．4 0．6 3 ．7 16 3 6 銅 古寛永 ，無背銭，銅一文銭 南部中層 P L 6 8

5 42 寛永通宝 2 ．4 0．6 3 ．3 16 36 銅 古寛永 ，無背銭，鋼一・一文銭 南 部中層 P L 6 8

54 3 寛永 通宝 2 ．5 0 ．6 2．7 16 36 銅 古寛永 ，無背銭 ，鋼一・一文銭 南 部中層 P L 68

54 4 寛永通宝 2．5 0 ．6 2．8 16 36 銅 古寛永，無背銭 ，銅 F－′′・・”一文銭 南部 下層 P L 68

54 5 寛永通宝 2．5 0 ．5 3．3 163 6 銅 古 寛永，無背銭 ，銅 一文銭 南部下層 P L 68

54 6 寛永通宝 2．4 0 ．5 3．2 1 63 6 鋼 古 寛永，無背銭 ，銅一一一一一一一・一文銭 南部下層 P L 68

54 7 寛永通宝 2．5 0．5 3 ．6 1 63 6 銅 古寛 永，無音銭，鋼一一一一一一一一一一文銭 南部下層 P L 6 8

5 48 寛永通宝 2 ．4 0．5 3 ．2 16 3 6 銅 古寛永 ，無背銭，銅一文銭 南部下層 P L 6 8

54 9 寛永 通宝 2 ．4 0．5 2．9 16 36 銅 古寛永 ，無背銭，銅一文銭 南 部下層 P L 6 8

第臓号豊壌（第220回）

位置　調査I区東部のL5b5区，南東に緩やかに傾斜した斜面に立地している。

重複関係　第14号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長径1・07m，短径0・74mの楕円形で，長径方向はN－680－Wである。深さは20cmほどで，底面

は北東に傾斜し，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　5層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック微量

4　暗　褐　色　ロームブロック少量

5　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

遺物出土状況　有製品5点（数珠工）と人骨1つ本が出上している
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所見　本跡の埋葬形態は，頭位を北西に体を南西に向けた横臥屈葬である。本跡に伴う出土土器がないため時

期判断は困難であるが，遺構の形状から周辺の墓墳群と同時期の16世紀後半から18世紀前半の間と推定される。

；；
毎示
す18・6m　2　1

‾「専戸‾　』±∃m

第220図　第19号土壌・出土遺物実測図

第19号土壌出土遺物観察表（第220図）
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番号・器　　種長　さ幅孔　径重　量材　　質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置備　　考

554数珠玉1．1 1．2 0．2 1．8 水晶外面研磨 下層 100％

555数珠玉1．1 1．2 0．2 2．1 水晶外面研磨 下層 100％

556数珠玉0．9 1．1 0．2 1．5 水晶外面研磨 下層 100％

557数珠玉1．0 1．0 0．2 1．1 水晶外面研磨 下層 100％

558数珠玉0．9 1．1 0．2 2．0 水晶外面研磨 下層 100％

第20A号土壌（第221・222図）

位置　調査I区東部のL5b5区，南東に緩やかに傾斜した斜面に立地している○

重複関係　第14号住居跡・第20B号土壌・第4号溝を掘り込み，第55号土壌に掘り込まれている。

規模と形状　推定長径1．55m，短径1．20mで楕円形と推定され，長径方向はN－200－Wである。深さは30cm

ほどで，底面は皿状を呈し，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　4層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子少量，骨片微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量，骨片微量

第221図　第20A・20B・55号土壌実測図

3　暗　褐　色　ロームブロック・骨片少量

4　褐　　　色　ロームブロック中量
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遺物出土状況　土師質土器片3点（小皿），陶器片1点（常滑嚢），石塔2点（五輪塔空風輪），古銭11点（寛

永通宝）と骨片が出土している。

所見　本跡の埋葬形態は，遺構の形状から臥屈葬と推定される。副葬銭が古寛永に文銭が混じる状況であるこ

とと出土土器から，時期は17世紀後葉と考えられる。

＼＝匡珂59

0　　　　　　5cm

［二　「二∃

第222図　第20A号土壌出土遺物実測図
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第鋼Å号土壌出土遺物観察表　第霊園）

番号　 種　 別 器　 種 口 径 i 器 高 ！底 径 i 生 ノ つ 色　 軒 舶 手　 法　 の　 特　 徴 出十位置 備　　 考

559　 土師質土器 小皿 ・ 巨 畑　 中 長石スコリア 橙　　 普通
底部内面ロタロナデ 底面 川0㌦ PL 諏

5翻　 土師質土器 小皿
の　 巨 日　 中 長石　　 橙　　 普通

底部両面 H ケU ナデ 底面 ＝巾㌦ P L 諏

番号　 器　　 種 長　 さ 幅 卑　 さ 重　 量 廿　　 賞 特　　　　　　　　　 徴 出士位 置 備　　 考

5 62　　 五輪塔 3 0。2 劉お 3 18諸 18 0 00 花崗岩 空風 輪 下層 P L 6 6

5 63　　 五輪塔 2 2。7 15 ．7 15。7 8 0 30 花崗岩 空風輪 下層 P L 6 6

番号 銭　 可　 径 孔　 帖 重　 量 初鋳隼 i 材　 質
特　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

5 64 2 。5 0．6 3 。4 蟻罰　　　　 銅 古 寛永 プ　無音銭，銅一文銭 卜層 P L 68

5 65
竃永通宝 「 m

り．う ！．り 蟻罰　　　　 銅 i古竃永 芦無背銭，銅一文銭
下層 P L 68

5 66 鴬永 通宝　　 2 ．5 0。5 ∴．り 蟻捕　　　　 銅 文銭，銅 一文銭 下層 P L 6 9

56 7 2。5 私諸 3．0 蟻柑　　　　 銅 文銭ラ　銅一 文銭 卜層 P L 6 9

56 8
寛永通宝 い さ3

私牒 3．4 蟻罰　　　　 銅 古寛永，無背銭 ，鋼 一文銭 下層 P L 6 9

5 6 9 2。5 い．う 3識 蟻瞞　　　　 銅 文銭ラ　銅一文銭，布付着 ；
P L 69

5 70 2 4 0 ．5 3 1 蟻部　　　　 銅 古 寛永，無背銭，銅一文銭 下層 P L 69

5 7 1 2 4 0．5 3 ．5 蟻罰　　　　 銅 古寛永 ，無背銭，鋼一文銭 P L 69

5 72 2 ．4 O．う 3．4 摘罰　　　　 銅 古寛永 ，無背 銭夕　鋼一一一一一一一一一文銭 下層 P L 6 9

57 3 2。4 0 サ5 3。3 蟻罰　　　　 銅 古寛永筆　無音銭 ，銅 一文銭 下層 P L 6 9

57 4
寛永通宝 い せ4

0 ．1 3ゆ3
相中　 銅

古寛永 9　無背儲∴　飾「一文銭 下層 P L 6 9

t　さ　　　　′　　／′′ノ　く

－　′　　く′、　′′　、　　く　　　　　∴ノノ′ノ　：、′　　，：、　　　′∴　　　／

’‥予　∴　′′・＿・‥「∴・、、　′・∫‥ノ　ノ＼ん　′　′・、一・J　工′・・、′．．　、、′′．

ご′一　三二一‘∴′　′／工；く′－∴・・、　・ニて＼十・：のい．一　一上∴．！声　、f′・′、、＼′、．、＼、′′ノ′′ノ　主′

．、’二　、・．　、・・′、∵・　　・′与、′・＿．∵・′‘．′′　ノ　∴　′′）

一．・　　ノJ　′ノ　∴　　　‾ノ　　′ソ、′、ソノー′　′、′∴　′′　　′′一　ノ、ノー．・一、’′了．

土層解説

蓬　暗　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　骨片が出上している＿

？　出　　　色　「トー∴1ニIt′守中量

ノ＼十！二　二　了∴こ　∴　ノ′つ、′′　ノノ、・‥シー．′　′　ら　　　　ノ．．、′‥　∴ノ　　′　ノー、・・′　′、

れていることから言甘期は17世紀後葉以前と考えられる

．ノ　∴、．一　．ノ′㍉、、く

÷　′了＼　′ぐ　　　′∴　　′　！　　′、言一、ノ7：・、・′∴　′一∴、一°　　、・　　　′′．

′∴　′′、′　∴、＼ニ′　′　′　′　′一　　　′　′．　′j

・三　　　′て　　′、　∴、、、・了、′′．言一、　∴′′′　．＼，、　∴ト′J′．′．、ノ　二′．こ　　・

はIllL状を皇L，隼は外傾して立ち上がノ＿）ている

種豊　　層からな娠　プロッタ状の堆積状況を示したÅ為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量

3　暗　褐　色　ロームブロック多量

4　暗　褐　色　ローム路子中農

1　疇　出　色　U－∴粒√′日工，炭化位自微量

6　暗　褐　色　ロームブロック少乳　炭化粒子微量

1－　252－…・－V



遺物出土状況　古銭1点（寛永通宝）

と人骨1体が出土している。人骨は頭

部を北西に向けて，屈葬された状態で

出土している。

所見　本跡の埋葬形態は，頭位を北西

に向けた臥屈層である。17世紀後葉の

第58・95号土壌を掘り込んでいること

から，時期は17世紀複葉以降と考えら

れる。

第21号土壌出土遺物観察表（第223図）

第223図　第21号土塀・出土遺物実測図

0　　　　　　　　3m

L＿＿＿＿」　　」

番号銭　　名径孔　幅重　量初鋳年材　　質特　　　　　　　　　徴出土位置備　　考

575寛永通宝2．40．62．51636 銅古寛永，無背銭，銅一文銭 下層PL69

第22号土壌（第224図）

位置　調査I区東部のL5C5区，南東に緩やかに

傾斜した斜面に立地している。

重複関係　第4号溝を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸2．12m，短軸0．86mの隅丸長方形

で，長軸方向はN－58。－Wである。深さは40cmで

あり，底面はほぼ平坦で，壁は外傾して立ち上がっ

ている。

覆土　5層からなり，ブロック状の堆積状況を示し

た人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

4　暗　褐　色　ローム粒子中量

5　暗　褐　色　ローム粒子少量

遺物出土状況　土師質土器片1点（小皿），陶器片

2点（瀬戸・美濃天目茶碗1，椀類1），鉄器2点

（釘），古銭1点（寛永通宝）と人骨1体が出土し

ている。

舗旦
‾し＿＿′

0　　　　　　1m

：　；　：

0　　　　　　　　3cm

：　；　：

第224図　第22号土塀・出土遺物実測図

所見　本跡の埋葬形態は，頭位を北西に向けた伸展葬である。釘が出土していることから，棺が使用されたと

考えられる。出土土器が細片ではあるが，副葬銭などから時期は18世紀前半と考えられる。

第22号土塀出土遺物観察表（第224図）

番号 銭　　 名 径 孔　 幅 重　 量 初鋳年 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出土位 置 備　　 考

5 76 寛永通宝 2．3 0 ．7 1．7 169 7 銅 新 寛永，無背銭 ，鋼一文銭 覆土 中 P L 70
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第23号土壌（第225図）

⑥　－鳩が

ヽJ 0　　　　　　1m

：；　：

二＿ 二二二∴

10Crn

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

第225図　第23号土塀・出土遺物実測図

第23号土塀出土遺物観察表（第225図）

位置　調査I区東部のL5C6区，南東に緩やかに傾斜した斜面

に立地している。

規模と形状　長軸1．30m，短軸0．92mの隅丸長方形で，長軸方向

はN－350－Eである。深さは53cmであり，底面は皿状を皇し，

南東壁がほぼ直立し，他は外傾して立ち上がっている。

覆土　5層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積で

ある。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量

4　暗　褐　色　ロームブロック中量

5　黒　褐　色　ロームブロック中墓，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師質土器片1点（小皿），陶器片1点（瀬戸・

美濃系瓶類），石製品9点（五輪塔片4，他5）と骨片が出土し

ている。

所見　本跡は，形状から遺体を座棺に納めて埋葬したことが想定

される。出土土器から時期は17世紀前半と考えられる。

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

57 7 土師質土器 小皿 8 ．2 2．1 4．8 長石・石英りくミス 明赤褐 普通 口緑部及び体部内・外面ロクロナデ 覆土中 6 0％

57 8 陶器 瓶類 － （3，4） ［1 0．4］
石英 ・黒色粒

子 ・パミス

灰黄，鉄

粕
良好
底部 回転 へラ削 り ・指頭痕，

底部内面 ロ クロナデ
覆土中

10％

瀬戸 ・美濃

第24号土壌（第226図）

位置　調査I区東部のL5C6区，南東に緩やかに傾斜した斜面に立地している。

重複関係　第4号溝を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸1．47m，短軸1．40mの隅丸方形で，長軸方向はN－300－Eである。深さは64cmで，底面は

皿状を皇し，壁はほぼ直立している。

覆土　6層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中量，骨片微量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量，骨片微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量，骨片微量

4　暗　褐　色　ローム粒子少量，骨片微呈

5　黒　褐　色　ロームブロック・骨片微量

6　褐　　　色　ローム粒子中量

遺物出土状況　土師質土器片1点（小皿），陶器片2点（瀬戸・美濃捨鉢，他），磁器1点（染付瓶類），鉄器

6点（釘5，刀子1），石塔1点（五輪塔片）と骨片が出土している。

所見　本跡の埋葬形態は，遺構の形状と骨片や釘の出土状況から，方形棺使用による座葬と考えられる。出土
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土器から時期は17世紀後半と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

第226回　第24号土壌・出土遺物実測図

第24号土壌出土遺物観察表（第226図）

く＝［詔79

l‾∴‾二
！　　I

＿二　二こここ．／＝

ロ　　　ロ5糾
583

0　　　　　　　　　　　　　10m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

579土師質土器′上皿［7．0］（2．2） 長石・スコリア橙普通H縁部及び休部朴外面ロクロナデ覆土中25％

番号器　　種長　さ幅厚　さ重　意材　　質 特　　　　　　　　　　 徴 出土位置備　　考

580釘（2．3）1．0 0．4（1．0）鉄角釘，先端部折れ曲がる 覆土中

581釘（4．7）0．5 0．4（1．7）鉄角釘 西壁際上層PL67

582釘（3．4）0．7 0．3（2．0）鉄角釘，先端部折れ曲がる 北壁際上層PL67

583釘（4．6）0．9 0．9（6．8）鉄角釘，先端部折れ曲がる，木質付着中央部下層PL67

584刀子（6．2）1．5 0．5（6．7）鉄関あり，切先・茎部欠損 北壁際上層PL67

585釘（5．2）2．20．3（6．0）鉄角釘，木質付着 西壁際上層PL67

第25号土墳（第227図）

位置　調査I区東部のL5d6区，南東に緩やかに傾斜した斜面に立地している。

重複関係　第4号溝を掘り込んでいる。

規模と形状　長径1．65m，短径0．80mの楕円形で，長径方向はN－56。－Wである。深さは30cmで，底面は皿

状を里し，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　2層からなる。レンズ状の堆積状況を示しているが締まり

が弱く，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子少量

遺物出土状況　土師質土器片1点（小皿），磁器片2点（染付皿

類），石塔15点（五輪塔風輪1，五輪塔地輪1，他13）が出土し

ている。いずれも細片で図示できるものはない。

⑥　）線

上◎－
．旦＿18．4m

0　　　　　　1m

：　；　：

所見　本跡の埋葬形態は，遺構の形状から臥屈葬と推定される0　第227図　第25号土壌実測図

出土土器が細片のため，明確な時期判断は困難であるが，時期は
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17世紀代と推定される。

第26号土壌（第228図）

位置　調査I区東部のL5b6区，南東に緩やかに傾斜した斜面に立地している。

重複関係　第13号住居跡，第58・95号土塀，第4号溝を掘り込んでいる。

規模と形状　長径1．40m，短径1．12mの不整楕円形で，長径方向はN－380－Eである。深さは56cmで，底面

はほぼ平坦と推定され，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　3層からなる。レンズ状の堆積状況を示しているが締まりが弱く，人為堆積と考えられる。

∈；∈ヲ586
0　　　　　　5cm

：　i l

紅

0　　　　　　1m

：　；　！

£87品8冨聞9
0　　　　　　　　2cm

l　　；　：

第228図　第26号土壌・出土遺物実測図
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土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遣物出藍状況　土師質土器片6点（小皿），陶器片1点（三足盤），石製品3点（飾り玉），石塔片2点（五輪

塔空風輪，他），銅製品1点（煙管吸口），古銭9点（寛永通宝）と人骨が出土している。

所凰　本跡の埋葬形態は，遺構の形状と人骨の出土状況から臥屈葬と推定される。時期は，副葬銭が古寛永に

文銭と新寛永が混じる状況であることや出土土器から，時期は18世紀前葉と考えられる。

第26号土壌出土遺物観察表（第228図）

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

586
土師質

土　 器
小皿 ［8 ．2］ （2．4） －

雲母 ・スコ

リア
明赤褐 普通

口縁部及び体部内 ・外面，底

部内面ロクロナデ
下層 50％

番号 器　　 種 長　 さ 幅 孔　 径 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

587 飾 り玉 0 ．9 0 ．9 0 ．15 1 ．08 水 晶 l球 形 中層 巨 0 0％

5 88 飾 り玉 0 ．9 0 ．6 0 ．2 0 0 ．46 水 晶 茄 子 形 中層 10 0 ％

5 89 飾 り玉 0 ．5 0 ．5 0 ．15 0 ．20 水 晶 球 形 中層 10 0％

番 号 器　　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

59 0 五 輪 塔 2 8．9 19 ．3 16 ．1 12 70 花 崗 岩 空 風輪 中層 P L 6 7

番 号 銭　　 名 径 孔　 幅 重　 量 初 鋳年 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

59 1 寛 永 通 宝 2．4 0 ．6 3 ．0 16 9 7 銅 新 寛 永 ，無背銭，銅 p一一一′一一文銭 中層 P L 7 0

59 2 寛 永 通 宝 2．5 0 ．6 3 ．7 16 9 7 銅 薪 寛 永 ，無背銭，銅一一一一文銭 中層 P L 7 0

5 93 寛 永 通 宝 2 ．5 0 ．6 3 ．6 16 36 銅 古 寛 永 ，無背銭，銅一文銭 中層 P L 6 9

5 94 寛 永 通 宝 2 ．4 0 ．5 3 ．1 16 36 銅 古 寛 永 ，無 背銭，銅一一文銭 下層 P L 69

5 95 寛 永 通 宝 2 ．4 0 ．5 3 ．0 16 36 銅 古 寛 永 ，無背銭 ，銅一一み一文銭 下層 P L 69

5 96 寛 永 通 宝 2 ．4 0 ．6 2 ．6 16 36 銅 古 寛 永 ，無背銭 ，銅…一文銭 下層 P L 69

59 7 寛 永 通 宝 2 ．5 0 ．5 3 ．4 16 36 銅 古 寛 永 ，無背銭 ，銅 一文銭 下層 P L 69

59 8 寛 永 通 宝 2．5 0 ．5 3 ．5 1 63 6 鋼 古 寛 永 ，無背銭，銅 一文銭 下層 P L 6 9

59 9 寛 永 通 宝 2．5 0 ．5 3 ．4 1 63 6 銅 古 寛 永 ，無背銭，銅一文銭 下層 P L 6 9

第2ア考豊壌（第229図）

位置　調査I区東部のK5j5区，南東に緩やかに傾斜した斜面に立地している。

規模と形状　長軸1．12m，短軸0・83mの隅丸長方形で，長軸方向はN一射0－Eである。深さは50cmほどで，

底面は南東にやや傾斜を示し，壁は外傾して立ち上がっている。

覆丑こ　6層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　褐　　　色

6　暗　褐　色

ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
ロームブロックe焼土粒子少量

ロームブロック・炭化粒子少量，骨片微量

ローム粒子中量，炭化粒子少量

ローム粒子・炭化粒子少量，骨片微量

遺物出土状況　骨片・歯が出上している、、

所見　本跡の埋葬形態は，歯の出土位置から見て，頭位を北東に向けた

臥屈葬と考えられる。出土土器がないため時期判断は困難であるが，遺

一一一一一一一一一一一一2571一一一一一
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第229図　第27号土壌実測図
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構の形状から周辺の土墳墓群と同時期の16世紀後半から18世紀前半の間と推定される。

第28号豊壌（第230図）

位置　調査I区東部のK5h4区，南東に緩やかに傾斜した斜面に立地している。

重複関係　第1号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長径1．17m，短径0．90mの楕円形で，長径方向はN－180－Wである。深さは30cmほどであり，

底面はほぼ平坦で，壁はほぼ直立している。

覆土　8層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

ぐり
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第23の図　第28号土壌実測図

0　　　　　　1m

土層解説

1　黒　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
2　黒　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
5　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
6　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

7　暗　褐　色　ローム粒子少量

8　褐　　　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　上師質十器片1点（小111L主　石塔2点（五輪塔空

風輪，五輪塔火輪）が出土している。

所見　本跡の埋葬形態は，遺構の形状から臥屈葬と想定される。

出土土器が細片で時期判断が困難であるが，周囲の士墳墓群と同

時期の16世紀後半から18世紀前半の間と推定される。

第29号豊壌（第231図）

位置　調査I区東部のK5g4区，南東に緩やかに傾斜した斜面に立地している。

重複関係　第1号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長径L25m，短径0．92mの楕円形で，長径方向はN－590－Wである。深さは40cmほどであり，

底面はほぼ平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　5層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

旦「
∈

〇〇
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司

Ln

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

3　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子・骨片・歯微量

4　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子・骨片微量
5　暗　褐　色　ロームブロック中鼠　炭化粒子微量

遺物出土状況　陶器片1点（天目茶碗上　石塔1点（五輪塔水輪）と骨片・

歯が出土している。

所見　本跡の埋葬形態は，遺構の形状から臥屈葬と推定されるが，骨片や

』藍表m歯の出土位置から座葬の可能性も考えられ誹断Lがたい。出土土器が細
0

第23欄　第29号土壌実測図　片で時期判断は困難であるが，周囲の土墳墓群と同時期の1紺紀後半から

18世紀前半の間と推定される。

第3の考豊壌（第232図）

位置　調査I区東部のK5g7区，南東に緩やかに傾斜した斜面に立地している。
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は皿状を皇し，唯は緩やかに傾斜して立ち上がノ）ている＿

穫豊　2層からなる。覆土が薄く堆積状況の判断は困難であるが撃　締ま

りが弱く，人糾軒債と考えられる一

土層解説
ユ　黒　褐　色　ロームブロックさ焼土粒子少量プ　骨片微量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　ノIl川‘が出上している

所見　本跡の厘葬形態は，遺構の形状から臥屈葬と推定される、出トト

⑥七g70Slm

二＿＿＿＿二二Il‥l∴
・′′ノ、′言　目上∴、・′、、：．．、ニ読′ノ、二両ソJ号′、信川中ら・ノ・㍉言－、了ノ　　、＼　＼ノ　こ　‥＿∵

同時期の1（用事妃後半から接世紀前半の間と推定される 第鋼図　第渕号土壌実測図

二．、三　二　．ニ・工了言．、く

位置　調査I区東部のIJ5こ15区．南東に緩やかに傾斜した斜I的二立地している．

重複関係　第1事月日l朋亦を握り込んでいる

規模と形状　長軸上（＿）5111，短軸油．80111の長方形で，長軸方向はN－32°、

－1三である　深さは：mmlほどであり．底面はほぼ、上田で，壁はほぼ直立

している

覆土　有村からなり∴プロ、ソク状の堆積状況を示した人為堆積である．

土層解説

ユ　暗　褐　色　ロームブロック少数　焼土粒子e炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子中農，炭化凝子微量

所見　本跡の理葬形態は，遺構の形状から座葬または臥屈葬と推定され

る．つ旧二遣物がなく，時期判断が困雉であるが．遺構の形状から周囲の

日墳墓群と同時期の1（川摘己後半から18世紀前半と推定される、、．

第鍼考豊壌　第2鍼図）

位置　調査I区東部のL：言18区言海束に緩

やかに傾斜した斜面に立地している、

重複関係　第7（肯上坑を握り込んでいる、一、、

規模と形状　長軸2．81111，短軸1．00mの長方

形で，長軸方向はN－：接し．、－Ⅵ’である　深さ

は55clllほどであり，底面はほぼ平川で、壁は

ほぼ直立している一一、

覆‥土13層からなi主　プロ、ソク状の堆積状況

を示した人為堆積である、，

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化載子微量

旦18．6。1
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工、

ノー

0　　　　　　1m
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窮朋図　第別号土壌実測図

可

第23魂固　第34号土壌実測図
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3　褐　　　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量　　9　暗　褐　色　ロームブロック微量
4　褐　　　色　ロームブロック中還，焼土粒子・炭化粒子少量

5　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

6　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量

7　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

8　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

10　褐　　　色　ロームブロック多量，炭化粒子少量

11暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

12　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

13　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

所見　本跡の埋葬形態は，遺構の形状から伸展葬と推定される。出土遺物がなく，時期判断は困難であるが，

隣接する第22号土塀と形状が似ていることから，ほぼ同時期の18世紀前半と推定される。

第36号土蠣（第235図）

位置　調査I区の東部K5j3区，南東に緩やかに傾斜した斜面に立地している。

重複関係　第21号住居跡，第57・203号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長径0・87m，短径0・70mの楕円形で，長径方向はN－42。－Eである。深さは30cmほどであり，

底面は皿状を里し，壁はほぼ直立している。

覆土　3層からなる。ブロック状の堆積状況を示してないが，締まりが弱いことから人為堆積と考えられる。

土層解説

1褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・骨片微量　　3　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・骨片微量

2　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　古銭6点（開元通宝，治平通宝，元豊通宝，元祐通宝，淳憮元宝，不明）と骨片が出土してい

る。

所見　本跡の埋葬形態は，遺構の形状から臥屈葬と推定される。副葬銭の大半が北宋銭で寛永通宝を含まない

ことと，周囲の土墳墓群との関連性から，時期は16世紀後半から17世紀前葉の間と考えられる。

。て：－／l

B＋設‖嵩つ霊

廿』∃m◎
第235図　第36号土塀・出土遺物実測図

第36号土塀出土遺物観察表（第235図）

0　　　　　　　　3cm

：　；　：

番号銭　　名径孔　幅重　量初鋳年材　　質 特　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　考

601元豊通宝2．4 0．6 3．3 1078 銅 北宋銭，無背銭 西部下層 PL68

602盲台平元宝2．4 0．6 2．1 1064 鋼 北宋銭，無背銭 西部下層 PL68

603 不明 2．3 0．6 3．0 銅 北宋銭か，無背銭 西部下層 PL68

604開元通宝2．4 0．7 3．1 960 銅 南唐銭か，無背銭 西部下層 PL68
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番号 銭　　 名 径 孔　 幅 重　 量 初鋳年 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

605 元祐通宝 2，4 0 ．7 3．0 10 86 銅 北宋 銭，無背銭 西部下層 PL 6 8

60 6 淳鷹元宝 2．4 0 ．6 3 ．7 11 74 銅 南宋銭 ，背十四，118 7年鋳 造 西部下層 PL 68

第37A号土壊（第236図）

位置　調査I区東部のL5a2区，南東に緩やかに

傾斜した斜面に立地している。

重複関係　第37B号土塀・第4号溝を掘り込んでい

る。

規模と形状　長径1．25m，短径0．87mの楕円形で，

長径方向はN－470－Eである。深さは36cmで，底

面は皿状を里し，壁はほぼ直立している。

覆土　4層からなり，ブロック状の堆積状況を示し

た人為堆積である。

土層解説

1　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化物少量，焼土粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量

4　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師質土器片1点（小皿）と骨片・

歯が出土している。

所見　本跡の埋葬形態は，骨片や歯の出土状況から

頭位が南西向きの臥屈葬と推定される。第4号溝を

掘り込んでいることと，出土土器から時期は17世紀

前半と考えられる。

第37A号土壌出土遺物観察表（第236図）

2

B

I SK37A

「虻可ア‾
2

、、－＼、＝；三二

0　　　　　　1m

：　；　！

0　　　　　　5cm

「；：

第236図　第37A・37B号土壌，第37A号土壌

出土遣物実測図

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

60 7
土 師 質

土　 器
小皿 9．0 2 ．9 4 ．7 砂 粒 黄 褐 普通

口緑 部及び体部内・外面 ロクロ

ナデ，底部内面一方向の指ナデ
覆土中 70％

第37B号土療（第236図）

位置　調査I区東部のL5a2区，南東に緩やかに傾斜した斜面に立地している。

重複関係　第4号溝を掘り込み，第37A号土壌に掘り込まれている。

規模と形状　南北径が0．90mほどで，円形または楕円形と推定される。深さは10cmほどであり，底面はほぼ平

坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　2層からなる。覆土が浅く堆積状況の判断は困難であるが，締まりが弱く人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子炭化物少量　　　　　　　2　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　骨片が出土している。
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所見　本跡は，出土遺物がないため時期判断は困難であるが，第4号溝を掘り込み，第37A号土塀に掘り込ま

れていることから，時期は17世紀前半であり，第37A号土壌よりも古い時期と考えられる。

第38A号土壌（第237・238図）

位置　調査I区東部のL5b7区，南東に緩やかに傾斜した斜面に立地している。

重複関係　第13号住居跡・第38B号土塀を掘り込んでいる。

規模と形状　長径1．46m，短径0．96mの楕円形で，長径方向はN－51。－Wである。深さは40cmほどで，底面
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第237図　第38A・38B号土壌実測図

第238図　第38A号土壌出土遺物実測図

は皿状を里し，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　6層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積で

ある。

土屑解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

ロームブロック中呈，炭化粒子微量

ローム粒子中量

ローム粒子少意，炭化粒子微呈

ロームブロック・炭化物微量

ロームブロック少量，炭化物・骨片微量

ロームブロック・骨片微意

遺物出土状況　土師質土器片2点（小皿，内耳土器），陶器1点

（常滑片口鉢），古銭6点（寛永通宝）と骨片，炭化材が出土し

ている。

所見　本跡の埋葬形態は，遺構の形状から臥屈葬と推定される。

副葬銭が古寛永と文銭だけであることから，時期は17世紀後葉と

考えられる。

第38A号土壌出土遺物観察表（第238図）

0　　　　　　　　3m

L＿＿＿＿」　」

番号銭　　名径孔　幅重　巌初鋳年材　　質特　　　　　　　　　徴出土位置備　　考

608寛永通宝2．50．63．21697 銅新寛永，無背銭，銅一文銭 底面PL70

609寛永通宝2．50．63．21697 鋼新宝永，無背銭，銅一文銭 底面PL70

610寛永通宝2．50．63．71697 鋼新患永，無背銭，鋼一文銭 底面PL70

611寛永通宝2．40．53．51636 鋼古寛永，無背銭，鋼一文銭 下層PL69

612寵永通宝2．40．53．01636 銅古寛永，無背銭，銅一一文銭 下層PL69

613豊永通宝2．50，53．71668 銅文銭，鋼　一文銭 下層PL69
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第38B号土壌（第237・239図）

位置　調査I区東部のL5b7区，南東に媛やかに傾斜した斜面に立地している。

重複関係　第13号住居跡を掘り込み，第38A号土塀に掘り込まれている。

規模と形状　南北径0・70mの円形または楕円形と推定され，深さは10cmほどである。底面は血状で，壁は外傾

して立ち上がっている。

覆土　2層からなり，覆土が薄い。堆積状況の判断は困難であるが締まりが弱く，人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量　　　2　褐　　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化物少量

遣物出土状況　土師質土器片1点（小皿），古銭6点（寛永通宝）が出土している。

所見　本跡の埋葬形態は，遺構の形状から臥屈葬と推定される。副葬銭が古寛永と文銭だけであり，第38A号

土塀に掘り込まれていることから，時期は，17世紀後葉で第38A号土坑よりも古い時期と考えられる。

く二王⊇ク6，4

0　　　　　　5cm

：　；　：

第239図　第38B号土壌出土遺物実測図

第38B号土塀出土遺物観察表（第239図）

乾・璧圭砦
一く晦醇〇′616

1°　－

0　　　　　　　　3cm

L＿＿＿＿⊥　」

番号種　別器　種U　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

614
土師質

土　器
小皿5．81．33．4
雲母・スコ

リア
明赤禍普通
口緑部及び体部内・外面，底

部内面ロクロナデ
下層95％

番号銭　　名径孔　幅重　量初鋳年材　　質特　　　　　　　　　徴出土位置備　　考

615寛永通宝2，40．54．01636 銅古寛永，無背銭，鈍「一文銭，布付着下層PL69

616寛永通宝2．50．63．01668 鋼文銭，鋼一一一文銭 下層PL69

617寛永通宝2．50．63，31668 銅文銭，銅一一一文践 下層PL69

618寛永通宝2．50，53．91668 鋼文銭，鋼一文銭 下層PL69

619寛永通宝2．40．53．41636 銅古寛永，無背銭，鋼一文銭 下層PL69

620寛永通宝2．40．53．41668 鋼古寛永，無背銭，鋼一文銭 下層PL69
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第39号土壌（第240図）

位置　調査I区東部のK5i5区，南東に緩やかに傾斜した斜面に立地している。

拒
B

：i
ー＼＿一＿＿＿′‾

0　　　　　　1m

：　；　：

第240匡l　第39号土壌実測図

第40号土壌（第241図）

■㍉㍉二
日

‾＼、＿ノ‾ 0　　　　　　1m

：　；　：

0　　　　　　5cm

E；　＿！

規模と形状　長軸1．56m，短軸0．92mの長方形で，長軸方向はN－480

－Wである。深さは15cmであり，底面はほぼ平坦で，壁は外傾して立ち

上がっている。

覆土　2層からなり，覆土が薄い。堆積状況の判断は困難であるが，締

まりが弱く，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック微呈

2　暗　褐　色　ローム粒子少量

遺物出土状況　人骨が出土している。

所見　本跡の埋葬形態は，掘り込みが浅いことと人骨の出土状況から臥

屈葬と推定される。出土遺物がなく時期判断は困難であるが，遺構の形

状から周囲の土墳墓群と同時期の16世紀後半から18世紀前半の間と推定

される。

位置　調査I区東部のK5j4区，南東に緩やかに傾斜した斜面に立地

している。

重複関係　第21号住居跡・第10号土壌を掘り込んでいる。

規模と形状　長径0．88m，短径0．83mの不整円形で，長径方向はN－400

－Eである。深さは40cmほどであり，底面は皿状を呈し，壁は外傾して

立ち上がっている。

覆土　6層からなり，ブロック状の堆積状況を示す人為堆積である。

土眉解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

ロームブロック中呈，炭化粒子少量，焼土粒子微量

ロームブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

ロームブロック少量，炭化粒子微量
ローム粒子少量，炭化粒子微量

ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

ローム粒子少量，焼土粒子・粘土粒子微量

造物出土状況　土師質土器片1点（小皿）と骨片が出土している。

所見　本跡の埋葬形態は，遺構の形状と人骨の出土状況から座葬と推定

される。出土土器から時期は17世紀前半と考えられる。

第241図　第40号土壌・
出土遺物実測図

第40号土壌出土遺物観察表（第241図）

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

6 21
土 師 質

土　 器
小 皿 ［8．4］ 2．4 4 ．0

長石 ・雲母 ・

スコリア
にぷ い褐 普通

口緑 部及び体部内 ・外面 ，底

部内面ロク ロナデ
覆土 中 55％

26・1－



第那考量壌　第別図）

位置　調査l区東部のI－5し・7区．南東に緩やかに傾斜した斜面に立地している、、

重複関係　第13Ul住居胡二・第1号溝を据i）込んでいる、、

規模と形状　長径l。10m芦　短径信の0mの円形でタ　長径方向はN…430－Eである。深さは3紋mであ勘　底面は

皿状を皇し，唯はほぼ直立している．

覆土　5層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積で

ある、－、

土層解説

1　黒　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロックさ廃土粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量ラ　焼士粒子。炭化粒子微量

3　褐　　　色　ローム粒子中鼠　炭化粒子微巌

4　暗　褐　色　ローム隊子も炭化粒子薇選

5　暗　褐　色　ローム粒子微量

所見　本跡の埋葬形態は．遺構の、自紆形からは座葬と推定される、、

しかし裾年込みが浅いため判断しがたい、つ旧二遣物がなく時期判

旦＿18．6。1

0　　　　　　1m

－　　－　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥　一

断は困難であるが　周辺の土墳墓群と翻期の纏紀後半から摘　第錮図　第射号土壌実測図

世紀前半と推定される。

第姻号豊壌　第錮図）

位置　調査1つズ：東部のK5i∴‖ズ∴　南東に緩やかに傾斜した斜I‾柚二立地している、、

、・、．こ′ノ十′、・、；′　ノ、、‥．．「ミJ∴、・パ∴．つ、．、；く′∴：∴＼　ト，’l、、ナノソ′ノ　′：、ノ′∴－∴、、′・′∴　工・

ほほほ、上田で．哩はほぼ直立している

覆土　8層からなり．プロ、ソク状の堆積状況を示した人為堆積で

ある。

土居解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

8　暗　褐　色

ローム粒J∵・焼日章十・歳化粒日放量

ローム粒子微量

ローム粒子中鼠　炭化粒子微量
ローム粒子の炭化粒子少量

ローム粒子少鼠　焼土粒子微還

ローム粒子の炭化粒子微量

しトーム粒J’一少；立　場目白’・・炭化粒Jつ故量

炭化粒子少量，ローム粒子微量

所見　本跡の理非形態は，遺構の形状からは臥屈葬または座葬と

推定される　出上遣物がないため時期判断は囚雉であるが、周辺

の上墟墓群と同時期の1（川二紀後半から18世紀前半の問と推定され

る－．

隼芋
0　　　　　　1m

獲≡羞≡』

ニ1予′　ノ　・．、ノ　上一，工ノー言、′く・

ノ4／′jJ．．二．　工′・′く一

位置　調査‾Iつ考東部のIJ51〕7区．南東に緩やかに傾斜した斜面に立地している、1

重複関係　第1封月骨吊跡・第・一17号上堀を掘り込んでいる．、

規模と形状　長径1．L12111，短径0．75Illの楕円形で．長径方向はN－52亡－Eであるつ策さは35cmであり．底面

はl＝廿ノミを皇し．哩は外伸して立ち上がっている、．

覆土　5層からなり，プロ、ソク状の堆杜状況を示した人糾私情である・・

1一一1－－2（i5－－－－－－－－－－－



土層解説

1　窯　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック少畳

3　黒　褐　色　骨片少量，ロームブロック・炭化粒子微量

4　黒　褐　色　骨片中量，ロームブロック微量

5　暗　褐　色　ローム粒子少量

遺物出土状況　古銭4点（寛永通宝）と骨片が出土している。

所見　本跡の埋葬形態は，遺構の形状から臥屈葬と推定される。副葬銭が古寛永と文銭であることから，時期

は17世紀後葉と考えられる。

⑥
C

A＿

一七。7

C　　622～625

二二二一
0　　　　　1m

「；」

第244図　第44・47号土壌，第44号土壌出土遺物実測図

第44号土壌出土遺物観察表（第244図）

0　　　　　　　　3cm

L＿＿＿＿」　」

番号銭　　名径孔　幅重　量初鋳年材　　質特　　　　　　　　　徴出土位置備　　考

622寛永通宝2．50．53．81668 鋼文銭，銅一文銭 卜層PL69

623寛永通宝2．50．54．01668 銅文銭，鋼一文銭 下層PL69

624寛永通宝2．50．53．41668 鋼文銭，銅一文銭 下層PL69

625寛永通宝2．40．53．71636 銅古寛永，無背銭，銅一文銭下層PL69

第47号土塀（第244・245図）

位置　調査I区東部のL5b7区，南東に緩やかに傾斜した斜面に立地している。

重複関係　第13号住居跡を掘り込み，第44号土塀に掘り込まれている。

規模と形状　長径1・24m，短径0・87mの楕円形で，長径方向はN－790－Eである。深さは25cmであり，底面

は皿状を里し，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　4層からなり，ブロック状の堆積状況は示してはいないが締まりが弱く，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

ロームブロック・炭化粒子微量

ロームブロック・焼土粒子微量
3　褐　　　色　ローム粒子少量

4　褐　　　色　ロームブロック少呈，骨片微量

遺物出土状況　土師質土器片1点（小皿），鉄器1点（鎌），古銭6点（寛永通宝）と人骨1体が出土している。

所見　本跡の埋葬形態は，掘り込みが浅いことと人骨の出土状況から臥屈葬と推定される。出土土器と副葬銭

から時期は17世紀中葉と考えられる。

－266－



第245区l　第47号土壌出土遣物実測図

第47号土塀出土遺物観察表（第245図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

番号種　別券　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　考

626
土師質

土　器
小皿 8．8 3．2 4．3 雲母 橙 普通

口縁部及び体部内・外面，底

部内面ロクロナデ
中層 100％PL59

番号器　　種長　さ 幅 厚　さ重　量 材　　質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　考

627 鎌 （11，1）2．5 0．3 （23．2） 鉄 曲刃鎌，刈鎌 底面 PL67

番号銭　　名 径 孔　幅重　量初鋳年 材　　質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　考

628 寛永通宝 2．4 0．6 2．6 1636 銅 古寛永，無背銭，鋼・・1一文銭，布付着 下層 PL69

629 寛永通宝 2．5 0．5 4．0 1636 鋼 古寛永，無背銭，銅一一文銭，布付着 下層 PL69

630 寛永通宝 2．5 0，5 3．8 1636 銅 古寛永，無背銭，鋼一文銭 下層 PL69

631 寛永通宝 2．4 0．5 3．0 1636 銅 古寛永，無背銭，銅一文銭 下層 PL69

632 寛永通宝 2，4 0．5 4．3 1636 鋼 古寛永，無背銭，鋼一文銭 下層 PL69

633 不明 2．4 0．5 3．5 銅 寛永通宝か 下層 PL69

第51号土壌（第246図）

位置　調査I区東部のL5b4区，南東に緩やかに傾斜した斜面に立地している。

重複関係　第10・21号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長径1．04m，短径0．85mの楕円形で，長径方向はNr250－Eである。深さは33cmであり，底面

は皿状を皇し，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　3層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

ロームブロック・骨片少量

ロームブロック中量，骨片少量

3　黒　褐　色　ローム粒子・骨片中量
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第246図　第51号土壌実測図

遺物出土状況　土師質土器片3点（小皿）と人骨1体が出土している。

人骨は頭位を北東に向け，屈葬の状態で出土している。出土土器は細片

で図示できるものはない。

所見　本跡の埋葬形態は，人骨の出土状況と遺構の形状から臥屈葬また

は座葬と考えられる。出土土器が細片のため明確な時期判断は困難であ

るが，遺構の形状から周囲の土墳墓群と同時期の16世紀後半から18世紀

前半の間と推定される。

第52号土壌（第247図）

位置　調査I区東部のL5b4区，南東に媛やかに傾斜した斜面に立地している。

重複関係　第10号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長径1．20m，短径1．00mの楕円形で，長径方向はN－250－Eである。深さは23cmであり，底面

はほぼ平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　6層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・骨片少量，焼土粒子・炭化物微量　　　4　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子・骨片微量　　5　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物・骨片微量

3　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量，骨片微量　　　　　　　6　暗　褐　色　ローム粒子中量

遺物出土状況　土師質土器片2点（小皿），古銭6点（寛永通宝）と人骨1体が出土している。

所見　本跡の埋葬形態は，頭位を北に向けた臥屈葬である。副葬銭が新寛永主体に文銭が混じる状況のため，

時期は18世紀前葉と考えられる。

634・～639
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第247図　第52号土壌・出土遺物実測図

第52号土壌出土遺物観察表（第247図）

番 号 銭　　 名 径 孔　 幅 重　 量 初 鋳 年 材　　 質 特　　　　　　　　　　 徴 出土 位 置 備　　 考

6 34 寛 永 通 宝 2 ．4 0 ．6 2 ．5 16 36 銅 古 寛 永 ， 無 背 銭 ， 銅 一 文 銭 中 央 部 下 層 P L 6 9
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番 号 銭　　 名 径 孔　 幅 重　 量 初鋳年 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出土位 置 備　　 考

635 寛永 通宝 2 ．5 0 ．5 3．8 16 97 鋼 新寛永，無背銭，銅 一文銭 中央部下層 P L 70

63 6 寛永 通宝 2 ．5 0 ．5 3 ．3 166 8 銅 文銭 ，鋼一文銭 中央部下層 P L7 0

63 7 寛永通宝 2．5 0 ．6 3 ．5 1 69 7 銅 新寛 永，無背銭，鋼一 文銭 中央部下層 P L7 0

63 8 寛永通宝 2．5 0 ．6 3 ．9 1 69 7 銅 新寛永 ，無背銭，銅一 文銭 中央 部下層 PL 7 0

63 9 寛永通宝 2．5 0．5 3 ．0 16 9 7 鋼 新寛永 ，無背銭，銅一文銭 中央 部下層 PL 70

第55号土壌（第221・248図）

位置　調査I区東部のL5b5区，南東に緩やかに傾斜した斜面に立地している。

重複関係　第14号住居跡・第20A号土墳・第4号溝を掘り込んでいる。

規模と形状　長径1・38m，短径0・83mの楕円形で，長径方向はN－620－Eである。深さは40cmほどであり，

底面は血状を皇し，壁は外傾して立ち上がっている。

遺物出土状況　石塔3点（層塔宝珠，層塔相輪，他），古銭4点（寛永通宝）と骨片が出土している。

所見　本跡の埋葬形態は，人骨の出土状況から座葬と考えられる。副葬銭が古寛永に文銭と新寛永が混じる状

況のため，時期は18世紀前葉と考えられる。

561

0　　　　　10cm

：　；　l

第248回　第55号土壌出土遺物実測図

第55号土壌出土遣物観察表（第248図）

0　　　　　　　　3cm

L＿＿＿＿」　」

番号器　　種長　さ幅厚　さ重　量材　　質特　　　　　　　　　　徴出土位置備　　考

561層塔（32．5）18．516．2（1200）花崗岩相輪，下部請花・伏鉢無地，上部請花欠損底面PL66

番号銭　　名径孔　幅重　量初鋳年材　　質特　　　　　　　　　　徴出土位置備　　考

640寛永通宝2．40．62．81636 銅古寛永，無背銭，銅一文銭 下層PL69

641寛永通宝2．30．52．91697 鋼新寛永，無背銭，鋼一文銭 底面PL70

642寛永通宝2．50．62．71668 銅文銭，銅一文銭 底面PL70
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番号 銭　　 名 径 孔　 幅 重　 量 初鋳 年 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出土 位置 備　　 考

643 寛永通宝 2．4 0 ．4 2 ．6 16 3 6 銅 古寛永 ，無背銭，鋼－・文銭 底面 PL 69

第58号土壌（第249図）

位置　調査I区東部のL5C6区，南東に緩やかに傾斜した斜面に立地している。

重複関係　第95号土塀を掘り込み，第21・26号土壌に掘り込まれている。

規模と形状　長径1．00m，短径0．70mの楕円形で，長径方向はN－440－Wである。深さは35cmであり，底面

は皿状を呈し，壁は外傾して立ち上がっている。

遺物出土状況　土師質土器片1点（措鉢），古銭7点（寛永通宝）と人骨1体が出土している。

所見　本跡の埋葬形態は，頭位を南東に向けた臥屈葬である。副葬銭が文銭主体に古寛永が混じる状況のため，

時期は17世紀後葉と考えられる。

旦ニエ′ 0　　　　　　1m

：　；　王

第249図　第58号土壌・出土遺物実測図

第58号土壌出土遺物観察表（第249図）

lJ＿－＼

避夢　簡壷拶ニ′650
0　　　　3m

L＿＿＿＿」　」

番号践　　名径礼　帽素　量初鋳年材　　質特　　　　　　　　　徴出土位置備　　考

645麗永通宝2．50．53．61668 銅文銭，鋼一文銭 底面PL70

646寛永通宝2．50．62．71668 銅文銭，鋼一文銭 底面PL70

647寛永通宝2．40．53．51636 銅古寛永，無背銭，鋼一文銭 底面PL69

648寛永通宝2．50．53．51668 銅文銭，銅一文銭 底面PL70

649寛永通宝2．50．62．81668 銅文銭，鋼一文銭 底由PL70

650寛永通宝2．50．64．01668 銅文銭，鋼一文銭 底面PL70

第59号土壌（第250図）

位置　調査I区東部のK5i4区，南東に緩やかに傾斜した斜面に立地している。

重複関係　第1号住居跡を掘り込んでいる。
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規模と形状　長径1．25m，短径1．00mの不整楕円形で，長径方向はN－40－Wである。深さは50cmほどであ

り，底面はほぼ平坦で，壁はほぼ直立している。

覆土　7層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
1　褐　　　色　ロームブロック少量

2　暗　褐　色　ロームブロック微量
3　暗　褐　色　ローム粒子微量

4　褐　　　色　ロームブロック少呈，粘土ブロック微量

5　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

6　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子・粘土ブロック微量
7　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

遺物出土状況　陶器片1点（天目茶碗），古銭6点（間元通宝2，祥符元宝1，天聖元宝1，嘉祐元宝1，宣

和通宝1）と骨片が出土している。

所見　本跡の埋葬形態は，人骨の出土状況から座葬または臥屈葬と推定される。副葬銭が南唐銭と北宋銭だけ

で寛永通宝がなく，周囲の土墳墓群との関連性を考慮し，時期は16世紀後半から17世紀前葉と考えられる。

忘⑥

二三∴
B　　651～656

「ヽ⊥子
0　　　　　　1m

：　；　！

第250図　第59号土壌・出土遺物実測図

第59号土壌出土遺物観察表（第250図）

656

0　　　　　　　　3cm

i　　；　：

番号銭　　名径孔　幅重　鼠初鋳年材　　質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　考

651開元通宝2．4 0．6 2．7 960 銅 南唐銭，無背銭 西部底面 PL68

652開元通宝2．4 0．6 2．5 960 銅 南唐銭，無背銭 西部底面 PL68

653 嘉祐元宝2．5 0，8 2．8 1056 鋼 北宋銭，無背銭 西部底面 PL68

654 祥符通宝2．4 0．6 3．0 1009 鋼 北宋銭，無背践 西部底面 PL68

655 天聖通宝2．5 0．6 3．5 1023 鋼 北宋銭，無背銭 西部底面 PL6と；

656宣和通宝2．5 0．6 2．6 1119 銅 北宋銭，無背銭 西部底面 PL68

第62号土壊（第251図）

位置　調査I区東部のK5i3区，南東に緩やかに傾斜した斜面に立地している。

重複関係　第93号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　推定長径1．10m，短径0．86mの楕円形と考えられ，長径方向はN－3。－Wである。深さは35cm

であり，底面は皿状を皇し，壁はほぼ直立している。

覆土　8層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。
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土層解説
1　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

2　褐　　　色　ローム粒子少量

3　褐　　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

4　褐　　　色　ロームブロック中量

5　褐　　　色　ローム粒子中量

6　灰　黄　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

7　褐　　　色　ロームブロック中量

8　褐　　　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　古銭4点（開元通宝，嘉祐通宝，洪武通宝，永楽通宝）と骨片が出土している。

所見　本跡の埋葬状況は，遺構の形状から臥屈葬と推定される。副葬銭が南唐銭や北宋銭と明銭だけで寛永通

宝が含まれておらず，周囲の土墳墓群との関連性から，時期は16世紀後半から17世紀前葉と考えられる。

657660658659

二し題了』土∃m
第251図　第62号土壌・出土遺物実測図

第62号土壌出土遺物観察表（第251図）

0　　　　　　　　3cm

：　；　：

番号銭　　名径孔　幅重　量初鋳年材　　質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　考

657嘉祐通宝2．4 0．4 3．6 1056 銅 北宋銭，無背銭 中央部底面PL68

658洪武通宝2．1 0．5 3．0 1368 銅 明銭，背一銭 北東壁際下層PL68

659開元通宝2．4 0．6 2．3 960 銅 北宋銭，無背銭 北東壁際下層PL68

660永楽通宝4．1 0．6 1．6 1408 銅 明銭，無背銭 北東壁際下層PL68

第65号土壌（第252図）

位置　調査I区東部のK5j2区，南東に緩やかに傾斜した斜面に立地している。

重複関係　第21号住居跡・第64号土坑を掘り込み，第70号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　確認された南北径は0．75mで，東西径0．80mの円形または楕円形と推定される。深さは26cm

－、∴‥

且等志をニ‾L」」m

4

であり，底面は皿状を里し，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　5層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　焼土粒子・炭化物中量，ローム粒子微量

2　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

3　灰　褐　色　炭化粒子中量，ロームブロック少量

4　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子少量

5　褐　　　色　ローム粒子中量

遺物出土状況　骨片が出土している。

髄汐　：；l　所見　本跡は，出土土器がないため時期判断は困難であるが，遺構の形

第252図　第65号土壌実測図　　状から，周辺の土墳墓群と同時期の16世紀後半から18世紀前半の間と推
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定される。

第72号土壌（第253図）

位置　調査I区東部のK5j2区，南東に緩やかに傾斜した斜面に立地している。

重複関係　第64号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸0．92m，短軸0．60mの隅丸長方形で，長軸方向はN－430－Eである。深さは40cmほどであ

り，底面は皿状を里し，壁はほぼ直立している。

覆土　3層からなり，ブロック状の堆積状況を示してはいないが締まり

が弱く，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量

2　灰　褐　色　ロームブロック中量

3　褐　　　色　ロームブロック中量，焼土ブロック微量

遺物出土状況　骨片が出土している。

所見　本跡は，出土土器がないため時期判断は困難であるが，遺構の形

状から，周辺の土墳墓群と同時期の16世紀後半から18世紀前半の間と推

定される。

子l‾二「
旦18．6m

等了　』m
第253図　第72号土壌実測図

第73号土墳（第254図）

位置　調査I区東部のL5a5区，南東に緩やかに傾斜した斜面に立地している。

重複関係　第10・14号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸0．86m，短軸0．72mの不整楕円形で，長軸方向はN－530－Eである。深さは45cmであり，

底面はほぼ平坦で，壁はほぼ直立している。

覆土　6層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

ローム粒子・炭化粒子微量

ロームブロック少量

ローム粒子少量

ロームブロック少量，炭化粒子微量

ローム粒子・焼土粒子・炭化物・骨片微量

ローム粒子・焼土粒子・骨粉微量

遺物出土状況　骨片が出土している。

所見　本跡の埋葬形態は，骨片の出土状況と遺構の形状から，直

葬で座葬または臥屈葬と考えられる。出土土器がないため時期判

断は困難であるが，遺構の形状から，周辺の土墳墓群と同時期の

16世紀後半から18世紀前半の間と推定される。

十二三‾‾一三

旦

も＿ニ√
0　　　　　　1m

「－；＿」

第254図　第73号土壌実測図

第76号土墳（第255図）

位置　調査I区東部のL5a8区，南東に緩やかに傾斜した斜面に立地している。

重複関係　第34号土壌に掘り込まれている。

規模と形状　確認された長軸は0．70mで，短軸0．60mの長方形である。長軸方向はN－480－Eで，深さは26

cmであり，底面は皿状を呈し，壁は外傾して立ち上がっている。
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覆土　7層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量

3　黒　褐　色　ローム粒子・炭化物微量

4　暗　褐　色　ローム粒子微量

5　暗　褐　色　ロームブロック微量

6　褐　　　色　ロームブロック中量

7　褐　　　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　古銭6点（開元通宝1，祥符通宝1，元豊通宝1，政和通宝1，不明2）が出土している。

所見　本跡の埋葬形態は，遺構の形状から臥屈葬と推定される。副葬銭が南唐銭と北宋銭だけと推定されるこ

とから，周囲の土墳墓群との関連性を考慮し，時期は16世紀後半から17世紀前葉と考えられる。

0　　　　　　1m

：　；　：

第255図　第76号土壌・出土遺物実測図

第76号土塀出土遺物観察表（第255図）

鎚忘麺が　663

0　　　　　　　3cm

：　；　：

番号銭　　名径孔　幅重　量初鋳年材　　質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　考

661元豊通宝2．4 0．7 3．4 1078 銅 北宋銭，無背銭 南西壁際上層PL68

662祥符通宝2．5 0．6 3．8 1009 銅 北宋銭，無背銭 南西壁際上層PL68

663 不明 2．4 0．6 3．0 － 銅 北宋銭か，無背銭 南西壁際上層PL68

664開元通宝2．3 0．7 2，5 960 鋼 南唐銭，無背銭 南西壁際上層PL68

665政和通宝2．4 0．6 3．0 1111 鋼 北宋銭，無背銭 南西壁際上層PL68

666 不明 2．4 0．7 2．6 銅 北宋銭か，無背銭 南西壁際上層PL68

第79号土塀（第256図）

位置　調査I区東部のL5a4区，南東に緩やかに傾斜した斜面に立地している。

重複関係　第21号住居跡を掘り込み，第12号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長径1．00m，短径0．70mの楕円形で，長径方向はN－460－Eである。深さは20cmほどであり，

底面は皿状を呈し，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　2層からなり，ブロック状の堆積状況を示してはいないが締まりが弱く，人為堆積と考えられる。
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土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量 2　暗　褐　色　ロームブロック微量

遺物出土状況　土師質土器片1点（小皿），古銭3点（憮寧元宝，洪武通宝，不明）と骨片・歯が出土してい

る。

所見　本跡の埋葬形態は，骨片や歯の出土状況から，頭位を北東に向けた臥屈葬と考えられる。出土土器や副

葬銭から，時期は16世紀後半から17世紀前葉と考えられる。

A竃オ‾＋讐堅67
B　669668667670

二遵√

第256図　第79号土壌・出土遺物実測図

第79号土壌出土遺物観察表（第256図）

0　　　　　　1m

：　；　：

0　　　　　　5cm

：　i i

670　0　　　　　　3cm

L＿＿＿＿」　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　上色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

667
土師質

土　器
小皿6．72．63，8
雲母・スコ

リア
橙普通
口緑部及び内・外面ロクロナ

デ，底部内面一方向の指ナデ

北東壁際上

層
100％PL59

番号銭　　名径礼　帽重　量初鋳年材　　質特　　　　　　　　　徴出土位置備　　考

668洪武通宝2．30．53．41368 銅明鏡，背一銭 北東壁際上層PL68

669憮寧通宝2．40．63．01068 銅北宋銭，無背銭 北東壁際下層PL68

670不明2．40，73．0－銅北宋銭または明銭か 北東壁際下層PL68

第80号土壌（第257図）

位置　調査I区東部のK5j4区，南東に績やかに傾斜した斜面に立地している。

重複関係　第21号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長径1．00m，短径0．70mの楕円形で，長径方向はN－520－Wで

ある。深さは20cmほどであり，底面は皿状を呈し，壁は外傾して立ち上がって

いる。

覆土　3層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物出土状況　人骨1体が出土している。

所見　本跡の埋葬形態は，頭位を西に，体を南に向けた横臥屈葬である。出土
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第257図　第80号土壌実測図



土器がなく，時期判断は困難であるが，隣接する第79号土境と規模と形状や長径方向がほぼ一致することから，

あまり時期差がない16世紀後半から17世紀前葉と推定される。

第82号土壌（第258図）

先5。6

旦18．4m

、ヽ空＼

0　　　1m

I　；」

第258図　第82号土壌実測図

第86号土壌（第259図）

礎）も6

A18．4m

‾＼ニノ「

0　　　　　1m

と」「∃

第259図　第86号

土壌実測図

位置　調査I区東部のL5b6区，南東に緩やかに傾斜した斜面に立地している。

重複関係　第14号住居跡・第4号溝を掘り込み，第21・95号土壌に掘り込まれ

ている。

規模と形状　径0．90mほどの円形と推定される。深さは25cmであり，底面はほ

ぼ平坦で，壁はほぼ直立している。

遣物出土状況　骨片が底面から出土している。

所見　本跡の埋葬形態は，人骨の出土状況と遺構の形状から座葬と推定される。

出土土器がなく，時期判断が困難であるが，16世紀後半の第4号溝や17世紀復

業の第95号土坑との重複関係から，17世紀前半から後葉と推定される。

位置　調査I区東部のL5C5区，南東に緩やかに傾斜した斜面に立地している。

規模と形状　長径0．65m，短径0．50mの楕円形で，長径方向はN－680－Eである。

深さは24cmであり，底面は皿状を呈し，壁は外傾して立ち上がっている。

遺物出土状況　骨片が覆土上層から出土している。

所見　本跡の埋葬形態は，遺構の形状から臥屈葬と推定される。出土土器がなく，時

期判断は困難であるが，遺構の形状から，周囲の土墳墓群と同時期の16世紀後半から

18世紀前半の間と推定される。

第87号土壌（第260図）

位置　調査I区東部のL5a5区，南東に緩やかに傾斜した斜面に立地している。

重複関係　第14号住居跡を掘り込んでいる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

規模と形状　底面がほぼ露出した状態で検出されたが，骨片や遺物の出土状況から，長径0・90m，短径0・80m

ほどの楕円形と推定される。長径方向はN－560－Wで，底面は皿状である。

遺物出土状況　土師質土器片2点（小皿），古銭6点（寛永通宝）と骨片が出土している。

所見　本跡の埋葬形態は，骨片の出土状況から座葬と推定される。副葬銭が古寛永主体に文銭が混じる状況で

あることや出土土器から，時期は17世紀復業と考えられる。
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第260図　第87号土壌・出土遺物実測図

第87号土壌出土遺物観察表（第260図）

＼、一、、＝三二

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

0　　　　　　　　3cm

：　；　！

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　　考

671
土師質

土　器
小皿 7．4 2．2 4．0 雲母 橙 普通

ロ緑部及び体部内・外面，底

部内面ロクロナデ
下層 100％PL59

672
土師質

土　器
小皿 7．3 2，4 4．1 雲母 橙 普通

口緑部及び体部内・外面，底

部内面ロクロナデ
床面 100％PL59

番号銭　　名径孔　幅重　量初鋳年材　　質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　考

673寛永通宝2．5 0．6 3．3 1668 鋼 文銭，鋼一文銭 下層 PL70

674寛永通宝2．5 0．6 3．8 1636 鋼 古寛永，無背銭，銅一文銭 下層 PL69

675寛永通宝2．5 0．6 3．2 1636 鋼 古寛永，無背銭，鋼一文銭 下層 PL69

676寛永通宝2，4 0．5 3．1 1636 銅 古寛永，無背銭，銅一文銭 下層 PL69

677寛永通宝2．5 0．5 4．3 1636 鋼 古寛永，無背銭，鍋一文銭 下層 PL69

678寛永通宝2．5 0．6 3．8 1636 鋼 古寛永，無背銭，銅一文銭 下層 PL69

第88号土壌（第261図）

位置　調査I区東部のL5C6区，南東に緩やかに傾斜し

た斜面に立地している。

規模と形状　長径1．03m，短径0．86mの楕円形で，長径方

向はN－520－Wである。深さは15C皿であり，底面は皿状

を呈し，壁は外傾して立ち上がっている。

旦18．4m

一く＝工＝＝ここ≡フ「

－＼－、＿／一一／‾‾

0　　　　　1m

し　；＿」

覆土　2層からなり，覆土が薄い。堆積状況の判断は困難　第261図　第88号土壌実測図

であるが締まりが弱く，人為堆積と考えられる。
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土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量 2　暗　褐　色　ロームブロック微量

遺物出土状況　土師質土器片3点（小皿）が出土しているが，いずれも細片で図示できない。

所見　本跡の埋葬形態は，遺構の形状から臥屈葬と推定される。出土土器が細片のため，時期判断は困難であ

るが，遺構の形状から周囲の土墳墓群と同時期の16世紀後半から18世紀前半の間と推定される。

第90号土壌（第262図）

位置　調査I区東部のL5a3区，南東に緩やかに傾斜した斜面に立地している。

－　●

＼＼＝⊇三

0　　　　　　1m

！　；　：

第262図　第90号土壌・出土遺物実測図

第90号土壌出土遺物観察表（第262図）

0　　　　　　5cm

：　；　：

重複関係　第21号住居跡，第9号土壌を掘り

込んでいる。

規模と形状　底面がほぼ露出した状態で検出

されたが，骨片や遺物の出土状況と底面の状

況から長径1．10m，短径0．70mほどの楕円形

と推定される。長径方向はN－30－Eで，

底面は皿状である。

遣物出土状況　土師質土器片6点（小皿）と

骨片・歯が出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から17世紀前

半と考えられる。

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

67 9
土 師 質

土　 器
小 皿 9 ．7 3 ．0 3 ．9

長 石 ・石 英 ・

雲 母
橙 普 通

口緑 部及 び 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ

ナ デ ，底 部 内面 一 方 向 の指 ナ デ
上 層 9 0％　 P L 59

第94号土壌（第263図）

⑥　瑞嘲
／／′、、

′／訝ノ
J　　ノ

＼、誉／ノ′

0　　　　　　1m

l　；　：

第263図　第94号

土壌実測図

位置　調査I区東部のK5j3区，南東に緩やかに傾斜した斜面に立地している。

重複関係　第21号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　底面がほぼ露出した状態で検出されたが，骨片の出土状況から長径1．10

m，短径0．70mほどの楕円形と推定される。長径方向はN－300－Eである。

遺物出土状況　骨片と歯が出土している。

所見　本跡の埋葬状況は，骨片や歯の出土状況から臥屈葬と推定される。出土土器が

ないため時期判断はできないが，推定平面形や長径方向が隣接する第37A・79号土壌

と類似しており，それらと同時期の16世紀後半から17世紀前半と推定される。

第95号土壌（第264図）

位置　調査I区東部のL5b6区，南東に媛やかに傾斜した斜面に立地している。

重複関係　第13号住居跡・第82号土壌・第4号溝を掘り込み，第21・26・58号土壌に掘り込まれている。

規模と形状　長径0．90m，短径0．85mの円形で，長径方向はN－410－Wである。深さは40cmほどであり，底

面は皿状を皇し，壁は外傾して立ち上がっている。
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遣物出土状況　土師質土器片2点（小皿），古銭7点（寛永通宝6，景祐元宝1）と骨片が出土している。

所見　本跡の埋葬状況は，遺構の形状から座葬と推定される。副葬銭が文銭主体に北宋銭が混じる状態である

ことや出土土器から，時期は17世紀後葉と考えられる。

二逓「
0　　　　　　1m

「　；　j

第264図　第95号土墳・出土遺物実測図

第95号土墳出土遺物観察表（第264図）

0　　　　　　　　　　　　10m
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0　　　　　　　　3cm

L＿＿＿＿」　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

680
土師質

土　器
小皿8．22．44．4
雲母・スコ

リア
橙普通
口緑部及び体部内・外面ロク

ロデ，底部内面ロクロナデ

東部壁際下

層
95％　PL59

番号践　　名径孔　幅重　量初鋳年材　　質特　　　　　　　　　徴出土位置備　　考

681寛永通宝2．40．53．61636 銅古寛永，無背銭，銅・一文銭北部壁際下層PL69

682寛永通宝2，50．63．51668 銅文銭，銅一文銭 北部壁際下層PL70

683寛永通宝2．50．63．41668 鋼文銭，銅一文銭 北部壁際下層PL70

684寛永通宝2．50．53．11636 鋼古寛永，無背銭，銅一文銭北部壁際下層PL69

685寛永通宝2．50．63．01668 鋼文銭，鋼一文銭 北部壁際下層PL70

686景祐元宝2．50．62．01034 鋼北宋銭，無背銭 北部壁際下層PL70

687寛永通宝2．50．63．21668 銅文銭，鋼一文銭 北部壁際下層PL70

第108号土壌（第265図）

位置　調査I区北部のDllg6区，低台地上の平坦部に立地している。

規模と形状　長径1．26m，短径1．20mの円形で，長径方向はN－650－Eである。深さは20cmほどであり，底

面は西側にやや傾斜を示し，壁は緩やかに傾斜して立ち上がっている。
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覆土　2層からなり，ブロック状の堆積状況を示してはいないが締まりが弱く，人為堆積と考えられる。
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0　　　　　　1m
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第265区l　第108号土壌・出土遺物実測図

第108号土壌出土遺物観察表（第265図）

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量

2　黒　褐　色　ローム粒子微量

遺物出土状況　古銭1点（寛永通宝）

が出土している。

688　所見　本跡の埋葬形態は，遺構の形状

から臥屈葬と推定される。副葬銭が古

寛永だけであることから，時期は17世

0

！：㌻　紀中葉と考えられる。

番号 銭　　 名 径 孔　 幅 重　 量 初鋳年 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

688 寛永通宝 2．4 0．5 2 ．8 1636 銅 古寛永，無背銭，鋼一文銭 南壁際中層 PL 69

第204号土壌（第266図）

位置　調査I区東部のL5a4区，南東に緩やかに傾斜した斜面に立地している。

重複関係　第10・21号住居跡を掘り込み，第12号土坑に掘り込まれている。

（か　忘E2m

旦186m

下平予　』土∃m
第266図　第204号土壌実測図

規模と形状　長径1．25m，短径0．80mの楕円形で，長径方向はN

－490－Eである。深さは30cmほどであり，底面は皿状を里し，

壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　4層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積で

ある。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量
2　褐　　　色　ロームブロック中量

3　褐　　　色　ロームブロック中量，焼土ブロック微量
4　褐　　　色　ローム粒子中量

遺物出土状況　骨片と歯が出土している。

所見　本跡の埋葬形態は，骨片や歯の出土状況や遺構の形状から

臥屈葬と考えられる。出土土器がなく，時期判断は困難であるが，

隣接する第79号土壌と形状や長径方向がほぼ一致することから，

時期は16世紀後半から17世紀前葉と推定される。

（5）溝跡

第4号溝（第267・268図）

位置　調査I区東部のK5j2～L5C8区，南東に媛やかに傾斜した斜面に立地している。

重複関係　第8・10・11・13・14・21号住居跡を掘り込み，第9・20A・22・24－26・37A・41・55・82・88

号土壌と第18・56・70・78・95号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　K5j2区から南東方向（N－420－W）に直線的に延び，L5b5区で3条に分かれている。中
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央部の溝は北東側に段を有し，掘り方の形状から北東部と南西部の溝は後から拡張されたものと推定される。

これらはL5d6区で1条に収束して北東方向（N－480－E）に直角に曲がり，長さは51mほどが確認され

ている。規模は上幅0・30～2・00m，下幅0．10－0．80m，深さ27～50cmであり，底面は皿状を呈し，壁は外傾し

て立ち上がっている。

覆土11層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子少墓，炭化物微鼠　　　　　　　　　　7　暗　褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量　　　　　　　　　　8　褐　　　色　ロームブロック中量

3　暗　褐　色　ローム粒子少鼠　焼土粒子・炭化粒子・砂粒微量　　9　暗　褐　色　ローム粒子少量

4　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂粒微量　10　暗　褐　色　ローム粒子微量

5　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量　　　　　　　　　11暗　褐　色　ローム粒子中量
6　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量

遺物出土状況　土師質土器片16点（小皿11，内耳土器5），陶器片11点（常滑片口鉢1，常滑嚢1，瀬戸・美

濃天目茶碗2，瀬戸・美濃措鉢2，碗類5），磁器8点（碗7，染付皿1），石塔24点（五輪塔空・風輪21，五

輪塔火輪1，五輪塔地輪1，宝匪印塔相輪部1），鉄器1点（釘），古銭1点（北宋銭か）と炭化材が出土して

いる。

所見　本跡は，一部の土墳墓と重複してはいるが，土墳墓群の外側に位置しており，墓域を区画する機能を有

していたと考えられる。出土土器から時期は16世紀後半と考えられる。

「＝二‥ 「、「‾　‾‾‾
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0　　　　　　　　　　　　10cm
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国725〔〕26∈醤727
0　　　　　　　　　　　　20cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿＿」
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第268図　第4号溝出土遺物実測図



第4号溝出土遺物観察表（第268回）

番号 種　 別 器　 種 口　 径 JL一器　 晶 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位 置 備　　 考

7 20 土師質土器 小皿 ［7．3］ 2 ．2 3 ．0 長石t雲母・スコリア 黄橙 普通 底部内面調整不 明 覆土中 壷％ タール付着

7 2 1 土師質土器 小皿 ［7．1］ 2 ．2 3 ．2 長石・雲母・スコリア にぷい橙 普通 底部内面「一方向の指ナデ 中央部 4 5％

7 22 陶 器 措 鉢 ［2 3．8］ （3．3） － 石 英
灰 黄褐，

錆 紬
良好 日縁部内 ・外面 ロクロナデ 中央 部

5％ 瀬戸・美濃

大窯第4小期

番 号 器　　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 廿　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

72 5 五 輪 塔 （14．9） 14 ．4 15 ．0 （3 7 90 ） 花 崗岩 空輸 と風輪上端部 中央部

72 6 宝 筐 印塔 （1 4．1） 14 ．3 14 ．0 （3 45 0 ） 花 崗 岩 相輪部宝珠 中央部

7 2 7 五 輪 塔 （1 9．0） 14 ．9 14 ．2 （4 29 0） 花 崗 岩 空風 輪，風輪下部欠損 中央部 P L 6 7

7 28 五 輪 塔 （23 ．5） 16 ．5 16 ．2 （7 95 0） 花 崗 岩 空風輪 と火輪上端部，一一一一一一一一一一一A石 五輪 塔 中央 部 P L 6 7

番号 銭　　 名 孔　 幅 孔　 幅 重　 量 初鋳年 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

724 不明 3 ．5 0．6 2．5 － 銅 北宋銭か 北東部 PL 68

第別号溝（第269～271図）

位置　調査I区北部のI4i5～I5b3区に位置し，低台地上の平坦部に立地している。

重複関係　第53号住居跡を掘り込んでいる。また，第13号掘立柱建物跡e第32号土坑とも重複しているが，新

旧関係は不明である。

規模と形状I4i5区から南東方向（N－750－W）に直線的に延び，I4jO区で北東方向（N－160－E）

に直角に曲がり，長さは56mほどが確認されている。規模は上幅1言0～2．04m言下幅0．40～0．80m，深さ80cm

ほどで，形状は箱薬研状を呈している。I5g2区周辺の底面でタ　長径20－35C恥　短径15～30cmほどの不整楕

円形の浅い凹面が多数確認されている。

覆土　9層からなる。掘り渡いの跡が確認され，第1～4層は掘り渡い後の覆土で，レンズ状の堆積状況を示

した自然堆積である。壁際に堆積した覆土が掘り残されており，溝がある程度埋没してから掘り淡いが行われ

たと考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量

3　暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・鉄分微量
4　暗　褐　色　ロームブロック少量

5　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

6　黒　褐　色　ロームブロック・鉄分少量

7　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物微量

8　窯　褐　色　焼土粒子少量，ロームブロック・炭化物微量

9　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

遺物出藍状況　土師質土器片121点（小皿118，鉢類3），陶器片17点（常滑蜜8，古瀬戸瓶子2，古瀬戸折線

血1，碗類6），磁器3点（青磁碗2，青磁花瓶1），石器1点（砥石），鉄淳1点と，混入したと考えられる

土師器片409点，須恵器片99点が出土している。

所見　本跡は，北東方向の軸が第3・4elO号掘立柱建物跡の桁行き方向と，南東方向の軸が第11号掘立柱建

物跡の桁行き方向と一致することから，これらの掘立柱建物跡群を区画する機能を有していたと考えられる。

本跡に伴う出土土器の内，約84％が土師質土器小皿で占められており，区画内で供宴などの儀礼的行為が行わ

れたと想定される。出土土器から時期は13世紀後半には構築されており，14世紀前葉まで機能していたと考え

られる。
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第271図　第31号溝出土遣物実測図

第31号溝出土遺物観察表（第270・271図）
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番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　士色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

733
土師質

土　器
小皿7．81．74．9
雲母・スコ

リア
橙普通
底部内面一方向の指ナデ，底部

回転へラ切り・スノコ状圧痕
中央部下層100％PL60

734
土師質

土　器
小皿8．32．4－
黒色粒子・

スコリア
橙普通
口縁部内・外面横ナデ，底部内面回

転ナデ，底部外面指オサエ後ナデ
中央部下層90％　PL60

735
土師質

土　器
小皿7．51．75．2
雲母・スコ

リア
橙普通
口縁部内・外面横ナデ，底部内面一方

向の指ナデ，底部外面スノコ状庄痕
西部下層90％　PL60

736
土師質

土　器
小皿7．82．1
砂粒・スコ

リア
橙普通
口緑部内・外面横ナデ，底部内面回

転ナデ，底部外面指オサエ後ナデ
北部下層90％　PL60

737
土師貿

土　器
小皿8，32．44．3
雲母・スコ

リア
橙普通
口縁部内・外面槙ナデ，底部内面‥一方

向の指ナデ，底部外面指オサエ後ナデ
覆土中70％

738
土師質

t　器
小皿8．61．95，9
雲母・スコ

リア
にぷい橙普通
口縁部内・外面横ナデ，底部内面一方

向の指ナデ，底部外面スノコ状圧痕
覆土中60％

739
土師賀

土　器
小皿12．34．07．0
長石・スコ

リア
浅黄橙普通
口緑部及び体部内・外面横ナデ頭部内面

一方向の指ナデ，底部外面スノコ状庄痕

覆土中90％　PL60

740
土師質

土　器
小皿［12．0］4．0
長石・スコ

リア
にぷい橙普通
U緑部内・外面横ナデ，底部内面一方

向の指ナデ，底部外面指オサエ後ナデ
北部下層60％

741
土師質

土　器
小皿［12．の2．8［7．4］
雲母・パ　ミ

ス・スコリア
灰自普通
口緑部及び朴外面横ナデ．底部内面

一方向の指ナデ，底部外面板状庄痕
北部下層50％

742
土師質

土　器
小皿［11．0］4．0－
長石・スコ

リア
橙普通
口緑部及び内・外面横ナデ，底部内面一

方向の指ナデ，底部外耐旨オサエ後ナデ
中央部底面40％

743陶器璽［41．8］（9．1）長石・／くミス・スコリア褐灰良好口緑部内・外面横ナデ．頚部外面へラナデ覆土中5％常滑6型式

744陶器整［44．4］（14．2）長石・石製スコ悍黒褐良好口緑部内・外両横ナデ，頚部内面輸積み痕中央部下層5％常滑6型式

745磁器青磁碗（3．4）5．3
気泡・白色

粒子

浅黄色，

オリーブ

緑色粕

堅緻

粕層薄く細かい買入あり，租

は畳付まで掛かる。体部外面

片刃彫の達弁文

中央部
10％

竜泉窯系
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番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　法　 の　特　徴 出土位置 備　　 考

746 磁器
青磁

－ （5，9） －
気泡 ・白色 灰白，灰

堅緻
粕層薄く貴人あり，浸け掛け

北部下層
5％

花瓶 粒子 緑色粕 か 竜泉窯系

第32号溝（第272図）

位置　調査I区北部のI4f6～I4i5区に位置し，微高地上の平坦部に立地している。

重複関係　第31号溝と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　I4f6区から南方向（N－160－E）に直線的に延び，I4i5区で第31号溝と繋がり，長さは

12mほどが確認されている。規模は上幅0．24－0．56m，下幅0．10～0．30m，深さ20cmほどで，底面はほぼ平坦

であり，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　5層からなり，おもに東側から流れ込んだ堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量，炭化物微量　　　　　　　　　4　暗　褐　色　ロームブロック少量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化物微量　　　　　　　5　暗　褐　色　ローム粒子少量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量

A18伽1

軒　一m
：　；　：

第272図　第32号溝実測図

遺物出土状況　土師質土器片1点（小皿）と，混入したと考えられる土師器片

37点，須恵器片3点が出土している。いずれも細片で図示できるものはない。

所見　本跡の出土土器が細片で時期判断は困難であるが，長軸方向から第31号

溝や第3・4・10・11号掘立柱建物跡との関連が考えられ，時期は第31号溝と

同時期と推定される。

第33号溝（第273図）

位置　調査Ⅱ区南部のElOg2～DlOh6区，第1号掘立柱建物跡から20mほど北東の低台地上の平坦部に立

地している。

重複関係　第168号土坑を掘り込み，第167・169・410・412号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　DlOh6区から南西方向（N－40。－E）へ直線的に延び，E9fO区では南東方向（N－470－

W）にほぼ直角に曲がり，長さは49mほどが確認されている。規模は上幅0．47－1．88m，下幅0．24～1．58m，

深さ20cmほどで，底面はほぼ平坦であり，壁は緩やかに傾斜して立ち上がっている。

覆土　単一層で，覆土が薄く堆積状況は不明である。

土屑解説
1暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師質土器片5点（小皿3，嚢・鉢類2），陶器片1点（古瀬戸瓶子）が出土している。

所見　本跡は，北東方向の軸方向が第1号掘立柱建物跡の桁行方向と一致し，第1号掘立柱建物跡の区画溝と

と推定される。出土土器や第1号掘立柱建物跡との関連性から，時期は16世紀が想定される。

旦聖賢ミ7－－　B＼＼－／

0　　　　　　　2m

‾－　　　　　L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　」　　」

第273図　第33号溝・出土遺物実測図
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第3号溝出土遺物観察表　第2開園）

番号　 種　 別 器　 種 日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 士 色　　 調 焼成 手　 法　 の ・特　 徴 出士位置 備　　 考

747　　 陶器 瓶類 － （3．3） ［9 ．2］
礫 ・白色粒

子

吠白，黄

緑色灰粕
良好
体部内や外面ロクロナデ，底部静止糸

切り潤 は流し掛けまたは浸け掛け
覆土中 5％　瀬戸・美

濃私大無期

4　その他の遺構

用　土坑（第274～297回）

ここでは，「3　中の近世の遺構と遺物」で記述した士墳墓以外の士坑について一覧表にて紹介し，あわせ

て実測図と士層解説を記載する。また，図示した遺物については出土遺物観察表で記載した。

なおタ　第9巨92の13101358158。掴82148235。238の268e29182920301。302。504051305絡号士坑

は学士層断面から柱穴と考えられるが，それぞれの周辺に関連する桂穴が存在しないため，土坑として扱った。

第1号土坑土層解説
I　暗　褐　色　ローム粒「・炭化粒自微量
2　暗　褐　色　ローム粒子の炭化粒子も粘土粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子e粘土粒子微量

4　褐　　　色　ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
5　褐　　　色　ロームブロックe粘土粒子微量
6　暗　褐　色　ロームブロック微量

第2号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック微量
2　暗　褐　色　ロームブロックの炭化粒子・粘土粒子微量
3　褐　　　色　ロームブロックや粘土ブロック微量

第3号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック0炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子の炭化粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子少量

第4号土坑土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子0炭化粒子・粘土粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子。炭化粒子微量

第5号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微量
2　黒　褐　色　粘土ブロックもローム粒子微量

3　黒　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック微量

第6号土坑土層解説

1　暗　褐　色　炭化粒子少量0ローム粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量

第7号土坑土層解説

1　暗　褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量
3　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

第8号土坑土層解説

1　暗　褐　色　炭化物微量
2　褐　　　色　ロームブロック微量

第12号土坑土層解説

1暗　褐　色　炭化粒子微量，ローム粒子・焼士粒子微量

第13号土坑土層解説
1暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
2　褐　　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第14号土坑土層解説

1　褐　　　色　ロームブロック微量
2　暗　褐　色　ロームブロック少鼠　炭化粒子微量
3　暗　褐　色　ロームブロックも炭化粒子微量
4　暗　褐　色　ロームブロック少量
5　暗　褐　色　ロh∵ムブロック微量

6　褐　　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第18号土坑土層解説

1暗　褐　色　小石多量，ローム粒子微量

第32号土坑土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子中鼠　廃土粒子・炭化粒子少量
2　暗　褐　色　ロームブロック少鼠　炭化粒子微量
3　暗　褐　色　ロームブロックe炭化粒子微量
4　暗　褐　色　ロームブロック微量

第33号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロックe炭化粒子中量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第35号土坑土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子少量
3　褐　　　色　ローム粒子少量

4　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
5　暗　褐　色　ロームブロック少量
6　暗　褐　色　ロームブロック微量
7　褐　　　色　ロームブロック少量

第42号土坑土層解説

1褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
2　褐　　　色　ローム粒子少鼠　焼土粒子・炭化粒子微量
3　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

第45A号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック微量
2　褐　　　色　ローム粒子少量

第45B号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック微量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量

3　褐　　　色　ロームブロック中量

第45C号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量

2　暗　褐　色　ロームブロック微量
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第46号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
3　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

4　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
5　褐　　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
6　黒　褐　色　ロームブロック微量
7　暗　褐　色　ロームブロック少量

8　褐　　　色　ロームブロック少量

第48号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

3　黒　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
4　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
5　褐　　　色　ロームブロック中量
6　褐　　　色　ローム粒子中量
7　褐　　　色　ロームブロック少量
8　黒　褐　色　ロームブロック微量

9　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
10　にぷい褐色　粘土粒子・砂粒微量

第49B号土坑土層解説

1　極暗褐色　ロームブロック少量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量

第50号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック中量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

第53号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量

第54号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子少量
2　暗　褐　色　ロームブロック微量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量

第56号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量

3　暗　褐　色　ロームブロック微量

第57号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

第60号土坑土層解説
1　褐　　　色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
2　褐　　　色　ローム粒子中量
3　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子微量
4　褐　　　色　ローム粒子微量

5　褐　　　色　ロームブロック微量

第61号土坑土層解説
1　暗　褐　色　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子微量
3　褐　　　色　ロームブロック少量

第63号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック微量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量

第64号土坑土層解説
1　黒　褐　色　炭化物・焼土粒子中量
2　明　褐　色　ローム粒子少量，廃土粒子微量

第67号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック・焼士粒子微量
2　褐　　　色　ローム粒子中量
3　暗　褐　色　ローム粒子微量
4　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
5　褐　　　色　ロームブロック中量

6　褐　　　色　ロームブロック多量，砂粒微量
7　暗　褐　色　ローム粒子少量

第68号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

2　褐　　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
3　褐　　　色　ロームブロック少量

4　暗　褐　色　ローム粒子微量

第69号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック・焼士粒子・炭化粒子微量
3　褐　　　色　ローム粒子少量

4　褐　　　色　ロームブロック微量

第70号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子中量

第74号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

第75号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量
2　黒　褐　色　ロームブロック微量

第77号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量
2　暗　褐　色　焼土ブロック・粘土ブロック微量
3　暗　褐　色　ロームブロック微量
4　黒　褐　色　ロームブロック微量

第78号土坑土層解説

1　黒　褐　色　炭化粒子微量
2　暗　褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子微量
3　褐　　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第83号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量

第91号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子微量
3　褐　　　色　ロームブロック少量

第92号土坑土層解説
1　褐　　　色　ロームブロック中量

2　暗　褐　色　ロームブロック微量
3　暗　褐　色　ローム粒子微量
4　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
5　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
6　暗　褐　色　ローム粒子中量

第97号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック微量
2　極暗褐色　ローム粒子少量
3　暗　褐　色　ローム粒子中量

4　褐　　　色　ロームブロック中量

第98号土坑土層解説
1　極暗褐色　ロームブロック微量

第99号土坑土層解説

1　極暗褐色　ロームブロック微量

第100号土坑土層解説
1　里　　　色　ロームブロック中量
2　黒　　　色　ロームブロック少量

第101号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
2　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量

第102号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量
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第103号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック少量
2　極暗褐色　ロームブロック少量
3　暗　褐　色　ロームブロック少量

第104号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量，
2　暗　褐　色　ロームブロック微量
3　黒　褐　色　ロームブロック少量，
4　褐　　　色　ローム粒子少量

第105号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量
2　黒　褐　色　ロームブロック中量

第106号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック中量

第107号土坑土層解説
1窯　抱　色　ロームブロック少量
2　黒　褐　色　ロームブロック少量，
3　黒　褐　色　ローム粒子微量

第110号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック少量
2　暗　褐　色　ローム粒子多量

第111号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子多量
2　黒　　　色　ロームブロック少量

3　里　　　色　ロームブロック多量

第112号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック少量

焼土ブロック微量

焼土ブロック微量

焼土ブロック微量

第113号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化物微量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化物少量

第114号土坑土層解説
1　にぷい褐色　ローム粒子中量，炭化物微量
2　黒　　　色　ローム粒子少量
3　褐　　　色　ローム粒子多量

第115号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック・炭化物微量

第116号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

第117号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量

第119号土坑土層解説
1　暗　褐　色　炭化粒子少量
2　褐　　　色　ローム粒子少量

第121号土坑土層解説
1　黒　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック微量

第122号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　褐　　　色　ロームブロック少量

第125号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量

第126号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量

第127号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量

第128号土坑土層解説
1　黒　褐　色　炭化物・砂粒微量
2　褐　　　色　ロームブロック少量

第129号土坑土層解説
1　暗　褐　色　炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子少量

第130号土坑土層解説
1　黒　褐　色　炭化粒子微量
2　褐　　　色　ロームブロック少量

第131号土坑土層解説
1　黒　褐　色　炭化粒子少量
2　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

第134号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第135号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

第136号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック微量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量
3　黒　褐　色　ロームブロック微量

第137号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

第138号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

第139号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック微量

第140号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子少量

第141号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

第142号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック微量

第143号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

第144号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量

第146号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量

第147号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量

第148号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック・焼士粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量
3　暗　褐　色　炭化物・焼土粒子少量，ローム粒子微量

第150号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第151号土坑土層解説
1　黒　　　色　ロームブロック微量
2　黒　褐　色　ロームブロック微量
3　暗　褐　色　ロームブロック微量

第154号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量

第156号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量

第157号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック中量
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第158号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量

第159号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック少量

第160号土坑土層解説
1　暗　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子微量

第161号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量

第162号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

第163号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第164号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
3　暗　褐　色　ロームブロック微量

第165号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第166号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

第167号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

第168号土坑土層解説
1　褐　　　色　ロームブロック少量

第169号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

第171号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック微量

第172号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック微量
2　暗　褐　色　ローム粒子微量

第173号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量

第174号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量

第175号土坑土層解説
1　褐　　　色　ロームブロック少量

第176号土坑土層解説
1　褐　　　色　ロームブロック・炭化粒子少量

第177号土坑土層解説
1　褐　　　色　ローム粒子中量

第178号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　黒　褐　色　ローム粒子微量
3　黒　褐　色　炭化粒子微量

第179号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック微量

第180号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック微量

第181号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子少量

第182号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第183号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック微量

第184号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

第185号土坑土層解説
1　黒　褐　色　炭化物・ローム粒子微量

第186号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

第187号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量

第188号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量

第189号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第190号土坑土層解説
1　暗　褐　色　炭化粒子微量

第191号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第196号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量

第197号土坑土層解説
1　暗　褐　色　焼土ブロック少量

第198号土坑土層解説
1　暗　褐　色　炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック微量
3　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
4　暗　褐　色　ローム粒子少量
5　暗　褐　色　ローム粒子微量

第200号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量
2　暗　褐　色　ロームブロック中農
3　暗　褐　色　ローム粒子少量
4　暗　褐　色　ロームブロック多量
5　暗　褐　色　ローム粒子少量

第203号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量
2　黒　褐　色　ローム粒子・炭化物微量
3　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量
4　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

第208号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
2　褐　　　色　ロームブロック少量
3　暗　褐　色　ローム粒子微量
4　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
5　褐　　　色　ロームブロック少量

第211号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第212号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック微量
3　暗　褐　色　ロームブロック少量
4　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

第213号土坑土層解説
1　褐　灰　色　粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　暗赤褐色　ローム粒子中量，焼士粒子少量，炭化粒子微量
3　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

第214号土坑土層解説
1　褐　灰　色　粘土粒子多量，砂粒中量，ロームブロック少量
2　灰　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量
3　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化物・焼土

粒子微量
4　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
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第215号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量
2　褐　　　色　ロームブロック多量
3　暗　褐　色　ロームブロック中量

第216号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
3　暗　褐　色　ロームブロック微量
4　黒　褐　色　ロームブロック微量

5　黒　褐　色　ロームブロック少量

第220号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック・焼士ブロック・炭化物微量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量

第221号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化物微量
2　暗　褐　色　ローム粒子多量

3　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子微量
4　褐　　　色　ローム粒子多量

第223号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量

第224号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック少量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量

第226号土坑土層解説
1　暗　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　炭化粒子微量

3　暗　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量

第227号土坑土層解説
1　黒　褐　色　焼土粒子微量
2　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子微量

3　黒　褐　色　ロームブロック微量
4　褐　　　色　ロームブロック少量
5　暗　褐　色　ロームブロック微量
6　暗　褐　色　ローム粒子微量
7　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

第228号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック微量

3　褐　　　色　ロームブロック微量

第229号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量
2　黒　褐　色　ローム粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック微量

第231号土坑土層解説
l　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量
4　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
5　暗　褐　色　ロームブロック少量
6　褐　　　色　ロームブロック少量

第232号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

第233号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
3　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

第234号土坑土層解説
1　暗　褐　色　焼土粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
3　暗　褐　色　ロームブロック少量

第235号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック微量

3　暗　褐　色　ロームブロック微量
4　暗　褐　色　ロームブロック微量
5　暗　褐　色　ロームブロック少量
6　褐　　　色　ロームブロック中量

第236号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
3　褐　　　色　ロームブロック少量

第238号土坑土層解説
1　暗　褐　色　砂粒少量，ロームブロック・焼土ブロック・炭化

粒子微量

2　褐　　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

第239号土坑土層解説
1　褐　　　色　ローム粒子・炭化粒子微量

第240号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

第241号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック・焼士粒子・炭化粒子微量

第242号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量
2　黒　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

第243号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・炭化物微量
2　暗　褐　色　炭化物・ローム粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子微量
4　暗　褐　色　ロームブロック微量
5　褐　　　色　ロームブロック少量

第244号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック微量
2　極暗褐色　ロームブロック微量

3　暗　褐　色　ロームブロック中量
4　暗　褐　色　ロームブロック少量
5　窯　褐　色　ローム粒子少量
6　褐　　　色　ロームブロック少量

第245号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
2　褐　　　色　ロームブロック少量

3　暗　褐　色　ロームブロック少最，炭化粒子微量

第246号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子少量
2　極暗褐色　ロームブロック少量
3　暗　褐　色　ロームブロック少量

第248号土坑土層解説
1　暗　赤　褐　色　ロームブロック微量
2　にぷい赤褐色　ロームブロック少量

第249号土坑土層解説

1　極暗褐色　ロームブロック微量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量
3　極暗褐色　ロームブロック少量
4　褐　　　色　ロームブロック中量
5　暗　褐　色　ローム粒子中量

第250号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量
2　褐　　　色　ロームブロック少量
3　褐　　　色　ロームブロック中量

第251号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量
2　褐　　　色　ロームブロック少量
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第252号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック少蓮
2　暗　褐　色　ロームブロック少量

3　暗　褐　色　ロームブロック微量

第253号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック少量
2　褐　　　色　ロームブロック中量

3　明　褐　色　ロームブロック多量

第254号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック微量
2　褐　　　色　ローム粒子少量

3　褐　　　色　ロームブロック少量

第255号土坑土層解説

1　暗　褐　色　粘土ブロック・砂粒少量，ロームブロック・焼土
ブロック・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　粘土ブロック・砂粒・焼土ブロック少量，ローム
ブロック・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子・砂粒微量

第256号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量
2　暗　褐　色　炭化粒子微量

第257号土坑土層解説

1　暗　褐　色　炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子微量
4　暗　褐　色　ローム粒子少量

第258号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量
2　褐　　　色　ロームブロック少量
3　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
4　暗　褐　色　ローム粒子微量

第262号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量

第266号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック微量
2　暗　褐　色　ロームブロック微量
3　褐　　　色　ロームブロック少量

第269号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック少量
2　褐　　　色　ロームブロック中量

第270号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子微量
2　褐　　　色　ロームブロック微量

第271号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微量
2　黒　　　色　ロームブロック少量
3　暗　褐　色　ロームブロック少量
4　暗　褐　色　ローム粒子中量
5　暗　褐　色　ローム粒子微量
6　暗　褐　色　ローム粒子少量

7　極暗褐色　ローム粒子少量

第272号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

第273号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量
2　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量

第274号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子微量
3　暗　褐　色　ロームブロック少量

第275号土坑土層解説

1　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量
2　褐　　　色　ロームブロック少量

3　褐　　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第276号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

3　褐　　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第277号土坑土層解説

1　里　　　色　ロームブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロック微量，焼土ブロック微量

第279号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量
2　暗　褐　色　ローム粒子微量
3　褐　　　色　ローム粒子少量
4　褐　　　色　ロームブロック微量

第280号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子少量

第281号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量
2　褐　　　色　ロームブロック微量

第282号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子中量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量
3　極暗褐色　ロームブロック微量
4　極暗褐色　ロームブロック少量

第283号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量
2　褐　　　色　ローム粒子中量

第284号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　褐　　　色　ローム粒子微量
3　暗　褐　色　粘土粒子多量

第285号土坑土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子微量
2　明　褐　色　ローム粒子少量
3　褐　　　色　ローム粒子微量
4　暗　褐　色　ローム粒子微量

第286号土坑土層解説

1　極暗褐色　ロームブロック微量
2　褐　　　色　ロームブロック少量

第287号土坑土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子少量
2　明　褐　色　ローム粒子多量

第288号土坑土層解説

1　褐　　　色　ローム粒子少量
2　黒　褐　色　ロームブロック微量

第289号土坑土層解説
1　褐　　　色　ローム粒子中量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物微量
3　褐　　　色　ローム粒子少量

第290号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック微量
2　褐　　　色　ローム粒子微量

3　明　褐　色　ローム粒子微量

第291号土坑土層解説
1　褐　　　色　ローム粒子多量
2　暗　褐　色　ロームブロック微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量
4　褐　　　色　ロームブロック中量
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